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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「幸福が三百円！　幸福が三百円！　今だけお値段据すえ置き大特価！　たった百円コインが一ひ枚い二ふ枚う三み枚いであなたもたちまち幸福に！　寄ってらっしゃい見てらっしゃいって目に見えないから幸福ですけど──そこな道行くお兄さん！　三百円で幸福を買いません!?」

　道みち端ばたで薄うす汚ぎたない子供が幸福を三百円で売ってやがる。

　世も末だとか意味不明だとか考えるよりも前に、あぁ三百円で幸福になれるならちょっと買いたいなぁだなんて考えてしまった俺はたぶんすごく疲つかれている。

　毎日毎日仕事仕事の永久コンボで体力が鍋なべ抜ぬけ底抜けな俺だ、今だってべつにお遊びで町中をこうしてうろうろ徘はい徊かいしているわけではなく、給料の安い誇ほこりも糞くそもない腐くされお仕事の真っ最中だし。

「はぁ……」

　俺──空すかい井い滅めつ作さくが住む見み魔ま坂さかという名前の町は派手でも美しくもない中ちゆう途と半はん端ぱな都会で、やたらゴミゴミしているうえに人間が無意味にたくさんいる。息苦しいったらない。治安も悪けりゃどいつもこいつも貧びん乏ぼうで、いつでも事故と犯罪と悪人と被ひ害がい者しやがドミノ倒たおしできそうなくらいぞろぞろ並んでる。んでバタバタ倒れて俺みたいな通行人にまで迷めい惑わくをかけるのだそのドミノどもは。

　溜ため息いきをつきながら前を見る。

　そこで三百円の幸福売りが期待に満ちた瞳ひとみでこちらを注視していた。

「幸福が三百円！　幸福が三百円！」

「うるせぇ。買わねぇ。興味がねぇ。リピート再生すんじゃねぇ」

「わぁ、買わないんですか!?　たった三百円だというのに！　驚おどろきの低価格三百円であなたも幸福になれるというのに！　このケチ！　どケチ！　どどんケチ！」

「へぇケチってそういう三段活用するんだぁというどうでもいい話題は置いといて……お嬢じようちゃん、ちょぉっとオジさんにお名前を教えてくれるかな？」

　俺は目の前で小鳥のように喚わめいている子供を見つめる。血で染めたみたいに真っ赤な三つ編みの、たぶん十代前半くらいの女の子だ。たぶんポリシーがあってこういう格好をしているのだと考えなければ可か哀わい想そうすぎるボロ布を着てやがる。

　そんな薄汚い子供は泥どろで汚よごれた頰ほおをグシッと拭ぬぐい、両手の拳こぶしを腰こしに当てて髪かみの色と対たい抗こうするみたいに真っ赤になった。

「ナンパですか!?　ナンパなんですか!?　わぁ嬉うれしいなぁ恋こいの予感！　でもどうしよっかなぁ……困っちゃうなぁ……あぁちなみにあたしの名前はジグっていうんですけどぉ、あたし愛するひとはもういるからそんな熱ねつ烈れつに求愛されても困っちゃいますぅ！」

「はいはい可か愛わいい勘かん違ちがいは置いといて──あんたジグちゃんね、うん調べたとおり、赤い三つ編みで年ねん齢れいは十代前半……」

　俺はそこで浮うかべていた微び笑しようを消し、ジグとか名乗った子供の瘦やせた腕うでを握にぎりしめた。

「じゃあジグちゃん、ちょいとオジさんに付きあってくれるかなぁ？」

「えぇ!?　もぉオジさんってば強ごう引いんなんだからぁ……ってさすがのあたしもナンパじゃないことに気づいたけれど誘ゆう拐かいですか!?　警察ですか!?　命だけは勘弁してください！」

　いや命はいらねぇよ。

「どっちでもねぇよ……いいから、こっちこいよ。どこか人ひと気けのないところは──」

「きゃーっ！　きゃーっ！　セクハラ！　ロリコン！　ペドフィリア！……!?　って、あれれ!?　白昼堂々あたしみたいな可愛い女の子が悲鳴をあげてるのに誰だれも助けにこない！」

「そういう町だからなぁ」

　治安悪いからなぁ。

「とにかく、騒さわぐな。何も変なことしようってんじゃねぇ。聞きたいことが──」

「セクハラセクハラセクハラ！　セクハラはこの国の法律で死し刑けいです！」

「……そうなん？」

「そうです！　あたしが法律です！　あたしが法律そのものなんです！　あたし服を脱ぬいだら肌はだという肌に六法全書の文章が書かれてるんです！」

「…………」

　なんだその嫌いやな耳なし芳ほう一いちは。平へい家けの怨おん霊りようもびっくりだね。

　まぁとにかく、喧やかましいから黙だまらせるか。耳が痛いし。

　俺は喚くジグちゃんの額を指でぎゅっと圧おし、とびきり怖こわい顔と声で宣告する。

「いいから黙れ。騒ぐな。……わかってんだろ？　おまえがここでやってたことは……悪いことだ」

　三百円で幸福を売る。

　ジグちゃんの、あの不可思議な行こう為いは──うん、悪いことなんだよね。

　だから止める。なんの因果かこの俺が。理由？　もちろんお仕事だからだよ？

「俺はね、さっきも言ったが警察じゃねぇし……正義の味方でも神様でもねぇよ。でもなジグちゃん……悪いことをされると、俺みたいな一いつ般ぱん人じんの生活は大迷惑なんよ。だからおまえのことは俺が止めさせてもらう。……文句はねぇよな？」

「うるせぇ死ねぇぇえ─────ッ！」

　股こ間かんを蹴けられた。俺、即そく死し。

　いきなりの男にとって致ち命めい的てきな一いち撃げきに、俺は脆もろくもその場に崩くずれ落ちて悶もん絶ぜつする。なんてことをするんだこのお子様は。未来の人類を創造する男のミラクル器官を思いっきり蹴りやがるなんて人間のやることじゃねぇ。

　動けず、涙なみだを堪こらえて見あげると、やっぱり真っ赤になって怒いかり狂くるったジグちゃんが腕をぐるぐる振ふり回して叫さけんでいた。

「愛する男のために、一いつ生しよう懸けん命めいに働くのが、どこが悪いっつうんですかぁぁ──ッ!?　あたしは悪いことなんかしてない！　あたしは正義！　あたしは正しいことをしています！　世界の誰が認めなくても、あたしがあたしを認めてやりますよ───ッ！」

　自分が法律だと臆おく面めんもなく言いきったこの少ガ女キは、ぴくぴく震ふるえている可哀想な俺の顔面にそのボロボロの靴くつ底ぞこをぶつけてきた。

　そして転がる俺に、威い風ふう堂どう々どうと中指を突つきあげて宣告してくるのだ。

「文句あるんですかコラぁぁああああ────ッ!?」

　誰だ。

　今回の任務は可哀想な女の子を助けてあげる素す敵てきな任務だなんて言った馬鹿は。




　　　[image: ]




「可哀想な女の子を助ける素敵な任務？　あぁ……うん、そう言ったわねたしか。……あはは、なるほどねぇ私たちンとこに回されてきたお仕事にしちゃ綺き麗れい事ごとだなぁと思ってたのよ。なるほどそういうオチね！　あは！　あはは！　そんで君、その素敵な任務を達成しようとしたら可か哀わい想そうな女の子に股間を蹴られちゃったって!?　あははははははは大だい爆ばく笑しよう！」
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　俺に誤った情報を教えた馬鹿は俺の仕事場──雑居ビルの一室、たしかこの仕事場でいちばん偉えらかったはずの俺専用の座席に腰こしかけ、いちばん良いいカップにいちばん良い珈琲コーヒーをいれて飲んでやがった。

　この不届きものの名前は宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ。氷色の髪かみを長く伸のばした二十代後半の女で、立てば芍しやく薬やく座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百ゆ合りの花の美形である。ただし忘れてはいけない。こいつは『氷の女王』『冷血妖よう怪かい』『絶対零れい度どのサド雪女』などと俺が勝手に渾名あだなしている正しよう真しん正しよう銘めいの性しよう悪わる女だ。

　この宇宙木氷蜜という女、他人を苛いじめること以外には興味を示さない最低な性格をしていて、部下のはずなんだが俺にはタメ口、毎日のように嫌いや味みと罵ば倒とうと小言を連打しては俺に説教をするという厄やつ介かい者ものである。

　そんな彼女の片手には文庫本。仕事が終わって帰ったら読もうと今朝に買った俺の本。当然のようにそれを読んでいるが、俺は貸した覚えがないのだけど？

「……事件の犯人は主人公の娘むすめよ」

　宇宙木ちゃんが言ったのは、たぶん彼女が読んでる俺の本──推理小説の犯人。さっきは誤った情報を教えたことを謝罪もせずに大爆笑してたし、それが股間を強打されて傷つき戻もどってきた上司への態度かコラ。

「他人がこれから読もうとしている推理小説の犯人をばらすのは素晴らしい快感だわ！」

　さらりと嫌がらせのジャブを放って満足したのか、宇宙木ちゃんは歪ゆがんだ心に似合わない真っ直すぐな姿勢で、俺の座席に腰かけたまま問いかけてきた。

「マイ上司……それで？　救出すべき対象に男の急所を蹴られてからどうしたの？　股間を強打されて？　それからどうしたのかこの私に教えてくれるかな？」

「しつこく繰くりかえすな嫌味なやつだな……おうマイ部下よ、どうしたって、その、あれだ──」

　さっき、俺は俺の任務を果たすために探していた少女と接せつ触しよくした。

　ジグと名乗った、あのテンションの高いお子様。

　彼女は、どうも悪いやつに利用され、悪事に荷か担たんさせられているらしい。そんな彼女に詳くわしい話を聞いて、彼女の親玉である悪いやつの情報を得ようとしたのだが──。

　手て荒あらく扱あつかったのが悪かったのか、俺、そもそもちっちゃな子供に嫌きらわれるというか怖こわがられる風ふう貌ぼうだから仕方ないのかもしれないが、思いっきり警けい戒かいされたあげくに股間を蹴られてしまったというわけだ。

　顔面も踏ふまれたし。

　まさに踏んだり蹴ったり。

「それから……どうってことねぇよ、すぐにその場から逃にげだしたそのジグちゃんとかいうのをこっそり尾び行こうしてだな、あいつの親玉の隠かくれ家がまで案内してもらったわけよ」

「あら、意外とやることやってるじゃない。見直したわよマイ上司」

　果てしなく偉そうに、宇宙木ちゃんは珈琲をゆっくり飲んでいる。

「……で？」

「でって。そんだけだよ。突とつ入にゆうするには装備もなかったし……ほら、もう定時の終業時間じゃねぇか。今日のお仕事はおしまい。また明日っつってお家うちに帰──」

　中身がたっぷり入った珈琲カップがものすごい勢いで飛んできた。

　がちゃりこ。

「……マイ上司？」

　危あやうく熱々の珈琲を避よけた俺に、宇宙木ちゃんがにっこり笑え顔がおで囁ささやいてくる。

「定時の終業時刻？　仕事がおしまい？　また明日？」

　コポコポコポ、と新しいカップに珈琲ポットの中身を注そそぎこむ彼女に、危機感をおぼえて俺は両手を挙げて降こう伏ふくする。勘かん弁べんしてくれ、またいらんこと言ったら絶対にあのカップ投げるぞこいつ。あのね、あのね。俺、上司だよ？　おまえの仲間で尊敬すべき親分だよ？

「あの宇宙木ちゃん、わかってくれよ。ほら俺、早く帰らないと嫁ヨメさんが──」

　がちゃりんこ。

「珈琲ポットのほう投げやがったなてめぇ！　当たったら死ぬじゃねぇか！」

「それが？……あのね、マイ上司」

　ふうっと溜ため息いきをつき、彼女は手近のノートパソコンを起動させる。まさかあれは投げないよな……つうか、そもそも備品を投げないでほしい。

　部下の蛮ばん行こうに青ざめている俺を、宇宙木ちゃんは変わらない鉄面皮で見つめてくる。

「なんで敵の隠れ家を突つきとめたところで帰ってきちゃうのよ、お馬鹿。部下に変な男が接触してきたのを知ったら敵さん警戒して逃げちゃうでしょうが……そんなことすら想定できないなんて、マイ上司は脳みそまで筋肉なの？」

　くるりとパソコンの向きを変え、画面をこちらに向けてくる宇宙木ちゃん。ちなみにこのパソコンも俺のものだけど、今は完全に宇宙木ちゃんの私物となっている。こいつパスワードまで設定して俺が使えないようにするんだよ？　どうよ？

　関係ないな。

　ともあれ宇宙木ちゃんが示したパソコン画面にはひとりの男の顔写真が表示されていた。青白くて瘦やせっぽっち、無個性な学者タイプ。年ねん齢れいは……四十代くらいか？　かなり老ふけて見えるけれども、このくらいの年代の男の歳としはよくわからん。

「爆はぜ川かわ乱らん不ぷ。怪造モンス学者テイスト」

　とんとん、とパソコン画面の中年男を指で突つついて、宇宙木ちゃんが淡たん々たんと語る。

「私もマイ上司が働いてるあいだサボってたわけじゃないの。ざっと調べてみたけれど……私たちの今回の標ター的ゲツトであるこの男の素す性じようはだいたい判明したわ──三年前にイツキ派を脱だつ退たいしたはぐれの怪造モンス学者テイストで、現げん役えき時代の学績は中の下ってところかな。こいつ個人の能力はさして問題じゃなさそう」

「イツキ派っつうのは……」

　記き憶おくの糸を手た繰ぐりよせ、俺は無思考で脳内の情報を反はん芻すうする。

「あれか、人体実験してるとかキナ臭くせぇ噂うわさばっかの学派か？　人間に怪造モン生物スターを埋うめこむとか、人間と怪造モン生物スターの交配実験をしてるとか、眉まゆ唾つばっつうかオカルトっつうか信しん憑ぴよう性せいの薄うすい話題が絶えない」

「うぅん、それがどうも噂は事実っぽいのよね。少なくとも、爆川乱不は人体実験の容疑と誘ゆう拐かい未み遂すいで警察にも追われている……爆川乱不がイツキ派を脱退させられたのは、あまりにも過激な人体実験を繰りかえしたせいかもしれない」

　さらりと言いきって、宇宙木ちゃんは無感情にこちらを見てくる。

「さて……マイ上司、脳の筋肉を働かせて思いだしなさいな……今回の任務はなに？」

「今回の任務って」

　話題が飛んだ気がして、俺はちょっと戸と惑まどう。そう、そもそも──今回、俺たちに与あたえられた任務はどんなものだったか？

「この近所で最近、行方ゆくえ不明になる人間が増えている……爆川乱不ってモグリの怪造モンス学者テイストが怪あやしいからそいつを追えって、そんなんだろ？　その乱不とやらが幼い少女を手て駒ごまにつかっているようだから、できればそいつも助けてやれって──ん？」

　その任務内容と、人体実験という嫌いやな言葉が俺の脳内で繫つながる。

　おいおい。洒落シヤレになんねぇよ。ほんとうにやばそうな気がしてきたぞ。

「……おい宇宙木ちゃん、つうことはアレか？　行方不明になった人間はその頭の悪い怪造モンス学者テイストの便利な実験材料にされちゃってる可能性があるっつうのか？」

「あるいは──爆川乱不の部下として利用されている、ジグという女の子」

　肩かたをすくめて、宇宙木ちゃんは珍めずらしく不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てた。

「弄くられてるかもしれないわね、その身体からだを」




　　　[image: ]




　幸せです！

　あたし幸せです！　最高に幸せです！　不幸な誰だれかに幸せを売ってあげたいくらい幸せで幸せで幸せなんです！　アイアムハッピー！　ほんとは三百円なんて値段もつけたくない！　無料で売ってあげたいんです！　でも無た料だより高いものはないなんて馬鹿みたいな諺ことわざがあるせいか、お金をもらわないって言ったら疑うひとがいるから涙なみだを吞のんで三百円なんです！

　幸福が三百円幸福が三百円！

　みんなに幸福をわけてあげたい！

　幸せ！

　あたし幸せ！　ほんとに幸せなんです！

　あたしの髪かみの毛の色が赤いのはあたしの父親が人殺しだからだって、乱不さんはお酒を飲んだあととかに忌いま々いましげに言います！　なんてこと！　たぶんほんとうに、あたしの父親は人殺しなんでしょう！　だってうん、こんなにあたしの髪の毛は赤いんですもの！　きっとあたしの人殺しの父親に殺されたひとの怨おん念ねんが、血液みたいに染しみこんであたしの髪の毛を真っ赤にしたんです！

　なんて罪深い！　あたしは、生まれながらにして罪深いんです！

　人殺しの娘むすめとして生まれたあたしは、最初の最初にこの世に生まれ落ち産うぶ声ごえをあげたまさにその瞬しゆん間かんから、ほかの誰よりも罪深く、同時にすごく不幸なんです！　不幸！　不幸で不運！　だって父親が人殺しなんです！　そんな罪深い親をもつあたしは、たぶんその人生全すべてを捧ささげて親の罪を償つぐなっていかなくてはいけないんでしょう！　なんて不幸！

　だけど！

　だけどです！

　発想の転てん換かんです！　コロンブスの卵です！　コペルニクス的転回です！

　最初から救いようのないくらいあたしが不幸なら！　最底辺なら！　この世に存在するあらゆるものがあたしにとって幸運の源！　ほかのひとにとっては取るにたらない日常的なことでも、最底辺の不幸が基本なあたしにとっては最高に幸せなことなんです！

　今日もご飯を食べられた！　なんて幸せ！

　服を着て町を歩ける！　なんて幸せ！

　わぁ、呼吸ができる！　なんて幸せ！

　生きてる！　あたし生きてる！　ただ生きているだけで最高に幸せ！

　そうでしょ、乱不さん！　あたし幸せなんでしょ！　あたしは世界の誰よりも幸せだって、そう言ってくれたの乱不さんでしょ！　すごい！　乱不さん大好き！　あたし、あなたにそう教わってから毎日がすごく幸せになったんです！　愛してます！　大好きです！　乱不さん！　乱不さん！　乱不さ──。

「うるせぇボケ早く服を脱ぬげ」

　乱……不………さん？

「てめぇがボケなせいで俺の居場所が勘かんづかれたかもしれねぇ……てめぇに接せつ触しよくしてきたその変な男は怪かい造ぞう学がつ会かいの人間かもしれねぇ……いや、いや、俺を追放しやがったイツキ派の連中だな！　あいつら！　イツキ派の事情に詳くわしいこの俺が目め障ざわりなんだ！　ここで殺して口くち封ふうじするつもりなんだ！　くそう、やられる前にやってやる……殺されてたまるもんか殺されてたまるもんか殺されて──」

　乱不さん、乱不さん。

　服脱ぎましたよ。

　今日もお注射するんですか？　それともまた手術ですか？

　痛いのは……あんまり好きじゃ………。

　げっ、げうっ、な──殴なぐらない、で。殴らないでください。

　我が慢まんします。我慢しますから。

　あたし、そうです！　幸せですから！　あたし、生きてられるだけで、幸せですから！　痛いなんて、苦しいなんて、不幸だなんて、言っちゃいけないんですよね！

　ね？　乱不さん、あたし幸せですよね！

　あはは……はは……幸せ！　幸せ！　あたし幸せ！
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　怪造学という学問がある。

　かぎりなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。その虚界アンダカから怪造モン生物スターと呼ばれる生き物を召しよう喚かんし、研究し虚界アンダカの全てを解き明かそうとする学問である。

　まぁなんだ、簡単にいうとＲＰＧなんかでよくある召喚魔ま法ほうみたいなかんじだ。

　けれどＲＰＧとちがって、この現実に存在する召喚魔法は実にエグい。

　ファンタジーなど皆かい無む。夢も希望もありゃしねぇ。異世界から生き物を召喚するって語感だけは可か愛わいらしいんだが、その内実は殺さつ伐ばつとしていてグロテスクだ。

　さっきの俺と宇宙木ちゃんの会話にでてきたイツキ派ってのも、人間にその怪造モン生物スターを埋うめこんで生物兵器に改造するとか、そういう研究をしてるって噂うわさだし。そこまであからさまに残ざん酷こくなのは珍めずらしくても──たとえば怪造モン生物スターに泥どろ棒ぼうをさせたり、人間を殺させたり、そういった阿呆どもの起こす犯罪はあとを絶たない。

　そんな世情をうけ──怪造学の総本山、怪造学会と呼ばれる組織も馬鹿じゃないから、そういった犯罪に対たい抗こうするための専門機関を設置した。

　それが怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶと呼ばれる怪造学の犯罪を撲ぼく滅めつするための存在であり、俺が所属しているのはその栄はえある第一班だ。ちなみに執行部は日本全国にだいたい三百くらい支部があって、それぞれの地域の治安を守ったりしている。

　ふつう、一班につき最低でも十数人の怪造モンス学者テイスト──あぁ、怪造学を専せん攻こうする、怪造学会に所属してるやつのことをそう呼ぶ、俺もそう……まぁ、公こう認にんの召喚術師みてぇなかんじ──ともかく、そんな連中が配備されてるんだが、うちの第一班は常勤が俺と宇宙木ちゃんだけで、あとの連中は非常勤だからめったに顔をださない。それぞれの研究だかなんだかをやっていて、面めん倒どうな執行部の仕事はとことんサボりやがる。

　怪造学会は常に人手不足だから、削けずれる部署の人員はとにかく削る。つまり、そんだけ俺と宇宙木ちゃんの能力は怪造学会に評価されてんだろうけど──ぶっちゃけ、ふたりじゃ手が足りない。せめて小間使いというか、細々とした雑用をやってくれるやつがひとりくらいいたら楽なんだが、怪造学って閉へい鎖さ的で秘密主義だから、一いつ般ぱん人じんのバイトだって雇やとえねぇ。

　だから毎日大おお忙いそがし。助けて労働基準法。

「えぇっと……えぇっと」

　爆川乱不やイツキ派の研究、おまけにジグと名乗ったあの少女についての情報を洗いざらい教えてくれてから、部屋の隅すみっこに積まれた段ボールをまさぐっている宇宙木ちゃん。動くたびに氷色の髪かみが揺ゆれて、見た目はたいへんに美しい。性格は最悪だけどな。

「あぁ、あった発見。ほら……そこで突つっ立ってる上司のひと」

「んだよ部下のひと」

　手招きされたので、宇宙木ちゃんが残した珈琲コーヒーを飲んでいた俺はそちらに歩み寄っていく。できるかぎり手を回してくれたのだろうけど、宇宙木ちゃんが集めてくれた情報はあまり具体的なものではなく、ほとんど役にたたなそうだった。

　ジグというあの少女も、たぶんイツキ派の実験動物としてさらわれたどっかの子供だろうという推測しかできんかった。

　実験動物、ねぇ……。

　俺おりゃべつに聖人君子じゃねぇから痛む心も流す涙なみだもねぇけど、わざわざ人間なんかで実験せんでもいいんじゃねぇのとは思う。誘ゆう拐かいすりゃ捕つかまるし、へたに殺せばこっちも死し刑けいになるぞ……そんなリスクを冒おかしてまで現代の召喚魔法なんて御お伽とぎ噺ばなしの研究せんでも。

　そんな益やく体たいもないことを考えている俺に、宇宙木ちゃんは何かの紙かみ袋ぶくろをのさりと手て渡わたしてくれる。あまり重くはないけれど、枕まくらくらいの大きさの紙袋に中身がぱんぱんに詰つまっている。

　俺はそれをてきとうに眺ながめ、なぜか得意そうに胸をはっている宇宙木ちゃんに問う。

「……何これ？」

「見てわからないの？　無能な上司ね！」

　なんか叱しかられた。

　溜ため息いきをついて紙袋を開こうとすると、宇宙木ちゃんはガッと俺の顔面をベアハッグ。

「……おぉっとストップ、マイ上司──これは秘密兵器なんだから、最後の最後まで開けちゃだめ。開けずに、たいせつにもって現場へ向かいなさい」

「現場？」

　きょとんとして、俺は宇宙木ちゃんの言いたいことがわからず首を傾かしげる。

「現場って？　えぇっと、もう定時の終業時間だろ？　俺、帰る」

「マイ上司……」

　ふぅっと息をつき、宇宙木ちゃんは出来の悪い子供を説教するように言う。

「今回の事件は、人体実験の噂があるイツキ派の脱だつ走そう者しやが、ひとりの幼気いたいけな少女と、行方ゆくえ不明になった何人もを毒どく牙がにかけようとしているかんじな構図なわけよ」

「はぁ」

　でも早く家に帰らないと嫁ヨメさんが怒おこるし。

　他人の命もたいせつだけど、家に帰るのが遅おくれると俺も殺されるし。俺、自分の命もたいせつにしたい──みたいなこと、正直には言わないけれどそれとなく視線で訴うつたえてみる。

　無視された。

　宇宙木ちゃんは冷酷に、その切れ長の目でこちらを睨にらみつけてくる。

「人命がかかっている。なのに、敵は私たちが追っていることに気づいたはずで、潜せん伏ぷくしているアジトを今日のうちにでも引き払はらう可能性がある。事態は一刻を争うの……」

　そして彼女は雪女みたいに、他人を魂たましいごと凍こおりつかせる微び笑しようを浮かべて告げてきた。

「べつに人命なんかどうでもいいけど……助けられたはずの人間をむざむざ殺されたら不ふ祥しよう事じになっちゃうでしょ!?　私の出世に響ひびくのよ！　ぐだぐだ言ってないでさっさと事件を解決してきなさいこの穀ごく潰つぶし！　私のために働いて私のために死ね！」

　わぁ宇宙木ちゃん、ぶっちゃけすぎ。

　逆に感心していると、俺は宇宙木ちゃんに思いっきり背中を蹴けられて事務所から叩たたきだされた。そこまで俺をけしかけながら、自分は実務に参加するつもりがないのか──宇宙木ちゃんは吞のん気きに手をふって見送ってくれる。

「事件を解決したら報告は明日にしてそのまま帰ってもいいから……早く家に帰りたいならできるかぎり努力することね。渡したその秘密兵器もきっと役にたつと思う──私？　私は事務所で待機してるわ。だから何かあったら連れん絡らくしてちょうだい。残業代は弾はずんでもらうからね……マイ上司！」

　おまえみたいに偉えらそうな部下は見たことねぇよ。

　ばたりと閉められた事務所の扉とびらを情けなく見つめ、俺は嘆たん息そくしながら携けい帯たい電話を取りだした。いちおう、逆らうとあとが怖こわいから──宇宙木ちゃんの言うとおりに事件を解決してさっさと帰ろうと思うけど、怒るとちがう意味で怖い嫁さんにも今日は帰るのが遅れるかもしれないって電話しなくちゃ。

　家庭と仕事の板いた挟ばさみ。俺みたいなの甲か斐い性しようなしって言うんかな。
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　携帯電話の通話が繫つながると同時に呪じゆ詛そが氾はん濫らんしてきた。

『どうして電話してくれなかったの……！　あなたの電話を待ってわたしは二十分四十二秒も寂さびしい時間をすごしたよ……！　あなたの電話を待つ時間はわたしの脳内で百億倍に換かん算さんされるから実に四百年間の寂しい時間！　わたしが死んで生まれ変わっても！　それからまた死んで生まれ変わっても！　来世の来世のそのまた来世──永遠のような時間をあなたはわたしに寂しくすごさせたんだ！　憎にくい！　復ふく讐しゆうしてやる！　あなたを殺してわたしも死ぬ！　そうして死んでまた巡めぐりあっても、前世であなたが電話してくれなかったせいできっと来世のわたしも寂しい思いをするんだ！　憎い憎い！』

　この『来世』とか『あなたを殺してわたしも死ぬ』とかナチュラルに言っちゃう可か愛わいいやつが俺の愛するお嫁さんだ。可愛いだろ。可愛いんだよ顔は。

　顔だけな。

　俺と嫁さんの馴なれ初そめを詳くわしく語るのはまた今度にしようと思うが、まぁとにかく冗じよう談だん抜ぬきで彼女の姿は地上に舞まいおりた天使。彼女がにっこり微ほほ笑えむだけで世界はまるで花畑。優やさしくて、可愛くて、理想の女に巡りあえたと俺は彼女との出会いを歓かん喜きした。俺は即そつ行こう惚ほれて、即行骨ほね抜ぬきにされて、即行結けつ婚こんを申しこんでしまった。

　……やっちまった！

　わぁ俺、人生ちょっと間ま違ちがえた！　後こう悔かいしている！　こんないろんな意味で危ない女だとわかってたら近づかなかったから！　卑ひ怯きようだ！　ずるい！　反則だ！　やばいならやばいなりにやばい外見をしているべきだ！　なんでやばいくせに外見だけ天使なんだ！

　ともあれ機き嫌げんを損そこねるとこの天使は壊こわれる。完全に、ぶっ壊れる。彼女は人里離はなれた山奥に隔かく離りされているので、連絡手段といったら秘密のお電話しかないのだが、この電話を定期的にしないと嫁さんは半はん狂きよう乱らんになる。

　ふだんはわりと穏おだやかで、のほほんとして、可愛らしい天使なんだ。

　だけど天使はほんの些さ細さいな嫉しつ妬とで堕だ天てんする。

　いつもより五分ぽっち電話が遅れただけで、誰だれかちがう女と喋しやべっていたんだ、自分のことを嫌きらいになったんだと思いこむ。たった五分、たかだか三百秒で彼女の思考回路は研とぎ澄すまされ『浮うわ気きされた』→『裏切られた』→『あなたを殺してわたしも死ぬ』の飛ひ躍やく的な三段活用がされてしまう。

　たぶん自分が隔離されていて、現うつし世よに関かかわれないから、男が自分の知らないところで好き放題に動いているのが気にいらないのだ。目を離したら、その隙すきに浮気されるかもしれない。自分が見ていないと思って、ほかの女と仲良くしているかもしれない。

　手が届かない位置にいて、ほとんど会えないから──温ぬくもりが遠く、ことさら嫁さんの疑いは、ふとしたきっかけで発生する。

　あぁもうほんとに、なんでこんなんと結婚したんだろうね俺は。

　愛してるよ？　愛してるけどね？　すぐ俺を殺して自分も死にたがるのは愛とか無関係な病気だよね？　すごい困る！

「ＯＫ、俺の天使ちゃんアイラブユー。世界でいちばん愛してる。俺の全すべてはおまえのもので、おまえの全ては俺のものだ。俺たち仲良し夫ふう婦ふ、ＯＫ？　ちょっとの勘かん違ちがいでその仲良しな関係が崩くずれちゃうのはよくないよね、ＯＫ？　電話かけるのが遅おくれたのは謝るから許してお願い、今日は仕事が長引いたんだよ……」

　戦せん々せん恐きよう々きよう、必死に俺は言い訳を重ねる。たいせつなのは誠意、そう誠意だ！　心をこめて訴うつたえればこのデンジャラスな女にも俺の気持ちが伝わるはず！

「天使ちゃん……」

『ダーリン……』

　木こ漏もれ日のような優しい声で、俺の天使はつぶやいた。

『わたしたち……ほんとうに、仲良しな夫婦だったね……？』

「ちょっと待って天使ちゃん!?　なんで過去形なん!?　何かおかしくない!?」

『ほんとうに……どこで……間違ったんだろうね、わたしたち……？』

「天使ちゃん天使ちゃん天使ちゃん間違ってるのはまさに今！　間違いの現在進行形！　落ちついて！　愛してる！　俺を信じて！　愛してるんだ！」

　そこでふと思いだし、ちょっと地じ雷らいかなぁと思いながらもいちおう言っとく。

「あの……天使ちゃん、こんな会話の流れでアレなんだけど、今日、ちょっと仕事が長引いちゃって……遅おそくまで帰れないかもしんない。だから、その、今晩、いつも三時間くらいしている電話でのお話はたぶんできないかも………」

『…………』

　返ってきたのは、沈ちん黙もく。

「天使ちゃん？」

『…………』

　地じ獄ごくのような──沈黙。

　俺はごくりと生なま唾つばを飲み、恐おそる恐る告げてみた。

「愛してるよ？」

　それは本心なのだけど、俺の嫁ヨメさんの反応は冷れい酷こくだった。

『ダーリン……？　あと二時間十五分くらいでそっちへ行けると思うから、そのときまでに……この世への未練はぜんぶ無くしておいてね……？』

「わぁ具体的な時間が妙みように生々しい！　ちょっと待って！　天使ちゃん!?　天使ちゃん！　話しあおう！　君はちょっと短たん絡らく的にいっしょに死にたがるよね!?　たしかに死ねば愛は永遠だけども、ほかにも愛のかたちは……もしもし!?　もしもーし!?」

『……父さん』

　不意に、耳に押し当てた携けい帯たい電話から嫁さんじゃない声が聞こえた。俺は跳とびあがるくらいにびっくりして、ちょっと間を置いてから恐る恐る問いかける。

「あ？　あれ？……伊い依よりちゃん？」

　俺の娘むすめだ。今年でたしか九歳くらい。可か愛わいいぞ。愛が足りない環かん境きようで育ったせいか、ちょいと無愛想だけども。

『父さん……』

　俺の可愛い娘の伊依ちゃんは、虫けら相手でももう少しは愛あい想そがあるぞという平へい坦たんな声で──ぽつりとつぶやいた。

『母さん泣いてた』

　ほんとうに、当たり前のように、素そ朴ぼくな口調で愛まな娘むすめが言う。

『父さん死ねばいいのに』

　そこで電話が切れた。

　今なら三百円払はらってでも、ジグちゃんから幸福を買いたいと思う俺だった。
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　あたし捨て子だったらしいです。

　もう語るも涙なみだ、聞くも涙ってかんじですよね？　まったくもって酷ひどい話です。しかも捨てられかたが変わっていて、背の高い樹にぶら下げられてたらしいんですね。赤ん坊ぼうのころのことなので、もちろんあたしは覚えてないんですが。

　身体からだの真ん中を紐ひもで縛しばられて、樹から吊つるされてぶ～らぶら♪　風かなんかで揺ゆれながら、赤ん坊だったあたしは泣きつづけてたみたいです。その泣き声──悲鳴が、どこかジグを演奏してるみたいに聞こえたとかで、あたしは捨ジてヤらンれクたガ少ー女ルのジグだなんて、おかしな名前をつけられてしまいました。

　ジグですよ。女の子の名前じゃありません。

　せめてジグ子とか。いえあまりそれも可愛くありませんね。

　ジグ美とか？

「…………」

　みたいなことを考えているうちに今日の痛いことは終わりました。乱不さんはあたしの血で汚よごれた手て袋ぶくろと白衣を脱ぬぎ、洗せん濯たく機きに放ほうりこんでから煙草たばこを吸っています。あたしは手術の麻ま酔すいでしばらくぼんやりしていたんですが、料理の支し度たくをしなくちゃいけないのでなんとか起きて、シャワーを浴びてから服を着ました。

　捨てられていた、赤ん坊だったあたしを拾ってくれたひとが乱不さんで、だからあたしは乱不さんの所有物で、道具で、いつでも乱不さんの言うことを聞かなくちゃいけないらしいです。

　幸せ！　道具なら、じょうずに働けば捨てられない！　あたしはもう捨てられない！　だから、ちゃんと働くから、痛いのも我が慢まんするから──。

　捨てないで。もう、あたしを捨てないでください。

「今日のご飯はしょうゆラーメン～♪」

　エプロンをつけて、お鍋なべをコンロにのせて沸ふつ騰とうさせます。そのあいだに棚たなをまさぐり、六人分くらいのラーメンを用意します。お金がないけれど、食べなきゃ死ぬので仕方ないです。

　乱不さんがどうしてイツキ派の研究所を逃にげだしたのか、あたしにはわかりません。やつらのやりかたは生ぬるいのだと、乱不さんは繰くりかえしていましたが、あたしにはイツキ派のひとたちと乱不さんであまりちがいがあるようには見えません。

　でもまぁあたしは乱不さんの道具なので、いっしょに逃げて、こうして隠かくれ場所の古いアパートにもいっしょに住んで、乱不さんの言うとおりに人間を四人ほど誘ゆう拐かいしてきました。

　幸福が三百円！　幸福が三百円！

　そう喚わめきながら街角に立っていたのは、べつに趣しゆ味みじゃありません。

　あたしの言葉に興味をもったり、同情したり、お説教しようとしたり、……変なことをしようとしたり、理由は様々でしたが、あたしの言うままについてきてくれたひとは、この部屋で乱不さんにやられて気絶させられて、それから縛りあげられてひとつの部屋にまとめて監禁されます。

「…………」

　今も猿さるぐつわを嚙かまされてるうえ、部屋がちがうのでわかりませんが、何か騒さわいでいるようです。家に帰してとか、ご飯食べさせてあげるときに彼らは訴うつたえますけれど、ごめんなさい、もう帰れません。

　たぶん、あのひとたちは乱不さんの実験の材料にされるのです。

　あたしみたいに。

　あたしみたいに、身体を弄いじくられて、人間じゃないモノにされてしまうのです。

　そしたら、家族が増えますね。イツキ派の研究所を逃げだしてから、あたしと乱不さんだけだったから、ちょっと寂さびしかったんです──だから、みんな、あたしと同じモノになって、ずっといっしょにいてほしいな……。

　幸せです幸せです。

　あたし、幸せです。

　みんなもあたしと同じように、幸せになれるんです──。

「う……うおぉッ!?」

　乱不さんの悲鳴。

　同時に、何かが壊こわれるような激しい物音。

「……乱不さん？」

　どうしたのでしょう。

　あたしは火事にならないようきちんとコンロの火を消してから、乱不さんの様子を確かく認にんするため動くことにしました。あたしたちの隠れ家であるこのアパートはトイレとお風ふ呂ろつきで、部屋はふたつ。ひとつはあたしの手術をしたり、乱不さんが実験したりするところ。もうひとつが、生活空間である、あたしが料理しているこの部屋。乱不さんは、部屋の外で夜空を見ながら煙草を吸うのが好きだから、そうしていたはずですけど。

　あたしは生活部屋の扉とびらを開き、その奥の実験部屋を歩き、縛られ、転がっている四人を踏ふまないように気をつけてその奥にある玄げん関かんへ向かいました。ごくふつうの、あまり広くない玄関。扉越ごしに、部屋の外が何か騒がしいのを感じます。

「……乱不さん？」

　とりあえず突つっかけを履はいて外にでようとすると、扉がひとりでに開いてそこから乱不さんが顔を見せました。

　ただしふつうではありません。殴なぐられたのか、頰ほおが腫はれています。そんな乱不さんの首根っこを摑つかんで、大きな男のひとが立っていました。

　……うん？　男のひと？

「よぉ、ジグちゃん。料理の途と中ちゆう？　あぁ、俺も腹減ったなぁ」

「…………」

　吞のん気きに喋しやべっているこのひとは、たしかさきほど、あたしが街角で出会った変な男のひと。あたしのしていることを悪いことだと言った、嫌いやな、意地悪なひと。

　そんな彼はなぜだか、セーラー服を着ていました。

　ミニスカートにニーソックス、丁てい寧ねいなことに女の子のかつらまでつけていて……けれど身体からだは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、厳いかめしい顔の大男なので……なんというか、たいへんに──。

「……変態ですか？」

「子供に無む邪じや気きに言われるとすごい凹ヘコむなぁ」

「……なんでそんな格好してるんですか？」

「んなもん、こっちが聞きたいわい」

　セーラー服の中年男は乱不さんをぶら下げたまま、あたしにはよくわからないことを愚ぐ痴ちっぽくつぶやきます。

「いや俺もね、まさか宇宙木ちゃんから渡わたされた秘密兵器とやらがセーラー服とは思わんかった……注意書きによると、着ているだけで無敵になれるパワードスーツ的なものらしいんだけども、なんでこんなデザインなのか──まぁ、とにかく、今度こそ……悪いことしてるの、止めてやるぜジグちゃん」

　変態のひとが凄すごみをきかせ、怖こわい顔で宣言するのと。

「ジグ！　敵だッ殺せ！」

　乱不さんがいきなり顔をあげ、あたしに命令を飛ばすのは──同時でした。

　もちろんあたしは乱不さんの道具なので、優ゆう秀しゆうな道具なので……。

「はい殺します！」

　殺します。
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　怪造学は、現実に存在する召しよう喚かん魔ま法ほうで、それはファンタジーじゃない。

　そして──現実に存在するネコミミ少女は、それよりもなおファンタジーじゃなかった。

「うわぁ……」

　俺は標的である爆川乱不さんとやらの首とかをぎゅっと握にぎって気絶させてから、目の前で可か愛わいく変身していくジグちゃんをぼんやり眺ながめた。

　イツキ派の専売特許は人体実験。

　たぶん、怪造モン生物スターを人体に埋うめこんだか、人間と怪造モン生物スターを交配させて──人じん為い的に製造した、人間と怪造モン生物スターの合キ成メ獣ラみたいなもんだと思うけど。

　なんでネコミミなんだ。

　いやネコミミなんだよ。さっきまでエプロン姿のふつうな格好していたジグちゃん。彼女が殺しますって宣言したと思ったら変身がはじまった。三つ編みだった髪かみの毛は解ほどけて宙に流れ、金色のその瞳ひとみは獰どう猛もうに煌きらめき──爪つめが伸のび、肉球ができ、尻尾しつぽが生えて、最後にネコミミがぴょこんってね。

　これがイツキ派の恐きよう怖ふの人体実験……その成果だというのか!?

　なんて恐おそろしい……。なんて恐ろしい阿呆らしさだ……。

「ニャーッ！」

　ニャーとか言ってるし。うわぁ、すごい可愛い。でも和なごんでる場合じゃないんだよなぁたぶん。殺せとか言ってたし、殺しますとか応こたえてたし。

　俺は目の前でネコミミ少女になったジグちゃんに、やる気なくセーラー服姿のまま立ちつくして声をかける。

「あのジグちゃん？　これはただの好こう奇き心しんで聞くんだけど……なんでネコミミなん？　それ、萌もえが強化される以上の意味あるん？　ちょっとは強くなったりするん？」

「なんで関西弁で尋たずねてくるのか不明ですがニャ……もちろん、今のあたしは通常の三百倍は強くなってるニャー！　あなたみたいな変なオッサンなんか、ふふんって鼻歌まじりでブッ殺せちゃうんですニャン！」

　喋りかた可愛いなぁ。

　でもまぁ実際問題、見た目がいくら阿呆でもそれは狂きよう気きの研究の産物。ジグちゃんが言う以上に戦せん闘とう力は強化されているんだろ。俺もセーラー服のパワードスーツで腕わん力りよくが数倍にはなってるんだが、ガチンコで殴なぐりあうのは……やだなぁ。

　何が嫌かっていうと……ビジュアル的にすごく嫌だ。

　セーラー服の中年男[image: ぶいえす]ネコミミ少女！

　地じ獄ごく絵え図ずだ。

「さぁっ、覚かく悟ごはいいですかニャー！　今こ宵よいのジグは血に飢うえているニャー！」

　やる気なジグちゃんには悪いけれど、そこはほれ、俺も面めん倒どうなんで。

「ほい、人ひと質じち」

　セーラー服のポケットから可愛い拳けん銃じゆうちゃんを取りだして、失神したままの乱不さんに突つきつけたり。正義の味方のやることじゃないけど、俺べつに正義じゃねぇし。

「ニャッ!?　ニャーッ!?」

　硬こう直ちよくするジグちゃん。良いい子だ。たまぁにいるからなぁ、人質とかつうじない心の底から腐くさってるやつ。よかったよかった、ジグちゃんがそこまで外げ道どうじゃなくて。

　今日は早く帰れそうだ。

　俺は拳銃をふつうにジグちゃんへ向けて、素す早ばやく引き金をひいてみる。

　目を見開いたジグちゃんは、さすがに拳銃の弾だん丸がんを避よけるほどの反射神経はないのか──素早く身を翻ひるがえしたけれど、まず足に被ひ弾だんして転び、つづけて背中を撃うち抜ぬかれて動かなくなった。

「げ……うげっ……げっ」

　変な声で喘あえいでる。つうか生きてる。すご。俺だとたぶん痛みで即そく死ししちゃうけど。変な改造されたせいで痛みにも耐たい性せいがあるんかね。

　みたいなことを考えていると、乱不さんがようやくお目覚めで、部屋の真ん中で悶もだえるジグちゃんと──相変わらず彼の首を摑つかんだままの俺を交こう互ごに見た。
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　それから溜ため息いきをつき、力のない声で問いかけてくる。

「イツキ派の追っ手か……？　それとも怪造学会の刺し客かくか……？」

「怪造学会のほう。刺客とかそういう恥はずかしいのじゃなく、執しつ行こう部ぶな」

　てきとうに応えると、彼は絶望したように青ざめた。

「そうか……逃にげられない、ものだな──しかし、相変わらず……」

　血の海で苦しむジグちゃんを見て、彼は溜息まじりにぼやいた。

「容よう赦しやがないな、おまえらは。あれは可か哀わい想そうな被害者の女の子だぞ？」

「……だから何だよ？」

　俺はこういう会話とかあまり好きじゃないので、てきとうに応える。やだよ、こういう会話の流れだと、俺、似合わないお説教とかさせられるんだぜ。どうして俺がてめぇらをブッ潰つぶしたのか、正義が理由だ、愛が理由だ、錦にしきの御み旗はたをフル装備、綺き麗れい事ごとを乱れ撃ちでさ、説明してやんないとだめなわけ？

　面倒なので、まぁ、そのへんは省略で。

「いやね、爆川さん。さっさと事件を解決しねぇと部下が怒おこるんだよ、怒ると怖こえぇのあいつ……あとね、早く帰ってご機き嫌げんななめな嫁ヨメさんに謝らなくちゃいけないの。だからなるべく効率的にぜんぶ潰させてもらったわけだけど」

「そんな──そんな、くだらない」

　乱不さんはうなだれて、目元に涙なみだを光らせて、嗚お咽えつをもらす。

「私の研究は……世界を、人類を──良くする、善よい行いで……なのに、おまえらはそんなお役所仕事で！　事務的に、この私を止めようというのか!?」

「…………」

　やだなぁ、もう。

　世界を救うとか、人類を良くするとか、なんでおまえそんなにスケールでかいの？　神様でもねぇくせによ。

　俺なんかもう、身近なことで精せい一いつ杯ぱい。嫁さんと部下の顔色をうかがうのでぜんぶ能力を使いきってるっつうのに。

　ていうかさぁ。

「……善い行いなんか、ねぇんだよ。誰だれだって、自分は善いことしてるって思ってんの。でもね、それがときどき、他人にとっては悪いことなわけ。迷めい惑わくなことなわけ。俺はただ……そういうひとつの迷惑の、自分に降りかかってきたぶんの火の粉だけ、がんばって払はらってるわけで──文句言われる筋合いはねぇ、っつうの」

　がつんと乱不さんを殴って気絶させ、これもポケットにはいってた縄なわでぐるぐる。肩かたに担かついで、今度はまだ痛そうにしてるジグちゃんのほうへ歩み寄る。

「ジグちゃん、だいじょぶ？　ごめんなぁ、怪造モン生物スターと合成された人間がどんくらいの戦闘力かわかんなかったからさぁ、手加減できなかったわ。ほら……あんまり動くな、たぶん内臓とかはだいじょぶだから、病院に運んで手当てしてもらうわ」

　これもポケットからでてきたタオルで傷口を押さえ、だらだら垂れてる血を拭ぬぐう。まぁ……運がよければ助かるだろ。つか、なんか見てるうちに傷口とか治りかけてる……乱不さん、どんだけジグちゃん弄いじったんだ？　かなり人間から遠くなってるよ？

　呆あきれていると、ジグちゃんが小さく呻うめいた。

「あたし……あたし、悔くやしい………あなたみたいな、変態な、むちゃくちゃな、あたしたちのことなんにも知らない──赤の他人に、こんな、ぜんぶ潰されて……」

　ぼろぼろ泣きながら、こちらを睨にらんでくる。

「あたし……捨てられる、また………捨てられる、あたし、うまくあなたを殺せなかったから……乱不さんに捨てられる………ぜんぶうまくいくはずだったのに、あたし、幸せだったのに……恨うらんでやります……呪のろってやりますから……！」

　まぁよくある恨み言なので、俺はてきとうに聞き流して部屋をうろつく。誘ゆう拐かい事件の首しゆ謀ぼう者しやは捕ほ獲かくしたから、この部屋の検分とかは後回しでもいいんだけども。

　さすがに縛しばられて、転がされてる四人は見み逃のがせない。たぶん、行方ゆくえ不明になってたやつらだろう。乱不さんがこいつらをどうするつもりだったかは知らないが、まぁきっとジグちゃんと同じような身体からだにされるはずだったんだろうなぁ。

　人間を弄くって、変な研究して、世界を良くするとか──よくやるよ、まったく。

　どうも衰すい弱じやくしているようだったが、縄を切ってやると彼らは怯おびえるようにものすごい勢いで逃げていった。誘拐され、監禁され、謎なぞの実験をされそうになってたんだ。そりゃ怖かっただろうなぁ。

　ま、彼らの保護は警察やらに任せて、俺はジグちゃんと乱不さんをつれてかなきゃ。怪造学は秘密の学問。それは犯罪も含ふくめて全すべて、一いつ般ぱん人じんの目に留とまらないように隠いん蔽ぺいしなくちゃいけない。あの四人は警察で自分の体験を喋しやべっちゃうだろうけど、まぁそのくらいなら問題はない。謎の研究の実験材料にされそうだったとか、セーラー服の中年男がネコミミ少女を銃じゆうで撃うったとか、そのへん発言しても頭おかしいと思われるだけだろ？

　俺は強化された腕わん力りよくで左肩に乱不さん、右肩にジグちゃんを担かつぎ、やれやれ一仕事終えたと思いながら部屋をでる。そして乱不さんがついさっきまで吸っていた煙草たばこの匂においが、まだ残っている玄げん関かん先さきで空を見あげた。

　すっかり遅おそくなっちまったなぁ。帰ったら、まず宇宙木ちゃんに仕事が終わったって報告して、それから嫁ヨメさんにも電話して、ぜんぶ片付いたらビールでも飲んで寝ねよ。

「なんで……なんで……」

　ジグちゃんが、まだしつこく呪じゆ詛そを吐はいている。

「なんで──邪じや魔まするんですか、なんで、あたしの幸せを……邪魔するんですか。なんで、あのひとたち……逃がしちゃうんですか、あのひとたち……これから、あたしと同じモノになって……あたしみたいに、幸せになれて……それで」

「へ？」

　俺はすなおに、そんなジグちゃんに思ったままを問いかけた。

「ジグちゃん、自分が幸せだと思ってんの？」

　変な男に身体を弄られ、犯罪の片棒を担がされ、今、身体を銃じゆう弾だんで撃ち抜ぬかれているどん底の彼女は、すごく真しん剣けんな表情で応こたえた。

「もちろんです！　あたし、幸せです！　ずっと、幸せでした！　それなのにあなたが……あなたが、あたしの幸せの邪魔をして──」

「……あのさ、ジグちゃん」

　俺は、正義の味方じゃない。お説教は、したくない。疑問に思ったから、そのまんま尋たずねるだけだ。他人を救いたいとか、正義のためじゃなく、ほんとに興味本位で。

「ほんとうに、あの四人がジグちゃんと同じモノになることが、あの四人にとって幸せだと思うのか？　胸をはって、心の底から、それがあいつらの幸せだって断言できるのか？」

「…………」

「ジグちゃん、ほんとに幸せだった？」

　答えはない。苛いじめてるみたいな気持ちになって、嫌いやになり、あとは無言で俺はそのまま歩いていく。セーラー服の中年男が、顔を腫はらしたおっさんと血まみれの女の子を担かついで歩いてるんだ、騒さわぎになるかと思ったけど──けっこうみんな見て見ぬふりするね。

　治安が悪いっつうか、まぁ、それが当然なんだろうさ。

　この世に善よい行いなんかねぇ。他人の行動なんか、ぜんぶある意味じゃ迷めい惑わくで、その迷惑が自分にとって無視できないくらいに酷ひどい場合、それは悪い行いとして全力で潰つぶす。そういうもんでしょ？　みんなみんな、身に降る火の粉を払はらうだけで充分。

　俺は正義の味方じゃないから、世界を救えるとは思えない。

　だからこうして、身近にある悪行を潰して、毎日をほんのちょっとずつ快適にしていくだけ。恨まれることもあるし、部下には苛められるし、嫁ヨメさん怖こわいし、娘むすめには嫌きらわれてるけど、そんくらいの不幸はみんな抱かかえてるし、ほんとう、そう悪いことばかりでもないんだ。部下はたまには優やさしいし、嫁さんやっぱり大好きだし、娘は可か愛わいくて仕方ないし──。

　そんなかんじでけっこう幸せだから、やっぱり、俺はジグちゃんから幸せを買わない。自分が幸せだって思いこんで、思いこんで、なんとか踏ふんばっていただろうジグちゃんから、わざわざ売ってもらうほど幸せに不自由しちゃいない。

　三百円は、高た価かすぎる。
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　朝だろうが昼だろうが夜だろうが、いつでもざわざわとびみょうに騒がしい町だけれど、今日はまたいちだんと喧やかましいような気がする。

　私──宇宙木氷蜜はずっと見つめっぱなしだったパソコン画面から目を離はなし、ちょっと疲つかれて強こわばった目元をマッサージした。まったく、終業時間をすぎてまで、こうして勤勉に働いているんだから──この私が、勤勉に働いてあげてるんだから、泣いて感謝するべきよね、マイ上司は？

　窓のブラインドを上げ、珈琲コーヒーカップを片手になんとなく外を眺ながめる。

　何やらパトカーがうわんうわん走りまわっていて、嫌な予感がする。またぞろ何か間ま抜ぬけな失敗をして、警察に追われているんじゃないでしょうね──あの阿呆は。

　みたいなことを考えていると、部屋の電話が鳴る。うちの事務所は狭せまくて古くて汚きたなくて、もうちょい職場環かん境きようなんとかならないかと思うのだけど、こういう機械とかの類たぐいは最新型で性能がいい。家にもって帰っちゃおうかな。

　私はキャスターつきの椅い子すを転がして、電話の置いてある上司の机まで進む。こんな深夜にうちの事務所に電話をかけてくる相手なんか、ひとりしか思い浮うかばないけど。

　マイ上司、ちゃんと事件は解決できたのかな？

　あまり期待はせずに、ちゃっと受話器を拾って私は声をあげる。

「……もしもぉし。これは不幸の電話です。あなたは不幸になりました。残念」

『その声と無意味に気分が悪くなる発言内容は宇宙木ちゃんだな？　俺俺、上司さん』

　予想のとおり、電話をかけてきたのは私の頼たよりない上司だった。声が明るいから、たぶん事件は解決したのだと思うけど……。

「どうしたの？　事件、終わったのかな？」

『あぁ、いちおうな。怪造モンス学者テイスト爆川乱不は捕ほ獲かくして、なんか身体からだを弄いじくられてたらしいジグちゃんも怪け我がさせちゃったけど捕獲。でもね、なんか困ったことに警察に追いかけられてんの』

　……やっぱりこのパトカーのサイレンはこやつが原因か。

　頭痛を堪こらえながら、私は努めて冷静に問いかけてみる。

「なんでまた警察なんかに？　任務が終わったらセーラー服は脱ぬいでもいいのよ？　たしかにマイ上司の女装はひとつの犯罪だけれど──わいせつ物ぶつ陳ちん列れつ罪ざいというか、すでにもう殺人未み遂すいだけれど……」

『いやうん、服装もね、着き替がえる暇ヒマなかったからそのまんまだがよ……それよりもなぁ、警察が追いかけてくるのはたぶん俺が何発か銃を撃うったからで。いや、ジグちゃんを捕獲するためには発はつ砲ぽうが必要だったんだが、どうも銃声を誰だれかが聞いてたらしく、面おも白しろいくらいにパトカーが駆かけつけてきてなぁ』

「…………」

　……やれやれ。

　ほんとうに、けっこう深刻なことをさらりと言うわね、このボケ上司。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんと殺人未遂、傷害罪でだいぶ犯罪だけど、まぁ、このくらい……よくあることだし。

　私は溜ため息いきまじりに、この頼りない馬鹿に的確な助言をくれてあげる。私が補ほ佐さしてあげないと、間抜けなことばっかりするんだから──うちの上司は。

「とにかく、とっとと警察をまいてうちの事務所に帰ってきなさい。ここなら、なんとか匿かくまえるし──そのあいだに、警察とはいつものように穏おん便びんに取引して、今回もまたぜんぶ揉もみ消してもらいましょ。つうか警察も、うちらが関かかわるとぜんぶ無かったことになるのに、律りち儀ぎに毎回毎回追いかけてくれて立派よねぇ」

『それが連中のお仕事だからなぁ』

　マイ上司は感かん慨がい深そうに、たぶん走って逃にげてるのだろう、騒さわがしい町の喧けん噪そうや、大急ぎな足音や息づかい、鳴り響ひびくサイレンのなか小声で疲れたようにつぶやいた。

『みんなお仕事ご苦労様だなぁ』

「君もね、マイ上司」

　そして私もご苦労様だ。今日は泊とまりかもしれないなぁ……。

　溜息をついて、ふと思いだし、私はさきほど怪造学会のデータベースでいろいろと調べているうちに──見つけてしまったひとつの情報を教えておく。

「そうそう、そのジグちゃんって女の子だけど、もしまだ生きてるようだったらついでに事務所につれてきなさい。治ち療りようは病院に任せるより怪造モン生物スターでやったほうが早いし……それに、ジグちゃんて女の子、イツキ派のこともあるし──ほかにも、なかなか面白い宿命を背し負よってるみたいでね？……ちょっと、手元に置いておきたいのよ」

『おまえが面白いって言うほど不ふ吉きつなことはねぇな。まぁ……事務所へ逃げるなら、今ちょっとジグちゃんとついでに乱不さん、俺、担かついで逃げてるから──嫌いやでもそっちに運ぶことになると思うけどよ』

　すごく面めん倒どうそうな声と、口調。彼はいつでも迷めい惑わくそうに、それでも町の平和をほんのちょっとだけ守っている。世界を良くしているわけではない。せいぜい『悪いことを潰つぶしている』というくらいだ。プラスではなくマイナスをゼロにするだけの、地味で目立たない活かつ躍やくだけれど、うちの上司は褒ほめられるべきことをしている。

　だから私は、せめて私くらいは、性格的に似合わないけれど──ほんのちょっとは、そんな彼のことを労ねぎらってあげる。

「ご苦労様」

　電話を切り、ゆっくりと、私は窓から夜らしからぬ騒がしい町を眺める。

[image: ]

　この町は──治安が悪い。厄やつ介かい者ものが多すぎて、事件が毎日のように起きる。どこかで誰だれかが飽あきもせずに迷惑を振ふりまき、それに巻きこまれてまた何人もが不幸になっていく。

　それでも、うちの上司が間ま抜ぬけなりに──彼の周りだけは、ほんのちょっぴり安あん穏のんにしてくれるから、彼のそばにいる私は、その恩おん恵けいに与あずかって楽ができる。

「……うん、今日も平和」

　私は幸せな気持ちで、彼が飲みかけで置いたままの冷めた珈琲コーヒーを、口に含ふくんだ。

　さてと──あとほんのちょっとだけ、馬鹿な上司とお仕事だ♪





第一話・幸せ三百円〈了〉
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　美少女ぐるぐる緊きん縛ばく中。でもこの美少女、黙だまって縛しばられてくれるようなタマではなく、叫さけぶわ嚙かむわ暴れるわできちんと縛りあげるのに小一時間ほど費ついやすはめになった。

　やれやれだぜ。

「むがーっ！　人権の蹂じゆう躙りんです！　捕ほ虜りよへの不当な扱あつかいです！　児童の健全なる育成に真っ向から逆らうやつめ！　地じ獄ごくに堕おちるがいい！」

　真っ赤になって悪態をついているのはジグちゃん。血で染めたみたいな色の三つ編みが特とく徴ちよう的な、まだ幼さの抜けきらない元気で陽気な美少女である。ほんで、そんな可か愛わいらしい十代の女の子をガムテープとかで縛りあげてるのが俺こと空すかい井い滅めつ作さくだ。

　場所は俺の自宅の一室。時刻は晩飯時かなといったくらいの夕刻で、窓から差しこむ黄昏たそがれ色がどこか柔やわらかく心を和なごませる。ふぅ、今日も平和だ。

　俺は懐ふところから拳けん銃じゆうを取りだして、喚わめくジグちゃんの額にごっつんこ。

「はいごめん。はい黙れ。黙るか死ぬか選んでね」

「銃!?　銃ですか!?　大人が保護するべき愛らしいお子様によりにもよって銃器で脅きよう迫はくですか!?　人間の器うつわが知れますね！　この陰いん険けん！　サディスト！　ペドフィリアーっ！……!?　あれれ？　なんか思ったよりマジな表情!?　ちょっとオッサン待ってストップ銃は銃だからつまり銃で引き金をひいたら銃だから」

　ドキュン。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい謝りますからもう撃うたないでマジ撃たないで今の咄とつ嗟さに反応して顔動かさなかったら額に風穴あいてましたよ!?　額に穴があいててもあんまり良いいことないですよね!?」

「ポケットの代わりとかになるんじゃねぇの？」

　てきとうに応こたえつつ、俺は硝しよう煙えんをあげたままの銃をくるくる指先で回す。

「……あのね、ジグちゃん。こっちも命がかかってんの。おとなしくしてたら何もしないから、俺が良いというまでそのお口にチャックしといてくれるかな？」

「ばーかばーか死ねー死ねー自分の体たい臭しゆうで毒死しろー」

　ドキュン。

「了リヨ解ウカイデス喋シヤベリマセンカラ撃タナイデゴ主人様」

　誠意をもって説得したらジグちゃんもわかってくれましたとさ。

　さて。

　俺はジグちゃんを監かん禁きんいや軟なん禁きんいや保護している部屋から退室し、その扉をしっかり閉めて溜ため息いきをつく。これでひとまず最大の懸け念ねん事じ項こうだったジグちゃんについては大丈夫のはず。あとは時の運に全すべてを任せ、全身全ぜん霊れいをもって──。

　嫁ヨメさんと愛の語らいを！

　ピポパポピポピ。

　ジグちゃんがいる部屋の正面、ダイニングまで移動して食しよく卓たくの椅い子すに腰こしかける。嫁さんに怪あやしまれないよう呼吸を整えて、声の調子もいつもと変わらぬよう細心の注意をはらって、いざ電話！　ポチっとな！

「あ、もしもし天使ちゃん？　俺俺、君の愛する旦ダン那ナさんだよ？」

『もしもし』

　電話の向こうから届くのは、まさに天使のような美しく繊せん細さいな声。周囲を花畑にするみたいな、誰だれよりも優やさしく、何よりも透とう明めいな天上界から舞まいおりる声だ。

『いつもの時間に電話してくれたね。嬉うれしいな……』

　聞いているだけで表情が綻ほころぶ、柔らかな声こわ音ね。あぁ、良かった、今日は機き嫌げんがいいらしい……。けれど安心してはいけない。最後の最後のそのまた最後、電話を切るまさに瞬しゆん間かんまで、あらゆる事態を想定して警けい戒かいしていなくては……。

　うちの嫁さんは天使だ。

　けれど天使は嫉しつ妬と深い。

　俺とまったく無関係なところで『浮うわ気き』という単語を見ただけで錯さく乱らんするようなデンジャラスな嫁さんだ、ジグちゃんという十代前半の女の子を家につれこんだことを知られたら……こ……ころ………ころされる。絶対、確実に殺される。

　殺されるっていうのに。

「ニャー！　甘い！　甘い！　大甘の激甘、メガ甘ですニャー！」

「…………」

　へぇ甘いってそういう三段活用するんだぁとかそういうどうでもいい話題は置いといて──ネコミミにネコ尻尾しつぽ、肉球までつけちゃったジグちゃんが扉を突つき破ってすごい勢いで出てきやがった。

　わぁお。忘れてた。ジグちゃん変身できたんだったね。そして変身したジグちゃんの腕わん力りよくは噓うそかほんとうか常人の三百倍。ガムテープで縛られたくらいじゃ拘こう束そくにもならねぇか。

　あんまりな光景に認にん識しきが追いつかず、俺がそんな無む為いな思考をしていると。

『…………………ダーリン？』

　底冷えのするような地獄の悪あつ鬼きも真っ青な声でうちの嫁さんがつぶやいた。

『今……何か……あれ？……女の子の……声みたいな……』

　やばい。こりゃやばい。俺、今まさに生きるか死ぬかの崖がけっぷち！

　落ちつけ。冷静になれ空井滅作。ここで判断を間ま違ちがえることはすなわち死。けれどそんな死線など何度も乗りこえてきたじゃないか……！　感覚を研とぎ澄すますんだ！　打開策を、全てを解決する作戦を思いつくんだ！　まだぜんぶ終わったわけじゃねぇ！

「ニャー！　ニャニャーニャアー！　こらオッサン、無視してないであたしに八つ裂ざきにされるニャン！　ふふ……油断大敵、このジグちゃんが肉球パンチで」

　ドキュンドキュンドキュン。

「ギニャーッ!?　問答無用で撃ってくるニャーッ!?　助けて銃じゆう刀とう法ほう！　おまわりさーん!!」

　ドキュンドキュンドキュンドキュン。

　乱射しながら、とにかく俺は何事もなかったふうを装よそおって嫁さんに笑う。

「あ、もしもし天使ちゃん？　ごめんごめん……今ちょっとなぁ、近所の猫ねこが家に忍しのびこんできて悪戯いたずらしやがってなぁ？　まったくもう、困ったもんだぜ……なぁ？」

『ね、猫？　猫だったの？　なんか人間の言葉を喋ってたような……？』

　おぉ、嫁さん、半信半疑っぽいが、俺の咄嗟についた噓を信じてくれた……？　よし、このまま一気にたたみかけるんだ！　この調子で嫁さんを落ちつけさせつつ、速すみやかにジグちゃんを黙だまらせて──！

「…………？」

　あれ？　あれれ？　そのジグちゃんはどこいった？　嫁さんへの弁解に忙いそがしくて見失っちまった……。この家からは脱だつ出しゆつできねぇようにはしてるけど、どこにいるかわからないっつうのも困るんだが……。

「ニャー！」

　瞬間、周囲を見回していた俺の真上、どこからか跳ちよう躍やくしてきたジグちゃんが天てん井じようで三角跳とび、真っ逆さまに落ちてきて俺の顔面に取りついた！

「ふふ……ここまで接近していれば銃をもっていても条件は対等！　より強く！　より速いほうが勝負を制するニャン！　覚かく悟ごするニャーこの鬼き畜ちく外げ道どう！　おまえがジグちゃんにした数かぎりない悪行を悔くやみながら死ぬがいいニャー！　ニャハハハハハ！」

「…………」

『…………』

　勝ち誇ほこっているジグちゃんには悪いんだが、俺はそれどころじゃなかった。

　さすがにこの至近距きよ離りで、この大声で叫さけばれたら、さすがに電話の向こうにもジグちゃんの声が鮮せん明めいに届く。もはやごまかしはきかない。考えうるかぎり最悪の事態だった。

　けれどまぁ死にたくないんで、俺は最後の希望にすがって言葉を紡つむぐ。

「あの……天使ちゃん？　誤解だ。たぶん君は今とても哀かなしい誤解をしている。詳くわしい事情を語るには時間がかかるから──まずは俺と君のあいだにしっかり存在している大前提、ふたりの絆きずなを確かめあおうじゃないか……君が俺を疑うならば、あらためて言う必要すらないこの言葉を、今一度──君に言おう。それできっと、哀しい誤解は消えるはずだぜ……」

　俺は全ての想おもいを結集し、命をかけて真しん剣けんに宣言した。

「愛している」

『……あ、父さん？』

　俺の決死の告白に応こたえたのは、まだあどけない声の俺の愛まな娘むすめ、伊い依よりちゃんだった。伊依ちゃんは道みち端ばたの雑草相手でももう少し愛あい想そがあるぞという声で、平へい坦たんにつぶやく。

『何か知らないけど母さんなら大声で叫びながらどっか行っちゃったよ。たぶん父さんを殺して自分も死ぬつもりなんじゃないかなぁ？……べつにそれはどうでもいいんだけど、最後にひとつだけ言わせて？』

　ぽつりと、当たり前のように。

『せめて苦しんで死ね』

　がちゃりと電話が切れた。

　同時に部屋の壁かべを貫かん通つうし──たぶん狙そ撃げき銃じゆうから放たれた弾だん丸がんが俺のすぐそばを通過し床ゆかを抉えぐった。俺は素す早ばやく反応し、目を白黒させているジグちゃんを床に押し倒たおして叫ぶ。

「危ねぇ！　どっかから狙ねらわれている！　一いつ般ぱん家庭の壁材なんか銃弾が相手じゃ厚紙みてぇなもんだぞ！　ジグちゃん頭を低くして伏ふせてろよ！　うちの嫁ヨメさんが雇やとった狙撃手だ……下手に動けば位置をたちまち捕ほ捉そくされて頭をぶっ飛ばされちまう！」

「ニャーッ!?　嫁さん!?　嫁さんって言いました!?　なんなんですかその夫ふう婦ふ関係ーッ!?」

　俺に聞かれても困る。そういう嫁さんだし、そういう夫婦なんだよ。

　ジグちゃんを抱かかえてごろごろ床を転がり、死ぬ気で避ひ難なんしながらも──俺はちょっと哀しくなってきた。悪者から助けた女の子には命を狙われ、嫁さんには狙撃手を送りこまれ、娘には苦しんで死ねと言われちまう。俺の人生、愛が足りない……！
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「愛が足りないって？　でかい図ずう体たいして少女漫まん画がみたいなこと言わないでくれるかなキモいわよマイ上司。ていうか君の奥さんの場合は愛が足りないんじゃなくて愛が過か剰じようだから暴走するんでしょ。君のような無能な人間をそこまで愛してくれる誰だれかがいるなんて幸せなことなんだから、もっと喜べばいいのに……ぶはっ、あはっ、あははははっ」

　宇う宙つ木き氷ひ蜜みつという名前らしい人間の皮をかぶった悪あく魔まはそこで堪こらえきれないというように大笑いしました。ほんとうにおかしそうに、お腹なかを抱えて髪かみを振ふり乱し。

　こんな酷ひどい人間は正直この人生経験ほーふなジグちゃんも見たことありません。

　それがお嫁さんの差し向けた狙撃手を一晩中かけて倒し、命からがら事務所に逃にげこんできた上司と可か愛わいい女の子への対応でしょうか。両目に隈くまをつくり、息も絶え絶え、身体からだ中を汚よごして倒れこむように入室したあたしとオッサンは、そんな氷色の髪をした悪魔を恨うらめしげに睨にらみあげました。

「なんで笑う？　なんかおかしかったか宇宙木ちゃん？　あぁん？」

　あたしを荷物のようにそのへんのソファに放ほうり、自分はデスクに腰こしかけながらオッサンが不ふ機き嫌げんそうに尋たずねました。この空井滅作というオッサンもたいがい酷い人間ですが、それでも宇宙木ちゃんとやらよりは言葉がつうじるのでまだマシです。

　ところで、こうして当たり前のようにあたしがこの邪じや悪あくな人間ばかりが集つどっているかんじの事務所にいるのは、いろいろのっぴきならない事情があるからなんです。

　簡単に説明すると、この事務所は怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶという悪者を退治するお仕事をするひとたちの事務所で、あたしの保護者である爆はぜ川かわ乱らん不ぷさんがその悪者として先日、逮たい捕ほされてしまったわけですね。

　乱不さんの処しよ遇ぐうについてははっきりと教えてくれませんでしたが、あたしは巻きこまれただけの被ひ害がい者しやと判断されたらしく、こうして保護観察処分にされているわけです。つまり改心して二度と悪いことをしないとオッサンたちが太たい鼓こ判ばんを押してくれるまで、ここでオッサンたちの手伝いをしながらいっしょに暮らしていくというかんじ。逆らおうにも乱不さんが人ひと質じちにとられているし、このひとたち当たり前のように銃とか撃うってくるから今は我が慢まんの子なのです。

　状じよう況きよう説明終しゆう了りよう。渡わたる世間は鬼おにばかりです。

「なんで笑うかって？」

　顔立ちだけはとても綺き麗れいな宇宙木ちゃんは、自分のカップにだけ珈琲コーヒーを注ついで美お味いしそうに飲んでいます。このひとなんかいつも熱い飲み物を口にしてますね。なんででしょう。

　宇宙木ちゃんはにっこり微ほほ笑えみ、すごくふつうに首を傾かしげました。

「今さらそれを私に聞くの？」

「あぁ、あぁ、宇宙木ちゃんにとって他人の不幸は蜜の味だったな」

　もはや何もかも諦あきらめたように、オッサンがぼやいて机に片かた肘ひじをつきます。この事務所でいちばん偉えらいのはオッサンのはずなのに、どう見てもいちばん豪ごう華かなデスクに座ってるのは宇宙木ちゃんです。このひとたちの上下関係は謎なぞですね。

「宇宙木ちゃん、俺にも珈琲くれる？」

「どうして部下の私が上司の君に珈琲をいれてあげなくちゃいけないのかな？」

「？……？　ん？　なんかすごく不思議な発言を聞いた」

　目を白黒させつつも、オッサンは億おつ劫くうそうに立ちあがって宇宙木ちゃんの正面に置かれた珈琲ポットを手にとります。目線でおまえもいるかとオッサンが尋ねてきたので、あたしは頷うなずきます。もう、喉のどカラカラなんです。お腹なかもすきました……。

「さてと」

　みんなで珈琲を飲んで一息ついてから、おもむろに宇宙木ちゃんが宣言します。

「お疲つかれのところ悪いんだけれど、今日の仕事について説明させてもらうわね」

「えー……」

　オッサンが死ぬほど嫌な顔をしました。

「今日くらい休ませてくれよ……俺、ほとんど寝ねてもいねぇんだぞ？」

　がちゃりんこ。

「だから珈琲ポット投げんじゃねぇ！　当たったら死ぬっつってんだろ！　あぁもう……買い換かえたばっかりなのに早くも粉々になっちまったじゃねぇか！」

「ひとのせいにしないで！」

　宇宙木ちゃん怒ど鳴なりました！

「!?……!?　え!?」

「とにかく」

　オッサンが戸と惑まどっているうちに、宇宙木ちゃんは何事もなかったかのように話を進めてしまいます。

「疲れてるとか寝てないとかそういう社会人にあるまじき理由でのサボりは却きやつ下か。許しません。誰が許さないって？　私が許さない。私が許さないなら、つまり誰も逆らえない。……ここまでは良いいわね？」

「えぇと、あのう、さっきから宇宙木ちゃんが何言ってるかぜんぜんわからない」

　オッサンのぼやきは宇宙木ちゃんにナチュラルに無視されました。

「今回の任務は《忠宙ブラン虫キア》という放浪ワイルド怪造・モン生物スターを捕ほ獲かく、あるいは始末すること。よくある類たぐいのお仕事だけど……ただ、ちょっとだけ気をつけたほうがいいわね」

　肩かたをすくめて、彼女はなんでもないことのように告げてきます。

「この怪造モン生物スター、すでに人間を六人ほど殺してるから」
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　怪かい造ぞう学がくという学問がある。

　かぎりなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。その正体不明の異世界から怪造モン生物スターと呼ばれる生き物を召しよう喚かんし、研究し、虚界アンダカの全すべてを解かい析せきしようという変わり種の学問である。

　まぁいろいろ面めん倒どうなんで、怪造学について何も知らないやつに説明するとき俺は『ＲＰＧによくある召喚魔ま法ほうみたいなかんじ』ぐらいの解説をしている。呪じゆ文もんを唱え、異世界から化け物を呼び寄せるわけだからまぁ間ま違ちがっちゃいないんだが。

　けれど、この現実に存在する召喚魔法には、びっくりするほどファンタジーの欠片かけらもない。

　召喚される怪造モン生物スターはなまじっか便利な能力をもってるやつが多いから、それを利用しての窃せつ盗とうから殺人まで様々な犯罪が横行する。そりゃ人間、自分の命令に絶対服従な生き物がいたら好き放題にこき使うわなという話で、まぁとくに驚おどろくようなことじゃないんだが。

　そんな犯罪や、暴走し、制せい御ぎよ不能になった怪造モン生物スターなどを放置しておくわけにもいかず、怪造学を統とう轄かつする怪造学会という組織はひとつの専門機関を設置した。

　それが怪造学会執しつ行こう部ぶと呼ばれる武ぶ闘とう派はの存在であり、俺が所属しているのはその栄はえある第一班だ。いちおう俺、執行部長という執行部ではいちばんのお偉いさんなんだが、どうも人徳がないのか威い厳げんがないのか、あんまり誰も尊敬してくれない。

「こっち見たら死し刑けいだからね、マイ上司？」

　その尊敬が足りない部下の筆頭、ドＳといったら宇宙木ちゃん、宇宙木ちゃんといったらドＳというふうに広こう辞じ苑えんに載のりそうな例のひとが俺の後頭部に銃じゆう口こうを突つきつけ、壁かべに向かって立たせ、こっち見るというか動いたら殺すぞと言わんばかりにぐりぐりしてくる。

　えぇと、なんで俺がこんな戦時中に捕ほ虜りよになってこれから処しよ刑けいされるんですといわんばかりの可か哀わい想そうな状態なのかというと、俺の背後でジグちゃんがお着き替がえをしているからなんだ。べつに棒きれのようなジグちゃんの全ぜん裸らを見ても感じるものは何もねぇんだが、そういう問題ではないらしい。女の子って難しいね。

　銃口ぐりぐりされながらも、俺はただ立ってるのも退たい屈くつなんで、てきとうに尋たずねてみる。

「なぁ宇宙木ちゃん、その放浪ワイルド怪造・モン生物スターだけどよ──」

「あ！　ちょっとジグちゃん質問します！」

　もちろん背後だから見えないが、ジグちゃんが元気よく跳はねたような音が聞こえた。

「さっきから専門用語ばっかりで話が見えないんですが──そのわいるど？　わいるどもんすたーっていうのは何なんです？　それ、強い？」

　面おも白しろいくらい頭の悪い発言をすんなこの女の子は。ていうか、爆川乱不に怪造学の基き礎そ知識くらい教わってるのかと思ったら、どうもそのへんの情報は真っ白らしい。なんの疑いもなく乱不さんの道具として使われてたかんじだったから、仕方ないっちゃないが。

　俺は頭をぼりぼり搔かいて、なんか俺くらいになると当たり前になってて逆に説明が難しい怪造学の常識を語ってやる。

「あのな、異世界である虚界アンダカから召喚──怪造っつうんだが、怪造された怪造モン生物スターは怪造モンス学者テイストと《魔力》と呼ばれるエネルギーで繫つながっていてだな、怪造モンス学者テイストの意のまま思うがまま、操あやつり人形みたいに絶対服従させられるんだ」

「…………」

　ジグちゃんの反応が薄うすい。専門用語が多すぎたかな。あぁ、ちなみに怪造モンス学者テイストってのは俺たちみたいな怪造学の専門家に与あたえられる称しよう号ごうだが、ふつうに『怪造をするひと』っていうくらいの意味の代名詞として用いることも多い。

　ともあれ、俺はそのあたりの補足をしながらつづけてみる。

「だけどまぁ、たまに気位が高くて怪造モンス学者テイストに従わなかったり、事故で怪造モンス学者テイストが死んじまったとかで自由に動きまわるようになる怪造モン生物スターもいるんだな。そういう連中を放浪ワイルド怪造・モン生物スターって呼んで区別して、俺たち執行部は見つけしだい虚界アンダカに送りかえすか始末するってわけだ」

　そう、放浪ワイルド怪造・モン生物スターに関しては、怪造学会は神経質すぎるほどにその存在を許さない。

　徹てつ底てい的に駆く逐ちくして、この世界──現界カナイから追放し、また殺す。

　怪造学は秘密の学問。怪造モン生物スターも、一いつ般ぱん人じんの目に触ふれないようこの世界から遠ざけられている。俺はその理由をおぼろげながら理解しているが、まぁ、あの怪造学会の親玉が怖こわいんでジグちゃんには教えない。触さわらぬ神に祟たたりなしっていうもんな。

「なるほどなるほど」

　ジグちゃんの興味深そうな声で俺は無む為いな思考を中断する。

　何か格かく闘とうするような、着替えをしているとは思えない音をたてつつ、この小動物みたいな女の子は笑った。

「悪いひとだけじゃなく、そういう放浪ワイルド怪造・モン生物スターも退治するんですね……オッサンたちは。毎日毎日そんな殺さつ伐ばつとしたお仕事してたら──なるほど、性格も歪ゆがむわけで……ミギャ!?　宇宙木ちゃん三つ編み引っぱると痛いから痛いから痛いから!!」

「他ひ人と事ごとのように感心しているけれど」

　ジグちゃんをはんなり懲こらしめながら、宇宙木ちゃんが低い声でぼやく。

「今回の任務、ジグちゃんにも協力してもらうわよ？」

「「……へっ？」」

　俺とジグちゃんが同時に疑問の声をあげる。俺は思わず後ろを振ふり向きそうになって素す早ばやく反応した宇宙木ちゃんに銃を押しつけられつつ、弱々しく質問してみる。

「おいおい宇宙木ちゃん？　どういうこと？　聞いてねぇよ上司の俺は？　保護観察処分って名目でジグちゃんにうちの雑用係やってもらうっつうのはいいけど、さすがに任務そのものに協力してもらうのは危ねぇだろ？」

「反論は許してないわ、マイ上司。私の決定に従いなさい」

　ごりごり銃で頭ず蓋がい骨こつを圧おされる。おまえ本気で俺を上司と思ってねぇだろ。

「標的の《忠宙ブラン虫キア》は放浪ワイルド怪造・モン生物スターと認にん定ていされてから、わずか数日で六名の民間人を襲おそって殺しているわ。こうしている今にも新たな被ひ害がい者しやが生まれているかもしれない……事態は一刻を争うの──」

　かちりと撃げき鉄てつが引き起こされる音がする。

「急いで怪造モ生物探ン知機チは手配してるけど、いまだにあれは精度が今ひとつだし、探たん索さく型の怪造モン生物スターを怪造するのも時間がかかるし……だから手っ取り早く感覚の発達したジグちゃんを警察犬みたいに利用しようという私のナイス判断に泥どろつける気？」

「わかった。わかった文句ないから。おまえ最高だから。だから興奮すんな。銃をおろせ。後頭部に穴あけられたら俺ちょっと死んじゃうからね」

　丁てい寧ねいに説得したら宇宙木ちゃんは落ちついてくれて、それと同時にジグちゃんの着替えが終わったのかようやく俺は振りかえるのを許可された。

「ほんとはマイ上司に着させようと思っていた、こういう任務向きのパワードスーツなんだけどね……」

　言いながら肩かたをすくめ、そばに立つジグちゃんを眺ながめて彼女はつぶやく。

「話はわかった、ジグちゃん？　これから逃とう亡ぼう中の放浪ワイルド怪造・モン生物スター《忠宙ブラン虫キア》の追つい跡せきを手伝ってもらうから……マイ上司の言うことをちゃんと聞いて、勝手な行動はせず、自分の身の安全を守りながら、がんばって役目をこなしなさい。うまく働いたら私が頭撫なで撫でくらいしてあげる」

「待て。ちょっと待て。おい宇宙木ちゃん？　当たり前のように話を先に進めてるけどその前にちょっと俺から質問いいかな？　いや、前回のパワードスーツがセーラー服だったときから疑問だったんだが、このセンスは正直どうかと思うぞ……」

　中ちゆう途と半はん端ぱに世間知らずなのか、自分の着ちゃった服装の意味がわかっていないらしく、きょとんとしているジグちゃんを俺は指さしてみる。

「……なんでスクール水着なん？」
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《忠宙ブラン虫キア》。中級二位（上から五番目）に属する怪造モン生物スター。性格は穏おん和わで人間によく従う。簡易な人語も解するうえ、極きわめて協力的。外見は魚に似て魚に非あらず、本来はアメーバのような不定形生物らしいが詳くわしい生態は研究中。基本的に水中でしか生存できないが、短いあいだなら地上での活動も可能。生命力は高いがあまり積極的に戦闘は行わず、主人を守るためや捕ほ食しよくのためにのみ争う──。

「ふーん……」

　事前に宇宙木ちゃんがまとめてくれた今回の標的──《忠宙ブラン虫キア》の情報を反はん芻すうし、俺は首を傾かしげる。なんか人間を六人も殺す凶きよう悪あくな放浪ワイルド怪造・モン生物スターってかんじじゃねぇんだが。どういうことだろうね。いやまぁ相手は怪造モン生物スター、どいつもこいつも正体不明だし、この宇宙木ちゃんが調べてくれた情報もどこまで信用できるかわかんねぇけど。

　俺の職場である怪造学会執しつ行こう部ぶ事務所が位置する見み魔ま坂さか市内の、水というより汚お泥でいが流れている川の河か川せん敷しきをジグちゃんとふたりで歩く。朝っぱらからこんなどぶ臭くさい場所に用がある人間などほかにいるわけがなく、周囲には誰だれの気配もない。いいけど。今の俺たちは目撃されるとちょっと警察呼ばれそうなかんじだし。

　先行し、地面に四つん這ばいになって匂においを嗅かいでいるジグちゃん。彼女は身体からだにぴったりなスクール水着をまとっている。この服装にどんな意味があるのか俺にはわからん。宇宙木ちゃんが言うには水中戦に適したパワードスーツということだが何もこんなデザインじゃなくても。ジグちゃん嗅きゆう覚かくを高めるためネコミミに変身してるし、なんかもういろいろとヤベぇんだよ。

　誰にも目撃されませんように、とむしろ犯罪者みたいな気持ちで祈いのりつつ、いちおう周囲を警けい戒かいしながら歩く俺に──ジグちゃんが視線を向けてきた。

「オッサン、オッサン」

「いや前から気になってたんだけどオッサンて呼ぶなや。何気に傷つくだろうが。お兄さんと呼ばれるほど半人前じゃねぇが、オッサンと呼ばれると哀かなしいびみょうな俺のような年とし頃ごろの男の気持ちをわかれ」

　ニャー、とわかったようなわからないような曖あい昧まいな態度で首を傾げるジグちゃん。まぁこんくらいの子供から見れば一定以上の年ねん齢れいの男はみんなオッサンなのかもしれんが。

「よくわからんですがニャ……あの、ひとつ質問いいですかニャ？」

　しかし喋しやべりかた可か愛わいいなぁ。

　関係ないことを考えている俺を、ジグちゃんはじっと見つめてくる。

　誰にも馴なれない子こ猫ねこみたいな、野性の双そう眸ぼう。金色に輝かがやく瞳ひとみ。

「あの、オッサンは苛いじめられると嬉うれしいひとですかニャ？」

「殴なぐるぞおまえ」

　マジで何言いだすんだこいつ。

　むうっと眉まゆ根ねを寄せて、ジグちゃんは這い這いしながら首を傾げる。

「ニャ……何か変なこと言ったなら謝るニャ。あたし、ずっと乱不さんのことだけ見て、その命令だけ聞いて、生きてきたから……ふつうがよくわからんことがあるみたいニャン」

[image: ]

　あぁ──。

「人間って、ふつうはどうやって生きているニャ？　何が喜びで、哀しみニャ？　何が幸福で、何が苦しみニャ？　あたし、まだよく理解できないニャン……」

　こいつはこれまで怪造モン生物スターと同じだったんだ、と俺は思った。己おのれが幸福か不幸かも理解できず、わずかにすらない己の幸福を三百円で投げ売りしていた捨ジてヤらンれクたガ少ー女ル。

　彼女はこれまで怪造モン生物スターと同じだった。誰かの道具だった。奴ど隷れいだった。それを疑わず、誰かに従うことを己の幸福だと思っていた。そんな彼女から『ご主人様』を奪うばい、ふつうの人間の世界に放ほうりだしてしまったのは俺だった。

　ジグちゃんは無む垢くに、透とう明めいな疑問を口にしてくる。

「人間って、脅きよう迫はくでしか繫つながれないのかニャ？　少なくとも、あたしと乱不さんはそうだったニャ……あたしは乱不さんに捨てられたくない、だから乱不さんの役にたつ──それは契けい約やくで、やっぱり脅迫だったニャ。それはふつうではないのかニャ？」

　真っ直すぐに、彼女は俺を見つめてくる。見えないし、傷もつかないけれどたしかに刺ささる刃やいばのような視線で、あまり人間として上等でもない俺のことを。

「オッサンは、お嫁よめさんに殺されそうになってたニャ。お子さんに苦しんで死ねと言われてたニャ。部下の宇宙木ちゃんには苛められてたニャ。そうやって酷ひどい扱あつかいをされてるのに、痛いはずなのに、苦しいはずなのに、べつにそんなお嫁さんたちを恨うらんでるかんじはしなかったニャ。じゃあ苛められるのが嬉しいのかなって……それとも、やっぱり脅迫されてるのかニャン？」

「…………」

　べつにジグちゃんに嫌いや味みを言っている自覚はないだろうが、それはけっこう残ざん酷こくな発言だぜ。愛とか友情とか呼ばれる綺き麗れいっぽい繫がりは、たしかにひとつの脅迫めいたものではあるし、だからといってそれをあらためて言葉にして突つきつけられたくはないもんだ。

　ジグちゃんは、にっこり笑った。

「オッサンは、捨てられたくないのかニャ？　だから酷いことをされても、我が慢まんして幸せなふりをして、あのひとたちから離はなれないのかニャ？　だったらジグとおんなじニャン」

「…………」

　どうなんだろうね。

　人間は、強くねぇし。俺も、もちろん無敵の超ちよう人じんじゃねぇ。独りはつらいし、我慢してるところもあるよ。だけどなぁ。

「だったらさ、あたしも……その脅迫の仲間にいれて」

　ジグちゃんが甘えるように、まるで猫みたいに喉のどを鳴らした。

　肉にく食しよく獣じゆうの瞳で、俺を静かに魅み入いりつつ。

「あたし今飼い主がいなくて、とってもとっても不安なのニャン」

　俺は何も言えない。ジグちゃんの言葉を偉えらそうに否定できるほどの言葉を、自信を、俺はもっていない。俺も飼われてるんだろうか。あらゆる他人から。
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　標的である《忠宙ブラン虫キア》は比ひ較かく的てきに早く発見できた。

　ジグちゃんに導かれるまま河か川せん敷しきぞいにずっと歩いて、学校の校庭ほどの広さをしたダムみたいな吹ふき溜だまりに辿たどりつき、そこにわだかまった死し臭しゆうを嗅かいですぐにわかった。ここだ。ここにいる。

　相変わらず泥どろのような色と固体感をもつ川の最果て、故意にか偶ぐう然ぜんにかつくられた小池の前で俺とジグちゃんは警けい戒かいしながら立ち止まる。泥の腐ふ臭しゆうだけじゃねぇ、生き物の死んでいる臭においがする。こりゃ、宇宙木ちゃんの言葉じゃねぇが被ひ害がい者しやは六人どころじゃなくもっと増えてるかもしんねぇな。泥のなかに屍し体たいがどんどこ沈しずんでても驚おどろかねぇぞ、この気味の悪いくらいの悪臭──。

「オッサン、あそこ」

　二足歩行に戻もどって、ジグちゃんが怯おびえもせずに池の端はしっこを指さした。指っていうか、手て袋ぶくろみたいなもこもこ肉球パンチなんだが、まぁそんなかんじで。

　灰あ汁くのような色の飛沫しぶきをあげ、そこで魚の尾おっぽが跳はねた。

　あれが《忠宙ブラン虫キア》か。思ったよりでかい。四メートルはあるか？　尻尾しつぽだけしか見えなかったから全体像はわかんねぇけど……。

　俺は拳けん銃じゆうを取りだし、ついでに集中のため煙草たばこをくわえて火をつけながらぼやいた。

「ジグちゃん、《忠宙ブラン虫キア》は人語を解するらしいが、基本的に説得しようとは思うな。怪造モン生物スターとは言葉がつうじることがあっても、気持ちは絶対につうじない」

「…………？」

　俺の言葉に、ジグちゃんが怪け訝げんそうに目を細める。俺は苦く笑しようした。

「じきに理解できるようになる。あいつらは……名前のとおり化けモン物スターで、友達にはなれねぇし、たぶん──俺たちは、あいつらの飼い主にすらなれねぇんだよ」

「……どういうことですか」

　あ、今『ニャン』がつかなかった。もしかして自分で無理に言ってたのかあの『ニャン』は。何その無む駄だなこだわり。……関係ねぇか。

　紫し煙えんを吐はきだしながら、俺は煙草をくわえたまま肩かたをすくめる。

「言い直すか、俺たちはあいつらの『良いい飼い主』にはなれねぇ。ジグちゃんの言うとおり……あいつらと俺の関係は、それこそ契約で、脅迫なんだよ。いいか、ジグちゃん──命が惜おしいなら、あいつらと仲良くできるなんて思うな」

「…………？」

　ジグちゃんの頭を撫なで、俺はひとつの当たり前を口にする。

「ジグちゃん、人間はな……あらゆる意味で、人間としか仲良くできねぇんだよ。だからせめて、ジグちゃんは契約とか脅迫とか言わず、ふつうに誰だれかと仲良くすんだな。怪造モン生物スターになるこたぁねぇよ、うん」

　あぁ、似合わんこと言ってるな俺。やめやめ。うぅむ、この年ねん齢れいの女の子は娘むすめと同一視しちゃっていかんな。俺は娘に何もしてやれてねぇからなぁ、つっても、そのぶんよその女の子に優やさしくしてやってもしょうがねぇんだが。

「さて……まぁ、与よ太た話はともかく」

　だいぶ話が逸それちまったな。

「あの《忠宙ブラン虫キア》は──最悪、殺さなきゃいけねぇが……まぁ、面めん倒どうなんでてきとうに攻こう撃げきして弱らせることを第一の目的にするぞ。怪造モン生物スターは一定以上のダメージを負うと自分から虚界アンダカへ逃にげ帰るからな、無理に死なせることもあるめぇよ」

「はい、了りよう解かいですニャン」

　すなおなジグちゃん。殺すとか傷つけるということへの基本的な罪悪感はねぇのな。いろんな常識すっ飛ばしてマジで道具として育てたんだな乱不さんは。んー……、そういう情じよう緒ちよとか最低限の倫りん理り観とかは教えてやらんとなぁ。宇宙木ちゃんにはそういう方面の教育は期待できんから、消去法的に俺が。

　しかし子供の育成環かん境きようとしてこの血ち腥なまぐさい職場はどうなんだ。まぁ怪造モンス学者テイストに身体からだを弄いじくられちゃった時点でジグちゃんがふつうに育つのは無理なんだが、それでもちょっと可か哀わい想そうだな。俺と宇宙木ちゃんがお父さんお母さんの代わりだなんて、まさに最悪だ。

　やる気に腕うでを振ふり回しているジグちゃんを哀あわれに思いつつ、疲つかれてるし、眠ねむいし、ジグちゃんのことだけでも問題は山積みだから早くこの仕事は終わらせようと、俺はこちらに気づいていないのか優ゆう雅がに泳いでいる《忠宙ブラン虫キア》へ銃の狙ねらいをつけた。

「恨うらむなよ……」

　恨むなら、こんな異世界に喚よびだされちまった己おのれの不幸を恨んでくれ。

　そうして俺の銃から弾だん丸がんが吐きだされようとしたまさに瞬しゆん間かん。

「やめて！」

　背後から、甲かん高だかい悲鳴があがった。

　あん？

　思わず大口をあけて煙草をポロリ。間ま抜ぬけなかんじに振りかえった俺の視線の先、どう考えても見覚えのない、誰だかわからん女の子が走って近づいてきていた。

「やめてやめてやめて！」

　赤みがかった髪かみの毛をボブカットにした、かなり背の高い女の子だった。どっかの学校の制服を着ているからまだ『女の子』だとわかったが、背せ丈たけは俺より頭ひとつ低いくらいだし、この年とし頃ごろの娘さんにしてはかなりでかい。

　そんな彼女は片手に何かが詰つまったビニール袋ぶくろを揺ゆらしながら、猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてきてすごい当然のように俺にタックルをかましてきた。

「ジュンちゃんを苛いじめないで！」

　ジュンちゃん？　誰？……げふう!?

「ジュンちゃんは悪くないの！　ぜんぶあたしがいけないの！　だから苛めないで！　苛めないでよう！　なんでわかってあげないの!?　ジュンちゃんはこんなに優しいのに！　化け物だから殺すの!?　暴力反対！　この外げ道どうめ外道め外道め！」

　殴おう打だ殴打殴打。

　体重の乗った良いい拳こぶしが俺のあちこちにめりこむぞ。へへ……嬢じようちゃん良いパンチもってんじゃん、世界狙うかい。やべ。俺死ぬのかな。

「あぁっ!?　オッサンがなんか面おも白しろい状じよう況きように!?　あたし助けるべきかニャ!?」

　慌あわてたように目を白黒させているジグちゃん。いや助けてくれていいんだぜ。

「ジュンちゃん逃げて！　あたしが時間を稼かせぐからッ……！　このっこのッ!!」

　ぎりぎりぎりと良いかんじにヘッドロックを決められて俺は青あお息いき吐と息いき。なんだこの流れるような連続技わざは。やべ。やべ。マジ殺される。意識が遠ざかっていく。
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「……いきなり何しやがんだコラぁぁぁあああああ!?」

　さすがに温おん厚こうな俺もぶっつん理性を失って、ていうか本気で抵てい抗こうしなかったら死んだかもしれんので、全力で身をよじり、気管を絞しめてくる謎なぞの女の子を振り払はらった。

「きゃっ」

　悪あつ鬼きのごとく襲おそいかかってきたわりに呆あつ気けなく悲鳴をあげ、ごろんと地面を転がってパンチラしながらＭ字開かい脚きやく、それは狙ってやってるのかと尋たずねたくなるくらいサービス精神全開な姿勢になって女の子は目に涙なみだを浮うかべる。

「痛いよう」

「あー……」

　俺は眩まぶしい太ふと股ももなんかを見ないように気をつけつつ、なんとか立ちあがって顔をしかめる。えぇと、状況が理解できん。いったい誰だれなんだこやつは。

　肝かん心じんなときに助けてくれない役立たずなジグちゃんとふたり、転んだままの女の子をじっと凝ぎよう視しする。女の子はびくっとして、ようやくスカートを直したかと思ったら驚おどろくほど蒼そう白はくになった。

「殺すの!?　殺すのね!?」

「いやべつだん殺さんけど」

「じゃあ遠い国に売り払うのね!?　内臓とかを売り払うのね!?」

「…………」

「いやらしいことをしてから売り払うのね!?」

　あのう。誰か通訳してくれ。日本語がつうじないっぽい。

　俺はなんだか疲つかれながらも、怯おびえて硬こう直ちよくしている女の子を見下ろしてぼやく。

「えぇと、お嬢ちゃん……何も悪いこたぁしねぇから、まずは落ちついてくれ。このへんじゃ見ねぇ制服だが──おまえ誰だ？　どっからきた？」

「…………」

　尋ねると、しばし黙だまりこんでから、女の子は挑ちよう戦せん的にこちらを睨ねめあげてきた。

「あたしの名前は無む城じろ苛か鈴りんよ！　文句があるの!?　あたしの名前に文句があるのね！　名前が気にいらないからっていやらしいことをしてから殺すのね！　殺したあとは野の晒ざらしにして犬や鴉からすの餌エサにするんだ！　この外道！　サディスト！　ペドフィリアーっ！」

「…………」

　えぇと、なんだ、なんでこう被ひ害がい妄もう想そうが激しいんだ。あと俺はペドじゃねぇ。

　しかし無城？　無城っつったか？　よくある苗みよう字じっつうわけでもないが……まさかあの無城たぁ関係ねぇよな。手首を見るかぎり怪造に必要な《門ＧＡＴＥ》はつけてねぇし──怪造モンス学者テイストってわけでもなさそうだが。けっきょくこいつなんなんだ？

「ジュンちゃんは悪くないの……！」

　訳がわからなくて途と方ほうに暮れる俺の正面──苛鈴と名乗った少女は、聞いてもいないことを涙ぼろぼろ喋しやべりはじめる。

「ジュンちゃんはあたしのためにしているだけなの……！」

　えぇと？

「質問いい？」

　さっきから散見してる謎の名めい称しようが気になって俺は手を挙げて尋ねる。

「ジュンちゃんって誰？」

「あの子」

　わりとすなおに教えてくれた。苛鈴ちゃんの指先……そちらを振ふりかえると、なんかさっきより近い位置にいる気がする《忠宙ブラン虫キア》の尻尾しつぽが見えた。

　まさか……。

「ジュンちゃんってあれ？　あの不思議生物？」

「あの不思議生物よ！　文句があるの!?　文句があるからあたしにいやらしいこと──」

「えぇい、うるせぇ」

　いいかげん鬱うつ陶とうしいので銃じゆうを額にごりごりやって黙らせる。

「よぉし、あのな、オジさんは心が広いからとくに何もするつもりはないけど、ついうっかり指が震ふるえて銃の引き金をひいちゃう可能性もなきにしもあらずなんだな。怒いかりとか苛いら立だちとかで、つい指が震えちゃうことってあるよね。だから俺がちょこっと怒ったりするまえにすなおに質問に答えてくれるかな？」

「了リヨ解ウカイデス何デモ答エマスカラ撃ウタナイデゴ主人様」

　がくがく震える苛鈴ちゃん。よしよし。ていうかなんかデジャブをおぼえると思ったら、あれだ、今朝から俺はちょっと女の子を脅きよう迫はくしすぎだな。

　ジグちゃんの倫りん理り観がどうとか言えるほど俺も真っ当じゃねぇなぁと嘆たん息そくしつつ、俺はひとまずこの苛鈴ちゃんに事情を尋ねてみることにしたのだった。
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「最初は、ふつうのお魚だと思ったの……」

　苛鈴ちゃんは地面に正座して、銃をちらちら見ながら従順に語ってくれた。

　がっくりうなだれて、さっきまでの元気が噓うそのように消しよう沈ちんし。

「ほんの二、三日くらい前かな……学校の、部活動の試合でたまたまこの町にきて、このへんをジョギングしていたら──綺き麗れいな、虹にじ色いろの鱗うろこのお魚を見つけたの。それがジュンちゃん。あたし面おも白しろがって餌をあげて、それっきり忘れるつもりだったんだけど……」

　ぱしゃん、と水が跳はねる。苛鈴ちゃんはびくりと肩かたを震わせた。

「学校でね、事件があったの。あたしのこと、いつも大女って苛いじめる嫌いやなやつが、あたしの目の前で変な生き物に襲おそわれて……そのときは、必死で止めたんだけど、そのひと大おお怪け我がしちゃって……その変な生き物の色に見覚えがあったから、昨日、この池にきてみたのね──そしたら」

　地面に座りこんだまま、膝ひざを抱かかえて。蒼そう白はくになって。

「ジュンちゃんって名前をつけたそのお魚、信じられないくらい大きくなってて……たぶんふつうの生き物じゃなくて、でもそう、あたしを苛める嫌なやつを成敗してくれたから──ほんとうは優やさしいはずで、だからあたしが守ってあげなくちゃって……」

　なるほど。

　そこまで聞けりゃ充じゆう分ぶんだ。事情はだいぶ理解できた。苛鈴ちゃんとしちゃ捨て猫ねこに餌をあげたくらいの気持ちだったんだろうけど、餌をあげた相手が悪すぎた。

「苛鈴ちゃん、おまえのやったことは悪いこっちゃねぇよ」

　いちおうそう断ってから、俺は彼女が把は握あくしていないらしい事実を教えてやる。

「でも知ってるか？　その優しいジュンちゃんは今日までにもう六人も殺してる」

「え……？」

　目を見開き、信じられないという表情で首を傾かしげる苛鈴ちゃん。彼女のやったことは、ほんとうに悪いことじゃない。道みち端ばたの飢うえた生き物に餌エサをやるのは、優しさで、褒ほめられるべきことだ。だから苛鈴ちゃんは悪くない。けれど。

「この世に正義はねぇ。俺のこと、悪者だと罵ののしるならそうすりゃいい。俺はこれから苛鈴ちゃんが守りたかったジュンちゃんを始末する。なんでって、お仕事だから。人間に危害を加えるあぁいう生き物は、この世界にそのまま置いといてあげるわけにゃいかねぇんだ」

　下ろしていた銃をまた構え、俺は混乱している苛鈴ちゃんを見つめた。

「妨ぼう害がいしたきゃ好きなだけやれ。俺は俺のお仕事をさせてもらう」

「そんな……」

　苛鈴ちゃんはたぶん《忠宙ブラン虫キア》にやろうと思っていたんだろう、たくさんの食材が詰つまったビニール袋ぶくろをぎゅっと握にぎりしめる。

「な、何かの間ま違ちがいよ……。ジュンちゃんは──あたしを喜ばせようと思って、恩返しをしようと思って、だから悪くなくて、ほんとうは優しいはずだから……」

「…………」

　さて。怪造モン生物スターの気持ちなんか俺にはわからねぇし。《忠宙ブラン虫キア》が何を思って苛鈴ちゃんの憎にくい相手を襲ったのかは推測もできない。ただ、どんな理由があってもだ、人殺しは正当化するべきじゃねぇ。少なくとも、人殺しをする生き物を止めるのも俺のお仕事だから、それを精せい一いつ杯ぱいにやらせてもらう。

　相手が何であれ。ほんとうは優しくても。

　この町の平和を脅おびやかすなら、それは俺の敵だ。

「オッサン危ない！」

　突とつ然ぜんだった。不覚なことに、苛鈴ちゃんのお話に闘とう志しが鈍にぶったのかなんなのか、俺はその不意な出来事に咄とつ嗟さに反応ができなかった。

　ジグちゃんの警告に嫌な予感をおぼえ、視線を苛鈴ちゃんから池のほうへ向けると──さっきからそこで我関せずと泳いでいた虹色の尻尾しつぽがない。

《忠宙ブラン虫キア》が消えた!?

「…………!?」

　驚おどろき、周囲を見回す俺の全身に影かげがさす。同時に生ぬるい液体が滴したたり落ちてくる。

「オッサン上！　上！　なにボケっと突つっ立ってるニャー!?」

　俺のこと好きでもなんでもないだろうに、たぶん動物的な反射行動で、ジグちゃんが素す早ばやく大地を蹴けって俺の真上──飛沫しぶきをあげて襲いかかってきていた《忠宙ブラン虫キア》にむしゃぶりついた。

　金切り声。《忠宙ブラン虫キア》の悲鳴なのか。

　身体からだにジグちゃんの爪つめを食いこませ、《忠宙ブラン虫キア》は地面に叩たたきつけられる。

「ジュンちゃん!?」

「危ねぇ苛鈴ちゃん！　下がってろ！」

　前にでようとする苛鈴ちゃんを羽は交がい締じめにして、俺はその場から退たい避ひする。怪造モン生物スターとガチンコで殴なぐりあいするほど俺は命知らずじゃねぇし、ここで苛鈴ちゃんを巻きこんで死なせたりしたらかなり寝ね覚ざめが悪い。

「ニャーッ!?」

　そうして避難しているうちに、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたジグちゃんは素早く動いた《忠宙ブラン虫キア》に嚙かみつかれ、そのまま激しい勢いで水中に引きずりこまれる。汚きたない色の水柱があがり、ぶくぶくと泡あわを噴ふきながら、ふたつの異形は泥どろ沼ぬまのごとき貯水池のなかに見えなくなる。

「ジグちゃん!?」

　いかん。水中専用のパワードスーツがあるとはいえ、もともと水生生物じゃないジグちゃんはもちろん肺呼吸で、水中では長時間の戦闘なんか無理だ。満足に動くこともできねぇだろう。池のなかは《忠宙ブラン虫キア》の独どく壇だん場じようだ。勝ち目はない。けれど援えん護ごしようにも池は濁にごって視界が悪い。銃じゆう弾だんが間違ってジグちゃんに当たるかもしれねぇし……。

　ちっ、水辺からそれなりに距きよ離りをとってれば安全と思ってたが、あんな常識外れな跳ちよう躍やくしやがるとは……ああやって水辺から素早く跳とびだして、川沿いに歩いてる通行人を襲ってやがったな!?

「苛鈴ちゃん、そこ動くなよ！」

　戦闘そのものに免めん疫えきがないのか、青ざめて硬こう直ちよくしている苛鈴ちゃんに言いつけ、俺はぬかるみを蹴け散ちらかしてジグちゃんが引きずりこまれた位置まで走った。どうする。援護の怪造モン生物スターを怪造するには時間がなさすぎる。かといって俺が飛びこんでも自殺するようなもんだ、くそっ……やっぱりジグちゃんはつれてくるべきじゃなかった。殺されたらほんとうにあいつ不幸なまんま無意味に死んじまうよ……。

　波立つ水みな面も。水が音を吸収し、ほとんど無音。やはり濁った貯水池は何もかもが曖あい昧まいで、まったく様子がわからない。けれどたしかに俺は見たように思う。

　茶色い水中。そこに煌きらめく虹にじ色いろの鱗うろこ。大きくうねり、魚類特有のしなるような動きで泳ぐ《忠宙ブラン虫キア》は、まるで何かから逃にげているようにじたばたともがいていた。

　逃げている？　何から？

「────」

　再び、水柱。

　否いな──生ぬるく、独特の鉄てつ臭くささがあるその液体は……。

「きゃ、あ、あぁぁぁああああッ!?」

　苛鈴ちゃんがあまりにも凄せい惨さんな光景に悲鳴をあげている。俺もさすがに呆ぼう然ぜんとし、状じよう況きようが理解できずに立ちすくんでしまった。

　汚お濁だくしきった水面からぶちあがる、赤い、赤い液体。噓うそかと思うほどの量と勢いのそれは天高く噴き、雨となって俺や苛鈴ちゃんの全身を濡ぬらしていった。

　血。血だ。血の雨だ。

　血？　誰だれの血だ？　これは、いったい何の血だ？

「…………」

　シャワーのように降りそそぐ腥なまぐさい体液の豪ごう雨うのなか、俺は理解しがたいものを見た。決して素早くはない、むしろ緩かん慢まんな動きで──ずる、ずる、と身体を引きずるようにして川かわ縁べりに這はいあがってきたのは、全身をもろもろの液体で濡らしたジグちゃんだった。

　血で染めたようなその髪かみは現実の血よりもなお紅あかく、捕ほ食しよく中の肉にく食しよく獣じゆうめいた瞳ひとみは炯けい々けいと輝かがやいている。けれど表情だけは哀かなしそうに、彼女はぺろりと舌なめずりをした。

　その背後で、血につづいて何かの肉にく片へんがぼろぼろと池に落下し、大きく跳はねてからもはや意思もなく沈しずんでいった。あの真っ赤な肉の塊かたまりが何かは考えるまでもない。

「《忠宙ブラン虫キア》は人語を解する……オッサンそう言ってましたね？」

　ジグちゃんはぽたぽたと雫しずくを垂らしたまま、こちらに歩み寄り、俺の後ろで竦すくみあがっている苛鈴ちゃんへと近づいていった。一歩近づくごとに、苛鈴ちゃんは一歩下がる。距離は永遠に近づかず、やがて諦あきらめたようにジグちゃんは止まる。

　そして微ほほ笑えみ、どこか虚うつろな表情で──つぶやいた。

「驚おどろきました……喋しやべりましたよ、あの《忠宙ブラン虫キア》。ジュンちゃんっていうんでしたっけ？　あの子ね、最さい期ごになんて言ったと思います？」

　不思議そうに、ほんとうに意味がわからないというように、しきりに首を傾かしげつつ。

「『殺さなきゃ、殺さなきゃ、もっと人間を殺さなきゃ。人間を殺して肉団子にして、苛鈴ちゃんに届けなきゃ──あたしがあの子を育てるの！　あたしがあの子に餌をやって育てるの！　だってあたしはあの子の飼い主なんだから……！』」
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　誰が誰に飼われていたのでしょう？

　誰が誰の飼い主だったのでしょう？

「…………」

　なんとなく複雑というか、寂さびしいような虚むなしいような気持ちで、けれど自分ではそんなふうに心が乱れている理由がわからず、あたしは戸と惑まどいながらしきりに首を傾げていました。

　見魔坂の町の真ん中。怪造学会執しつ行こう部ぶ第一班事務所。備えつけの狭せま苦くるしいシャワー室で熱い飛沫しぶきを身に受けながら、あたしは自分の一糸もまとわない裸はだかに指を這わせます。

　湯気と石せつ鹼けんの泡あわで優やさしく隠かくされた、しかしたしかについ先日まで当たり前のように切り裂さかれていたこのお腹なか。その疵きず痕あと。肩かたから下腹部にまで達している奇き怪かいな紋もん様よう──刺青いれずみ。あたしは間ま違ちがいなく誰かの所有物で、道具で、この身体からだは好き放題に弄いじくられ異物を埋うめこまれ縫ぬいあわされ、誰かの都合のいいようにつくりかえられていました。

　それでもいいと思っていました。

　それでも幸福だと思っていました。

　誰かの優ゆう秀しゆうな道具であるかぎり、あたしはもう誰からも捨てられない。

　ざあざあ音をたてる人工の雨を浴び、あたしはぎゅっと目を瞑つぶります。

　──でも、たぶんもう、そんな甘えのような幸せは許されない。

　あたしの飼い主だった爆川乱不さんは悪者と判断され、あたしは自分の立ち位置も定まらないまま、いきなり雨のなかに放ほうりだされた捨て猫ねこみたいになってしまいました。

　あたしは、どうすればいいんでしょう。

　導いてくれるひとがいないと、堪たまらなく不安定で。

　依い存ぞんでもいい、隷れい属ぞくでもいい、誰かに飼われていたかったのに。

「…………」

　あたしは頷うなずき、シャワーを止めて脱だつ衣い所じよで水気を拭ぬぐい、タオルを身体に巻きつけて扉とびらを開きました。煙草たばこと珈琲コーヒーの匂においが満ちた、まだ馴な染じめない事務所。大きな机がひとつに、小さな机がみっつ。奥のソファには疲つかれきった様子で雑誌を顔に乗せ、ぐでっと寝ねているオッサン。

　あたしはそちらへ、無音で近づいていきます。ぞんざいに拭っただけなので、まだ水分が残っている濡ぬれた髪が重く、雫をいくつか床ゆかに落としました。

　宇宙木ちゃんは事後処理がどうとかで小一時間ほど外出しているようで、今この事務所にはあたしとオッサンしかいません。好都合だと思いました。

　大口をあけ、でっかい身体を間ま抜ぬけに伸のばしてごろ寝しているオッサン。その傍かたわらに立ち、あたしは目を細め、身体に巻いたタオルをそっと握にぎりしめます。

　自分が何をしようとしているか理解して、あたしは溜ため息いきをつきました。

「……オッサン」

　仕方ないんです。

　だって不安なんです。

　あたしは、誰かに飼われていないと、とてもとても不安なんです。

　肌はだを隠すその薄うす布ぬのを下ろそうとしたら、オッサンが不意に声をあげました。

「ジグちゃんよ……」

　昨日はほとんど徹てつ夜やでしたし、そのまま強行軍でお仕事までこなした後ですから、てっきり熟じゆく睡すいしているものと思っていて……あたしは驚いて目を見開きます。

　オッサンは雑誌で目め隠かくしをしたまま、どこか神しん妙みような口調でつぶやきました。

「ジグちゃんくらいの年ねん齢れいのお子様から見たら、俺ぐらいの大人はなんか足場が安定していてよ、頼たよりがいがあるように思えるのかもしんねぇが……大人っつってもよ、要するに年取っただけの子供でさ、子供が思ってるほどしっかりしてねぇの」
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　疲れたように溜息をつき、彼はソファの上で寝たまま脚あしを組みます。ぶらぶら揺ゆれるその爪つま先さきでスリッパが不安定にずり落ちそう。

「子供とちがって元気がねぇし、仕事もあるしでそうおおっぴらに悩なやんだり、泣いたり乱れたりしねぇんだが、それでも悩みがねぇわけじゃなく、人生初心者なのは子供とおんなじでさ、どんだけ偉えらそうな顔してても死んだことのあるやつぁいない。ぜんぶ悟さとって安定してるやつなんか一ひと握にぎりで、俺だって毎日毎日これでも不安定に思い煩わずらったりしてんだぜ」

　あたしの姿は見えていないでしょうに、その心まで見み透すかすように、この不思議なひとはぼやきます。

「だから、依存してくんな。寄りかかられても俺なんかいっしょに潰つぶれてやることしかできねぇぞ。そんなん、阿呆らしいだろうが。俺はおまえの飼い主にはなれない」

　その言葉が、呆あつ気けなくあたしの足場を脆もろく崩くずしてしまいます。

　そんなふうに否定して。

　そんなふうに拒きよ絶ぜつして。

　あなたも、あたしを捨てるんですか……？

　雨のなかの捨て猫は、独りじゃ生きられないというのに。

　優やさしくするようなふりをして。頭を撫なでて期待させて。

　それでもあなたは──あたしを飼ってはくれないんですか。

「《忠宙ブラン虫キア》と苛鈴ちゃんの関係を見たろ？」

　怯おびえ、震ふるえるあたしの気配を察したか、オッサンは少し声を優しくしました。

「あんな関係がいいのか？　あんな関係を望むのか？　互たがいに餌エサを与あたえて、互いに相手を飼っているつもりになって、互いに寄りかかって、そのくせ何もつうじていない……あんな関係、飼う飼われるの関係をジグちゃんが俺に望むなら、俺は御ご免めんだよ」

　そこでようやく雑誌をのけて、彼は裸はだか同然の姿で立つあたしを哀かなしそうに見つめてきました。

「ジグちゃんが俺に何をしてくれても、何を与えてくれても、それは独りよがりに餌をやって、相手に寄りかかる自分を正当化していた──あの《忠宙ブラン虫キア》や苛鈴ちゃんと変わらない。何かしてあげるから、捨てないでって、そんな依い存ぞんは受けいれられない」

　依存。依存──なのでしょうか。

　甘えて、寄りかかっては、迷めい惑わく……ですよね。

「捨てられたくないから、俺が、嫁ヨメさんや宇宙木ちゃんに酷ひどいことをされても我が慢まんしてるのかって……今朝、ジグちゃんはそう尋たずねてきたな？」

　もしかして、あたしが何気なく口にした問いを、これまで生き真ま面じ目めに考えて──悩んでいたのでしょうか。彼はわかりにくいなりに、どこか心に届く返答をくれました。

「ずっと考えてたんだが──やっぱり、それは違ちげぇよ。拾われて……背負われてもいねぇのに、捨てるも捨てないもあるか。いっしょに肩かたを寄せあってよ、面めん倒どうくせぇ世界をえっちらおっちら歩いてる相棒がよ、ちょいと足を踏ふんづけたからっていちいち怒おこってもしょうがねぇだろ。……俺の言ってる意味わかるか？」

　誰だれかに完全に依存して、背負ってもらうのは、甘えで、このひとはそれを許さない。

　それは、一見──なんとも冷たい、酷い態度にも思えますけど。

　このひとは、たぶん、知っているだけ。全体重を預けられても、自分はその重みに耐たえられず、いっしょに潰れてしまうだけだと。

　なんて情けない、正直なひと。弱い、頼りないひと。

　それでも、このひとは、たぶん自分ひとりで歩くだけで精せい一いつ杯ぱいだろうに。

　肩を貸して、互いに寄り添そって、いっしょに歩くことまでは拒絶しないんです。足を踏んでも、頭がぶつかっても、笑って許してしまえるんです。

　それは強さで、たぶん、優しさで──あたしの知らなかった、ひとつの新しん鮮せんな関係でした。依存ではなく、協力。重荷ではなく、相棒。

「そういう関係なら、俺は歓かん迎げいするからよ」

　自分で歩きなジグちゃん──と、この優しくないひとはつぶやきました。

　雨のなかの捨て猫ねこは、それを聞いて、なんて意地悪なんだと思いましたが。

　それでも、その男のひとの後ろを必死についていけば……。

　少なくとも、冷たい雨あま粒つぶは彼がそのでかい図ずう体たいで防いでくれるのでした。

　ならば、あたしは、精一杯に──歩いて、歩いて。

　ついていきますよ、この野や郎ろう。
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　がんばって調べ物をして、報告書をまとめて怪造学会本部へ届けて、買い物までしてこの私が甲か斐い甲が斐いしく働いてきたというのに、事務所へ帰ったらマイ上司がジグちゃんを泣かせていた。

　薄うす暗ぐらい室内の端はしっこ、裸にタオルを巻きつけたままで子供みたいにみゃあみゃあ泣いているジグちゃん。その横で困ったようにおろおろしているうちの馬鹿上司。どういう状じよう況きようなのかは知らない。けれどまぁ、なんとなく理解はできた。

　よいしょ、と私は懐ふところから拳けん銃じゆうを取りだしてみる。

　マイ上司が気づいてすごく慌あわてた。

「待て待て待て宇宙木ちゃん！　おまえは何かを誤解している！　誤解だ！　わかるよな？　俺を信しん頼らいしてくれるよな！　俺は決してか弱い女の子を泣かせるような真ま似ねはしない良心的な上司だものな！」

「……それでほかに言い残すことは？」

　オーマイゴッド、今日までこいつを生かしておいたのは私の失敗だったわ。

「あ、う、ま──待ってください宇宙木ちゃん！」

　ジグちゃんがタオルを押さえたまま片手を広げ、うちの上司を身体からだでかばう。どいてジグちゃん、そいつ殺せない。

「ちがうんです！　オッサンは悪くないんです！」

「……ふぅん」

　ま、いいけどねべつに。うちの上司は軽けい薄はくでときに犯罪をへいきでやっちゃうけど、こんな娘むすめさんに乱暴するところまで堕だ落らくしたとは私も思わない。今のは、ちょっとした脅おどしだ。実際に乱暴してたなら蜂はちの巣にするけど、何かがあったなら雰ふん囲い気きでわかるし。

　たぶん、ジグちゃんに、うちの上司が慣れないお説教でもして……泣かせちゃったんでしょ。昔、私もここにきたときは同じように泣かされたし。

　あぁ……嫌いやなことを思いだしてしまった。

「とにかく、夏とはいえそんな格好じゃ冷えるわよ。脱だつ衣い所じよのクローゼットに私の服があるから着き替がえてきなさいな。サイズが合わないかもしれないけど、マイ上司の服よりはマシでしょ？　伸しん縮しゆく自在のパワードスーツならメイド服から何からいろいろ揃そろってるけど、日常的にコスプレさせてたらありがたみもないし」

「まだあるのかあの変態的なパワードスーツ……」

　うちの上司が嫌な顔をする。試作品だから安く仕入れられるのよあれは。同じ性能なら安いほうがいいでしょ。私が着るわけでもないし。

　ま、そんな関係ないことは置いといて。

　脱衣所に着替えにいったジグちゃんを見送って、私はいちばん上等なデスクの椅い子すに腰こしをおろす。中身が詰つまったコンビニのレジ袋ぶくろをどさりと置きつつ。

　眠ねむいのか、ソファでぐだぐだしているマイ上司が目ざとくそれを指さしてきた。

「おい宇宙木ちゃん、その袋なんだ？」

「お菓か子しとか飲み物とか」

「？」

「ほらジグちゃん、うちの事務所のお手伝いにくるの今日が初めてでしょ。これから末永くお仲間としてやっていくんだから、いわゆるひとつの歓かん迎げい会かいをしようかなって。……何よ、その顔は」

　うちの上司が見たことのない奇き抜ばつな表情でこちらを凝ぎよう視ししていた。そして彼は電でん撃げきでも食くらったように引きつると恐おそる恐る懐に手を伸のばす。もちろんそこには拳銃。

「て、てめぇ……そんな優やさしいことを言うとはさては宇宙木ちゃんじゃねぇな！　本物の宇宙木ちゃんをどこへやった!?　俺たちの残ざん虐ぎやくな宇宙木ちゃんを返せ！」

「爪つま先さきから順番に骨折られたいの？」

　こやつは私をなんだと思ってるのか。

　みたいな無む為いな会話をつづけていると、さっそく着替え終えたらしいジグちゃんが元気よく脱衣所から飛びだしてきた。もはや表情に涙なみだのあとはない。強い子だ、と私は思う。

　私はこの血の色の髪かみをした女の子について、たぶんうちの上司よりも、いいえジグちゃん本人よりも多くの情報を調べて知っている。

　今回の標的だった《忠宙ブラン虫キア》にしても、偶ぐう然ぜんに現れたんじゃないようだし。ジグちゃんに、まるで引き寄せられるように様々な事件がこれから先も、起きる気がする。今日のは、その前まえ触ぶれにすぎないような──。

　捨ジてヤらンれクたガ少ー女ルのジグ。

　生みの親に捨てられて、狂くるった研究機関から逃にげだし、育ての親と引き離はなされ、捨てられて捨てられて捨てられて、迷い歩く数すう奇きな運命のなかにいる女の子。

　ジグちゃんの身体に宿った他者の妄もう念ねんは、陰いん謀ぼうは、彼女が思っているよりも重い。

　本人も薄うす々うすながらそれに気づいているだろうに、彼女は笑えている。ならば壊こわれずに、道なかばで倒たおれずに、彼女はそのまま強く前向きに成長していくだろう。

　もちろんその道行きを邪じや魔まする悪者たちが、嫌でも湧わいてくるんだろうけど。

　たぶんうちのお節せつ介かいな上司がそれを助けるから、私も部下としてそれに協力しよう。

　忙いそがしくなりそうね……まったく。

「おぉい宇宙木ちゃん、そんなところで仏頂面づらしてねぇで近ちこう寄れ、近う寄れ」

　備えつけの冷蔵庫からさっそくビールを取りだし、かっぱかっぱ飲んでいる上司に手招きをされてしまう。私は嘆たん息そくし、レジ袋を抱かかえてそのそばまで歩いた。ソファの右みぎ端はしに座る。左端にはもう酔よったのか赤ら顔のマイ上司。

「…………」

　正面に立ち、戸と惑まどうように足あし踏ぶみし、捨てられた猫ねこみたいにこちらを見ているのはジグちゃん。私は微ほほ笑えみ、上司を真ま似ねてそんな彼女に手招きしてみる。

「いらっしゃい」

　呼ぶと、小動物の動きでとことこ歩いてきて、ジグちゃんは私と上司の真ん中に腰かけた。そしてやっぱり不安そうに、こちらのことを見あげてくる。

　怯おびえなくても大丈夫。

　捨てないわよ、うちの上司は。

　自分から歩くのをやめないかぎり、このひとだけは助けてくれるわ。

「……へへ」

　ジグちゃんは笑って、甘えるようにうちの上司と、よりにもよって私の腕うでを摑つかんでぎゅっと抱だきよせてきた。彼女は背が小さいから、引き寄せられた私と上司の顔がジグちゃんの真上でごっつんとぶつかる。痛い。

　呆あきれつつ、頰ほおずりしてくるジグちゃんに、私もどうかしている、無理に拒きよ絶ぜつせずにそのままでいてあげた。勘かん違ちがいしないでよね。無理に動いて遠ざかったら、ジグちゃんが哀かなしむからなんだからね。私と密着できることを喜びなさいよね、マイ上司。

　そんな気持ちをこめて彼を見つめると、なんか上じよう機き嫌げんそうに笑われた。

「なぁ宇宙木ちゃん、こうしてるとさ……」

　どきりとする──たぶん初めての至近距きよ離り。

「俺たち、夫ふう婦ふみてぇだな」

　君はたまにとても残ざん酷こくなことを言うわね、マイ上司？

　まぁ、いいか。

　たまにはね。調子に乗らせておこう。

　べつに、こういうのは、嫌きらいじゃないし。

　うん。

　今日も平和♪





第二話・あたしの飼い主〈了〉
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　天使は複眼で人ひ類とを見守る。

　訳のわからない一節が頭をよぎったので、私──宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは頭を数度、叩たたいてみた。脳に刺し激げきがいって記き憶おくが零こぼれてきたらよかったのだが、いまいち思いだせない。

　仏教における千手観音に代表される異形の神仏は、何も好きこのんでそのような奇き態たいな外見をしているわけではない。より多き腕うでは人々を助けるため。より大きい耳は人々の嘆なげきを聞きとるため。より巨きよ大だいな背せ丈たけは人々の生きる世界を支えるため。

　ならば恋こいの懸かけ橋となるために。

　よりたくさんの恋人たちの、あるいは片かた想おもいの少年少女の姿を見つけだすために。

　愛の天使は複眼を有するはず。

　文章である。

　言げん文ぶん一いつ致ちが常識となった現代の世の中とはいえ、いわゆる書き言葉と喋しやべり言葉の間にはいまだ隔へだたりがある。

　私の脳内に不意に再生されたそれらの言葉は、だからたぶん会話ではなく文章だ。

　何だったかこの文章は。

　小説か。詩か。はたまた漫まん画がか。

　つくりもの。ならば映画やＴＶ、演劇か。

　それにしては垢あか抜ぬけない。

　何だか嫌いやな気持ちもする。

　あぁ私はその文章が嫌きらいだったのだ。

　理由も経緯いきさつも思いだせないけれど、なんとなくそう確信できた。

「天使は複眼で人類を見守る」

　声にだしてその文章を読んでみた。

　うまく馴な染じまない。違い和わ感かんがある。まるで私そのもののように。

　周りを見回す。

　何もない部屋だ。

　たぶんふだんの私を知るものには意外だろうが、私はあまり飾かざりたてるのが好きではない。獣けもののように在りたい。壁かべ紙がみも貼はられていない部屋は灰色で、私の嫌うべき寒気を回かい避ひするための防寒着や暖だん房ぼう器具が、あちこちに散らばっている。

　窓は閉めきっていた。今の季節は風が冷たい。

　私の仕事は決して収入が多いわけではないし、寝ねるだけの部屋に様式美は必要ない。誰だれを招く予定があるでもなし、どうせほとんど事務所に泊とまりでここには帰らない。

　これだけはお金をかけて豪ごう華かにした寝しん台だいで、腰こしかけたまま、私は故郷から届いた手紙を読んでいた。縁えんは切ったつもりなのに、定期的に顔色を窺うかがいにくる。

　吐はき気がする。

　意い気く地じなしどもめ。

　滅ほろんでしまえばいいのに。

　手紙を破り捨てた。

　その感かん触しよくに想起され、さきほどの文章について鮮せん明めいに思いだした。

　びりびりびりびり。

　紙といっしょに飛び散っていった活字の群れ。

　平仮名も片仮名も漢字も、細切れになって等しく『無意味』になった。

　その鬱うつ陶とうしい記憶を破り捨てたいと思ったが、記憶は手紙のようにいかないものだ。




　　　[image: ]




「今回の事件はちと特とく殊しゆでな、いつものように大暴れしてはい解決、っていうわけにはいかねぇ。場所が何とびっくり聖なんとか……えぇっと、そう聖マーガレット学園とかいうミッション系のお嬢じようさま学校なんだな」

　その日、俺──空すかい井い滅めつ作さくは眠ねむ気けを嚙かみ殺しながら、勤務先である怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶ第一班事務所へと歩いていた。昨夜は遅おそくまでご機き嫌げん斜ななめの嫁ヨメさんを電話でなだめていたので、おおむね寝不足である。

　けれどまぁそんな俺の私事とは無関係に事件は起こり、その解決がお偉えらいさんから命じられる。いつ家に帰ってんのか不明な宇宙木ちゃんから深夜にＦＡＸでその内容が届けられたので、億おつ劫くうながらもこうして出勤しながら目をとおしているわけだ。いや正直ゆっくり何もせず歩きたいんだが、内容を確かく認にんしてなかったら宇宙木ちゃんに怒おこられるし。

「ミッション系？　ミッションということは、インポッシブルな任務を達成するための兵隊を育てているとか──そういうことですね！」

　血色の三つ編みを揺ゆらし、うちの居い候そうろう兼けん、執行部の小間使いにして保護対象たるジグちゃんが何も考えてなさそうな発言をする。

「あぁまぁ、ざっくばらんに言うと宗教系の学校だな」

　てきとうに流しながら、俺は欠伸あくびを漏らす。

　いちいちジグちゃんのボケに付きあっていたら日が暮れる。

「今どきかたちだけの学校も珍めずらしくねぇってのに、わりと真ま面じ目めっつうか厳げん粛しゆくっぽいな。同じ町内にあるわりに縁がなくて詳くわしくねぇけど──ふぅん、女子校かぁ」

　これまた古風なことで。

　眠気で横よこ滑すべりしていく活字を意志のちからで押さえつけ、咀そ嚼しやくし、いつもわかりにくい怪造学会からの指令を読みこんでいく。

「内容もこれまたリリカルというか何というか──あぁん？　何だこりゃ？　マジかよ？　恋れん愛あいを叶かなえてくれる愛の天使？　その石像を正体不明の怪かい盗とうが狙ねらっている？」

「何の漫画ですか？」

「いや現実みたい。しかし怪盗なぁ──」

　興きよう味み津しん々しんなジグちゃんと、対照的にげんなりした俺。

「あぁ、やっぱりこいつか。まぁ怪盗なんて変態的な生き物がうようよいても嫌だが、やだなぁ──こいつ、苦手なんだよなぁ」

「こいつってどいつです？」

　もう辛しん抱ぼう堪たまらない、とばかりに覗のぞきこんでくるジグちゃんに、やばいっぽいところは手で隠かくしつつ資料を見せてやった。まぁいちおううちの手伝いをしているとはいえ、彼女には見せられない情報もあるのだった。

　とりあえず問題の〝怪盗〟とやらの写真のみ。

　怪あやしげなその肩かた書がきとは裏腹に、真正面からの写真があるのがこいつらしいというか。もうちょっと隠れ潜ひそんで、恥はずかしそうに生きてほしい。

　そこには白いマントにシルクハット、手には真しん紅くの薔ば薇らを抱だいた良いい歳としをしたおっさんの姿が写っている。もうちょい真っ当な格好をすれば映画俳優みたいな渋しぶい人物だろうに、格好も言動もおかしいのでふつうに変態である。

「名前は魑ち魅み寺でら白はく幽ゆう斎さい。本名かどうかは知らねぇけど。いわゆる──そうだなぁ、怪造学専門の泥どろ棒ぼうってところだ」

「酔すい狂きようなひともいるものですねぇ」

　呆あきれたようなジグちゃん。まぁおおむね同意である。

　泥棒なんて迷めい惑わくな生き物は、俺としても叩たたきつぶしてやりたいところなのだが──。

「無論、うちの縄なわ張ばりでこいつが仕事しやがったことも何度かある。そのたびに追いかけてるんだが、どうにも捕つかまえられなくてなぁ」

「陰いん険けんで容よう赦しやないオッサンたちが捕ほ獲かくできないとは、なかなかの強つわ者ものですね！」

　何やら含ふくむものを感じたぞ、ジグちゃん。

　俺たちは公明正大で誠実な町の治安を守る素す敵てきな集団だよ？

「まぁこの魑魅寺、人間的にはあれだけど怪かい造ぞうの腕うで前まえは超ちよう一流だからなぁ」

「このひとも怪造できるんですか？」

「怪造できなきゃ怪造学関連のもん盗ぬすんでもしょうがないだろ。《門ＧＡＴＥ》とか一部の呪じゆ具ぐや怪造モン生物スターは一いつ般ぱん市場、というかもちろん密輸なんだが、いわゆる一般人にも高値で取り引きされることはあるんだが──怪造学の知識がなきゃ扱あつかいは難しいしな」

　けれど、この怪盗がそれらを転売してボロ儲もうけしたという話は聞かない。

　個人的な蒐しゆう集しゆうをしている印象が強いのだ。

　泥棒は泥棒だけどな。

「でもまぁ、そろそろこいつにも年ねん貢ぐの納め時になってもらわんとなぁ──いいかげん相手にするのも面めん倒どうだし。しかし場所が女子校となるとなぁ」

「女子校だと何かまずいんですか？」

　律りち儀ぎに俺のぼやきに反応してくれるジグちゃん。

　先日、ほぼ済なし崩くずし的に事件に協力してくれてから、彼女には俺たちの仲間であるという自覚が芽生えつつあるらしい。わりと仕事内容に興味を示してくる。

　それが良い変化なのか何なのか、俺には判断ができない。

　あんまり危険なことはしないでほしいんだがな。

　思いつつ、俺も殊しゆ勝しようなジグちゃんの態度に導かれ、やや正直に語ってみた。

「あぁ、非常にまずい。今回は暴れている怪造モン生物スターを退治するとか、危ない怪造モンス学者テイストを捕獲するとか、現在進行形でなんとかするべき災さい禍かや悪党がいるわけじゃない」

「怪盗さんは？」

「あいつは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだし、まず発見するところから始めなきゃいけない。それに基本、暴力を好まないやつだからな、慌あわてて叩きつぶす必要もない。最悪、怪盗は放ほうっておいてもいいくらいだ」

　これは本心である。

　怪盗を捕獲せよという命令はない。あくまで俺たちがやるべきことは事件の解決だ。まぁ邪じや魔まになるようだったら殴なぐってもいいのだが、できればあれとは闘やりたくない。

　いろんな意味で厄やつ介かいなやつなんだってば。

　頭を切りかえ、ちんぷんかんぷん、というかんじのジグちゃんに説明してやる。

「今回の事件は、何か怪造学に関かかわる犯罪が行われている可能性があるから調査し、その原因をつきとめて解決せよ、って具合のもんだ。まず名めい探たん偵ていよろしく地道に調べるところから始めなきゃいけねぇんだよ───」

　こういう仕事はむしろ珍めずらしい。

　ふだんなら、下調べなどは怪造学会の別の部署が行ってくれるからだ。今回はどうもそれが間にあわなかったらしい。あるいは俺たちならすぐに解決してくれるだろうって思われて調査をなおざりにされたのか。勤勉なのも考えものだな。

「とにかく、何よりもまず今回は場所が悪い。女子校だもんよ。場合によっちゃ真相を摑つかむまでに時間がかかるから、どうしても潜せん入にゆうして長期的な視点で調べなくちゃいけないんだがよ──俺はほら、女子校とはもっとも相あい容いれない生き物だから」

「あぁオッサンが女子校にいると目立つでしょうねぇ」

　うん我ながらあれだけど、兎うさぎの群れに熊くまを放りこむようなもんだと思うんだよ。目立って良いいことはない。犯人がいるなら警けい戒かいして当然、逃にげるか隠れるかしちまうだろうし。

　教師として潜もぐりこむって手もあるんだが、俺は誰だれかにものを教えられるほど勉強してなかったからなぁ。すぐにボロがでるだろう。教師って面つらじゃねぇし。

「どうせなら堂々と『怪造学会のものだ！　悪党出てきやがれ！』って正面からいけばいいのではないですか？」

「俺が犯人ならそれ絶対に逃げるぞ。殴りこみかと思われて逆に通報されそうだしよ。うちんとこは警察とちがって意外と権力ないからあんまり無茶はできないの。あくまで、こっそり調査。ひそかに解決」

「地味ですねぇ」

　うるさい。文句なら偉えらいひとに言えよ。俺ら末まつ端たんにできることは与あたえられた条件下で最良の結果をだすことだけなんだよ。

「まぁ、いちおうあれこれ考えてはいるけどな──お、届いてる」

　事務所に到とう着ちやく。

　郵便受けを覗のぞきこみ、俺はそこに投とう函かんされていた一ひと抱かかえもある荷物を拾いあげた。見た目のわりに重量はない。片手で持ち運びできる。

　ジグちゃんがやっぱり興味を示して、尻尾しつぽを振ふりそうな勢いで尋たずねてきた。

「オッサンオッサン、何ですかそれ？」

「秘密ぅ。まぁ、あとのお楽しみってことにしとけ」

　自然と浮うかんだ笑えみのまま、ふたり並んで扉とびらを開いた。

「あらお早はよう」

　そこには常に俺より早く出勤している俺の部下──宇宙木氷蜜が座っていた。相変わらず事務所でいちばん良い座席に腰こしかけ、湯気のあがる珈琲コーヒーを飲んでいる。何やら不ふ機き嫌げんそうだが触さわらぬ神に祟たたりなし。俺は挨あい拶さつもそこそこに自分の席へ向かった。

「宇宙木ちゃんお早うーっ」

　ジグちゃんが元気よく挨拶して、最近つくってやった彼女の席に嬉うれしそうに腰かけた。まだほとんど何も置かれていないが、まぁ覚えておいて損はないだろうと怪造学の教科書みたいな本とかを何冊か読ませている。彼女、本は嫌きらいみたいであまり進んでないようだが。まぁ、ぼちぼちやればいいさ。

「それで今日の事件のことだけど」

　窓から差しこむ日差しを浴びて、今日も綺き麗れいな宇宙木ちゃんはいきなりその話題。俺たちに珈琲をいれてくれたりする気き遣づかいはないらしい。働かざるもの食うべからず。俺は仕方なく自分で珈琲ポットを宇宙木ちゃんから借りてカップに注つぐ。

　宇宙木ちゃんの目がぎらりと輝かがやいた。

「一いつ杯ぱい五万円だからね」

「金をとるな。あと高た価けぇよ！」

「オッサンあたしにも珈琲ください。山盛りで！」

「珈琲を山盛りにするには重力に逆らう必要があるぞ」

　無む駄だ話をしつつ、俺は溜ため息いきをついた。

「しかし宇宙木ちゃん、今回の事件については──おまえもわかってると思うが、俺はあんまり協力できそうにねぇぞ」

「そうね」

　宇宙木ちゃんは気け怠だるげに背もたれへ体重を預け、天てん井じようを仰あおいだ。

「女子校で珍ちん獣じゆう扱あつかいされるマイ上司もちょっと見てみたいけど、あなたはおおむねやりかたが荒あらっぽいからね。うっかり施し設せつを破は壊かいでもしたら大変よ？　仮にも宗教団体なわけだし、十じゆう字じ架かだの聖母の銅像だの破壊でもしたら出入り禁止になっちゃうわ」

　相手が怪造モン生物スターなら荒あら事ごとにならざるを得んだろ。

　困り顔になる俺に、宇宙木ちゃんは溜息をついてぼやいた。

「仕方ないわね。今回ばかりは私がいくわ。地道な調べものならあなたよりも私のほうが得意だしね──ジグちゃんもくる？」

「あたしも行っていいんですか？」

　きょとんとするジグちゃんに、宇宙木ちゃんは肩かたをすくめた。

「あなたの嗅きゆう覚かくとか、その発達しまくった感覚器官が役にたつと思うのよ。万が一、戦せん闘とうになったら用心棒にもなるしね。期待してるわよジグちゃん」

「宇宙木ちゃんが戦えばいいじゃないですか？」

「やぁよ。喧けん嘩かは無能な男の仕事でしょ？」

　なんでそこで俺を見たのかな。宇宙木ちゃん。

　ふふふ。だが今日はおまえのそんなナチュラルな嫌いや味みもさほど気にならないぜ。俺はおまえのその無駄に綺麗な面を歪ゆがませる秘密兵器を手にしているのだからな。

　今日こそ目にもの見せてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶなのか宇宙木ちゃん、おまえ実働は久しぶりだろ？　それに──」

「心配無用よ」

　宇宙木ちゃんは俺の言葉を遮さえぎって、しかめっ面をした。

「子供扱いしないで」

「それを聞いて安心したぜ──」

　俺は頼たよるべき父の笑顔を浮かべ、さきほどから手にしていた荷物を開かい封ふうした。

　ふふふ。ふふふふふ。いつかの仕返しをしてやるぞ。

「場所は女子校。それも潜せん入にゆう捜そう査さだ。怪あやしまれない格好になる必要がある」

[image: ]

　俺は理路整然と言葉を並べて、荷物の中身を宇宙木ちゃんに差しだした。

「ゆえに宇宙木ちゃん、何も言わずにこれを着ろ」

　それはセーラー服だった。
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　お馬鹿なオッサンを血まみれの半殺しにしてから、宇宙木ちゃんは返り血を拭ぬぐいふつうの格好に着き替がえて移動を開始しました。あたしはオッサンのためにいちおう救急車を呼んでやり、びくびく怯おびえながら宇宙木ちゃんについていきました。

　考えてみればこの悪あく魔まみたいな女のひとと、ふたりっきりの行動は初めてです。

　ジグちゃんは人見知りをしない良い子ですが、宇宙木ちゃんはどうにも他人に厳しいというか怖こわいひとなので緊きん張ちようします。明日はどっちだ。

　聖マーガレット学園。

　立地は見み魔ま坂さか市の端はじっこのほう。悪徳の町に似合わない純じゆん朴ぼくで清せい楚そな学園で、見た目に怪しいところはありません。十字架のついた教会とかがちょっと目新しいです。登校時間とかちあってしまって、生徒たちも多く目につきました。

　女子校だけあって見事にお花畑です。

　彼女らにも怪しいところはありませんね。事件が起きているはずなのに、恐きよう怖ふしている様子もありません。一いつ般ぱん生徒は詳くわしいことを知らないのでしょうか。よくわかりません。あたしにも事件がどういうものだか判然としませんし。

　空は晴天。冬ふゆ枯がれのなか立派に花をつけた花か壇だんが色いろ鮮あざやかです。

　やや古めかしい校舎に足を踏ふみいれ、あたしたちは周囲を油断なく見回していました。

「ジグちゃんは生徒、私は教師として潜せん入にゆうするから」

　きちんとしたスーツ姿になった宇宙木ちゃんが、冷静に説明してくれます。あたしはセーラー服姿でそれを聞いていました。うんオッサンが用意した衣い装しようはあたしが着ることになったのでした。さすがに宇宙木ちゃんは年ねん齢れい的に嫌だったようです。

　宇宙木ちゃん若く見えるから、ぎりぎり大丈夫な気もするのですが──いや、うん、こんなに眼光鋭するどい女子高生がいたら怪しいので、その判断は間ま違ちがってないと思うのですが。あたしの髪かみの毛とか目立ちませんかねぇ？　規律にうるさい宗教学園なんでしょう？

「細かいところは怪造学会が強権発動してくれてるから、学園のほうでも融ゆう通ずうしてくれるわよ。事件が解決しなきゃ困るのは学園だし、目立つ真ま似ねをしなければ大丈夫。堂々としてなさい。犯人がどこで見てるかわからないんだからね」

　きびきびと指導されます。うぅ、やっぱり宇宙木ちゃん怖いです。

「事件解決まではそれぞれ生徒と教師として潜もぐりこみ、怪しまれない程度に生活しながら調査を進めていく。怪造学は秘密主義だからね、聞きこみなんかはできない。ジグちゃんも耳とか尻尾しつぽとかだしたらだめよ？」

　肝きもに銘めいじます隊長。

　敬礼するあたしに苦く笑しようし、宇宙木ちゃんは嚙かんで含ふくめるように言ってきます。

「危険な真似はしないこと。何か気づいたことがあったら、些さ細さいなことでもいいから私に連れん絡らくすること。怪造モン生物スターを発見してもすぐには戦わずこれも私に報告。いいわね？」

「ラジャー」

　あれ。意外と優やさしいかもしれません。宇宙木ちゃん。

　親切ですよね。厳しく見えますけど。不思議なひとです。

　首を傾かしげているあたしの正面で、宇宙木ちゃんは偉えらそうな扉とびらの前に立ち止まります。

　学園長執しつ務む室しつ、とあります。

「んじゃ、私は手続きがあるから。ジグちゃんは待っててもいいけど、時間がかかるからね──今のうちにあちこち歩いて見学してきてもいいわよ？　生徒はふつうに授業とかあるから、教室まわりには近づかないほうが無難ね。わかった？」

「え？　あの、宇宙木ちゃん？」

　あたしの応こたえを待たず、宇宙木ちゃんは礼れい儀ぎ正しく扉の向こうに消えていきました。うわぁ。かなりマイペースなひとですね。あたしいちおう保護観察の身の上なのに、余よ裕ゆうで目を離はなすし。信しん頼らいされてるのでしょうか。

　しかしまぁ、見学しろと言われても。

　あたしは何分間かその場で足踏みしていましたが、宇宙木ちゃんが出てくる気配がないので、仕方なく廊ろう下かを歩いてみました。

　久しぶりの独りです。

　校内はよく掃そう除じされているのか、清潔で良い匂においがしました。あたし学校って初めてなんですよね。具体的に何をするところなのでしょうか。なんてことを考えつつ、さほど思おも惑わくもなく窓の外を眺ながめて──。

「うん？」

　見知った人物がいるのに気づきました。

　行きがけに通りすぎた教会の裏手。陰かげになった場所です。

「あんなところで何をしているんでしょう？」

　疑問に思い、あたしは窓を開いて。

　そこから飛び降りました。

　地上三階。この程度なら、飛び降りたほうが早いですからね。
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「げっ」

　それが、久しぶりに再会した見知った女の子──無む城じろ苛か鈴りんちゃんの、あまり友好的とは思えない第一声でした。

　何ということもなく着地し。ダッシュで近づき。教会の裏にまわりこんで。あたしはお行儀よく手を挙げて、「こんにちは苛鈴ちゃん！」と挨あい拶さつをしたというのに。

　げっ、とは。

　随ずい分ぶんと不ぶ躾しつけですね。あたしを見習えばいいです。

「あ、あんた──」

　苛鈴ちゃんは目を白黒とさせていました。

　彼女は先日の《忠宙ブラン虫キア》事件にて、出会ったというか巻きこんでしまった女の子です。放浪ワイルド怪造・モン生物スターに餌えさをやり、その存在の危険性を知らずに育てていた彼女。目の前で《忠宙ブラン虫キア》を殺され、意い気き消しよう沈ちんして別れの言葉もそこそこに去っていったのですが。

　相変わらず背が高いです。

　あたしからすれば見あげるほど。

　髪の毛の色が似ているので親近感はあるのですが、どうも相手はこちらに良い印象をもっていないようで──警けい戒かい心ばりばりですね。

　あたしは努めて笑え顔がおになって、知人に会ったのはこれ幸いと尋たずねてみました。

「苛鈴ちゃんもこの学校の生徒だったんですね？」

「あんたも？」

　じろじろ眺めてくる苛鈴ちゃんに、あたしは首を振ふります。

「いえ。あたしは潜せん入にゆう捜そう査さというやつです」

「それ、あたしに喋しやべったら意味なくない？　秘密で捜査してるんでしょ？」

「そうなんですか？　苛鈴ちゃんは知りあいだから大だい丈じよう夫ぶじゃないのですか？」

　相手が思いっきり呆あきれたような顔をしました。

　むむ。何か間ま違ちがったようです。

「無城さん」

　不意に、涼すずしげな声が聞こえました。

　気配が希き薄はくで気づきませんでしたが、この場には苛鈴ちゃんのほかにもうひとり──女の子がいました。あんまりにも何気なく幽ゆう霊れいのように立っていたので、あたし、驚おどろいてしまって「うひゃあ」と跳とびあがりました。

　小こ柄がらな、幼い女の子でした。

　あぁちなみにこの学園は小中高の一いつ貫かん校とかいうやつらしく、幅はば広ひろい年ねん齢れいの女の子が取りそろえられております。しかしまぁこの子はちいさいですね。小学生でしょうか。

　灰色の髪かみをした、伏ふし目がちの女の子でした。

　びくびく、おどおど、不安そうにしています。

　彼女はおおきな苛鈴ちゃんにしがみつき、じっとあたしを眺めてきます。

「知りあいですか？」

　押し殺したような声。

　苛鈴ちゃんはどうしたもんかという顔をすると、女の子の頭を撫なでて溜ため息いきをつきました。

「まぁいいや、ここで会ったのも何かの縁えんだし──場合によっちゃ、ちょうどいいかもね。いいよ。場所が悪いから、立ち話もなんだしとりあえず入らない？」

　言いながら、彼女が指さしたのは教会の壁へき面めん──茂しげみのなかに隠かくされるようにして存在した裏口でした。
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　教会のなかは静せい謐ひつでした。

　薄うす暗ぐらいです。使用されていないときはこんなものなのでしょうか、乾かわいた冷たい空気が充じゆう満まんしていて神聖です。並んだ座席。ステンドグラス。息苦しいほど音がしません。正面には地味ながら大きな十じゆう字じ架かと、その正面に天使の像が立っていました。

　その像の正面にまわって、苛鈴ちゃんは髪の毛をかきあげて見あげました。

　背の高い彼女が顔をあげなくてはいけない、かなり高い位置にある像なのでした。石像でしょうか。灰色です。男だか女だか。裸ら体たいなのに性別がわかりません。天使ってそういうものなのでしょうか。背中からは白鳥の羽。

「変な噂うわさが流れだしたのは、ほんとに最近かなぁ」

　苛鈴ちゃんは独りごとのように語りました。

「そもそも変なんだよ、うちの学校の宗派だと偶ぐう像ぞう崇すう拝はいは禁止なんだからさ。石像があるのがおかしいわけ。話によるとある日に不意に現れたとかで、たぶん誰だれかが置いていったか、不法投とう棄きされたかしたんだろうけど」

　わからない言葉が多いですね。偶像崇拝って何でしょう。

　でもまぁ、いちいち疑問を挟はさんで話の腰こしを折るのも無ぶ粋すいに思い、黙だまって聞きます。声をださないので存在を忘れがちのちいさな女の子（あ、まだ名前も知りません）は、暗い教会のなかではむしろ不気味な石像を凝ぎよう視ししていました。

　不意に現れた天使の像。

　話を聞くだけでは宗教的な美談にも思えるのですが。

「偶像は禁止っていっても、まさか天使の像を捨てるわけにもいかないってんで、放置されてるんだけど──それが間違いの始まりでさ、出るっていうの」

「出る？」

　何が？

　これがさ、と苛鈴ちゃんは両手を胸の前にだらりと垂らす謎なぞな姿勢になりました。それはいったい何なのですか。説明が下手ですね、まったく。

「つまり怪かい談だんが囁ささやかれるようになったのですね？」

　質問はあたしではなく、苛鈴ちゃんにしがみついたままの女の子のものです。おぉ、今の説明でわかったのですか。侮あなどれないお子様ですね。

「そ」

　苛鈴ちゃんは嘆たん息そくし、つらつらと事例を述べてくれました。

「くだんない与よ太た話よ？　夜中にこの石像が歩きまわってるのを見た、とか。じっと眺ながめていたら笑った、とか。涙なみだを流した、とか。よくある類たぐいの怪談ばっかり」

　ふむ。

　ひとつの可能性に思い至り、あたしは鼻をすんすん動かしました。

　首を傾かしげます。

　今回の事件（まだ内容は不明ですが）は、怪造学会執しつ行こう部ぶが駆かりだされたということは怪造学に関連する事象なのでしょう。ならば怪造モン生物スターが事件の中心にいる可能性は高いです。もしかしたら怪談の主役となっているこの石像、怪造モン生物スターなのではないかと疑ったのですが──。

「うぅん」

　あたしは怪造モン生物スターを感知できるっぽいのですが、この石像からは反応がありませんね。ただの石くれです。自分で歩きまわるようには思えませんが。

「それだけなら、どこの学校にもあるような怪談だったんだけど」

　あたしの仕草に気づかず、苛鈴ちゃんは喋しやべりつづけています。

「困ったことに御ご利り益やくがあったわけよ、この天使様」

「はて御利益？」

　また知らない言葉です。ごりやく。ごり……ごりら。

「ゴリラと関係が!?」

「あんたは何を言ってるの？」

　じろりと睨にらみつけられました。あたし喋らないほうがよさそうな気がしてきました。

　気を取り直したのか、苛鈴ちゃんは胸を張った。

「この天使はね、人間の願いを叶かなえてくれるんだって。色いろ恋こい沙ざ汰たのね。だから生徒の間ではこの天使、恋を叶えてくれるキューピッド様とか呼ばれてるっぽいわよ？」

「キューピッドは天使ではありません」

　つぶやいたのは、やっぱりちいさな女の子です。

「ローマ神話の神様です。天使と混同されることが多いですが、むしろ背中から白鳥の翼つばさを生やした一いつ般ぱん的な天使の元ネタは、キューピッドのほうです。いっしょにしたらいけません……と、思います、です」

　なかなか博識ですねえ。

　自信なげなのがちょっと可か愛わいいですが。

「でもまぁ、神様も天使も似たようなもんでしょ」

　苛鈴ちゃん、ちょっとムッとしました。子供相手に大人げない。

「御利益があるなら何だっていいじゃん」

「非常に日本人らしい発言ですけど」

　女の子はぼそぼそ喋っています。

「キリスト教の天使にも男女の恋れん愛あいを成じよう就じゆさせる働きはありますが、祈いのれば叶えてくれるといった御利益みたいなものではありません。全すべての縁えんはあらかじめ全知全能の唯ゆい一いつ神に決められているわけで、その縁が正しく結ばれなかったときに出張ってくるわけです。祈って叶うなら魔ま法ほうでしょう──道理に反します。天使のやることじゃないですね」

「つまり？」

　あたしはむしろこっちの女の子の意見が興味深く、追つい究きゆうしてみました。

　女の子は思案げで、さきほどまでの引っ込み思案な態度は何だったのか、冷静でした。

「まさか天使が実在するとは僕も思っていませんが」

　僕？

「あ。わたしも思っていませんが」

　訂てい正せいした!?

「だからこそ不自然だと思うんです、その御利益は──うまく馴な染じまない。異物感がありますね。本来はそこにいるべきではないというか、天使像ではなく仏像が置いてあるかんじというか、あの。えぇっと」

　そこまで語って、急に女の子は恥はじいるように俯うつむきました。

「す、すみません」

　べつに謝らなくても。

　苛鈴ちゃんは不思議そうにしながらも、説明のつづきをしてくれました。

「まぁともあれ、その御利益ってのけっこう馬鹿にできないものらしくてさ。実際、あちこちで聞くわけよ噂うわさを。本物だってさ──恋愛を叶えた話よく聞くよ？　まぁ、あたしもその噂につられてほいほい見にきたくちだけどさ……早朝だし誰だれもいないと思って。あんたもそうなんじゃないの？」

　女の子に視線を投げる苛鈴ちゃんでした。

　あれ？　ふたりは知りあいではないんですか？

　あたしの視線に気づいたのか、苛鈴ちゃんが目を丸くしました。

「初対面よ。独りで入るのが怖こわかったのか、裏口のそばでうろちょろしてたから声かけただけ。あんた初等部でしょ？　もうそこまで噂が広がってるのねぇ……」

「はぁ。まぁ」

　女の子は煮にえきりません。名前も明かしませんね。

　しかし苛鈴ちゃん、噂を信じてのこのこ見にきたのですか。あんな事件に巻きこまれた後だというのに随ずい分ぶんと不用心というか。まぁ今どきの女の子なら気になりますかね、恋愛を叶えてくれる天使像。あたしにはよくわかんないですけど。

「でも詳くわしくは知らないんです」

　女の子は、やっぱり何かを怖がるようにしながら尋たずねました。

「どうすれば恋を叶えてくれるんですか？」

「おっ？　えへへ、女の子だねぇ！　よっし、お姉さんが教授してあげよう！」

　何か満足そうに苛鈴ちゃんは笑って、喜々として教えてくれました。ちょろいですね。

「まずはね、お祈りをするの。この天使像の前でね」

　苛鈴ちゃんが実じつ践せんしてくれます。

　この学校の生徒だけあって、なかなか堂に入った祈りの姿勢です。

「好きなひとのことを考えて、数分くらいお祈りする。そしたら天使様に報ほう酬しゆうを支し払はらうのね。だいたい数万円くらい」

「高た価かっ!?」

　あたしと女の子が同時に叫さけびました。

「金とるんですかこの天使!?」

「そこがちょっと美しくないんだけどねぇ」

　苛鈴ちゃんはけらけらと笑いました。

「でもまぁ神社にいけばお賽さい銭せんを投げるわけだし、曰いわくのある池にも小銭を放ほうってお祈りするじゃん？　それと同じじゃないの？　ちょっと値段が張っちゃうけど、確実に恋愛が成就するなら払うよねぇ！」

　ジグちゃんには理解不能です。

　しかしまぁ、お金が絡からむとなると急に犯罪っぽさが際きわ立だってきます。何かあるはずです、この天使像。事実、確実に恋愛を叶かなえるというなら──それは超ちよう常じよう現象です。ありえません。けれどこの世には魔法のように不可能を可能にする技術もあります。

　怪造学。

　そして怪造モン生物スターの能力なら、可能かもしれません。

　怪あやしいですね。もっと詳しく調べてみる必要があるかもしれません。まずは宇宙木ちゃんに報告して──と、その前に。

　あたしは苛鈴ちゃんたちに、すなおな気持ちで警告しました。

「えぇっと、ふたりとも。うまく言えませんが、ここは危ないっぽいです。危険に巻きこまれたくないなら、長居するのはお勧すすめしません」

「まぁ、あんたが現れた時点でそっち方面だろうとは思ったけどね」

　さすが経験者、苛鈴ちゃんはあっさりと諦あきらめてくれます。

　厳しい目でこちらを睨にらんできました。

　忘れてはいけません。あたしは彼女の友達を殺したんです。

「ここの天使様も殺すの？　恋れん愛あいを叶えるだけで、悪いことしてないんだよ？」

「…………」

　悪いことはしていない。そのとおりです。

　反論する言葉がなく、あたしは押し黙だまるしかありません。

「ま、君子危あやうきに近寄らず。あたしも二度とあんなのは御ご免めんだしね──近づきゃしないわよ、金こん輪りん際ざいね」

　苛鈴ちゃんは寂さびしそうにつぶやきました。

「ほかの生徒についても、あんまり心配はしないで大だい丈じよう夫ぶそうよ。何か怪しい犯罪者が変な予告状をだしてきたとかでね、ほら入口とか封ふう鎖さされてるでしょ？　ほんとは立ち入り禁止なんだよねぇ」

　苛鈴ちゃんが指さした方向。教会の入口は、言葉のとおり厳重に閉じられていました。教会っていうのは気軽にお祈いのりにくるため門戸は開け放されているものだそうです。なのに閉まっているし、どうも施せ錠じようされているみたいですね。

　これじゃ一いつ般ぱん生徒は近づけません。

　しかし怪しい犯罪者からの変な予告状──ですか。

　興味深いですね。

「その予告状っていうのは」

「さぁ。詳しくは知らない」

　苛鈴ちゃんも全すべての事情に精通しているわけではなさそうです。

「もしかしたら、興味本位で天使像を見にくる生徒を閉めだす口実に、でまかせの噂うわさを流してるだけかもしれないけどね。だってありえないでしょ、今どき怪かい盗とうとか？」

　怪盗。

　あぁそういえば怪盗が絡むのでした。

　ちいさな女の子が、ぴくりと顔をあげたのが見えました。すぐにまた俯うつむきましたが。

「とにかく、恋愛成じよう就じゆの御ご利り益やくがそっち方面なら──百害あって一利なし。あたしゃ御免だわね。見回りの教師がいつくるかもわからないし、さっさと教室に戻もどろうと思うけど」

　あんたたちは？　と視線で問いかけられました。

　それとは関係ないところが気になってしまって。

「あの苛鈴ちゃん、もしかして無断侵しん入にゆうだったんですか？　この教会って今、立ち入り禁止なんでしょう？　入っちゃまずかったんですか？」

「そうよ」

　苛鈴ちゃんは舌をだした。

「あそこの裏口は秘密の入口なの。掃そう除じ当番でね、あそこに目立たない裏口があるって気づいたからさ──へっへっへ」

　なぜ得意そうなのですか。規則は守りましょう。

「まぁともかく、教師に見つかったらうるさいし、さっさと出ようよ。あんたたちも──こっちこっち、幸いにもう登校ラッシュが終わって、生徒もあんまりいないはず……」

　その言葉が終わるか終わらないかの瞬しゆん間かんに。

「こらぁっ！」

　閉へい鎖さされていた扉とびらが音をたてて開き、目ま映ばゆい光が射さしこんできます。

　げげっ。

「ここは立ち入り禁止よ！　あんたたち何してんの!?」

　金切り声でした。お叱しかりの声です。

　現れたのは女性のようでした。逆光でよく見えませんが、年ねん齢れいは宇宙木ちゃんと同じくらいか。たぶん教師です。シスターなのでしょうか、修道服を着ています。露ろ出しゆつの少ない衣い装しようですが、顔は見えました。細目がちな鋭するどい双そう眸ぼう。染めた髪かみ。そばかす。

　昔話の意地悪なお婆ばあさんとか。

　継まま母ははとか。

　お姉さんとか。

　そんな雰ふん囲い気きの、とても友好的とは思えない常に苛いら々いらしているような女性でした。

「あのっ、あのっ」

　苛鈴ちゃん相変わらず窮きゆう地ちに弱いのか、動転して言葉を発せません。

「無城さん──」

　教師は呆あきれたように溜ため息いきをつくと、目元に険をつくって近づいてきました。

「また、あなたなの!?」

　おぉ、苛鈴ちゃんが怒おこられています。

　あたしは女性の剣けん幕まくにびびりながらも、小声で尋たずねてみました。

「あのう苛鈴ちゃん、お知りあいですか？」

「うちの学校の職員よ。名前は恥はず池いけ留る名な。教師じゃないけど、たまに見かける」

　そして、搾しぼりだすような声で。

「あたし、こいつ──嫌きらい」

「何を内ない緒しよ話してるの!?」

　恥池というらしい女性は大おお股またで歩み寄り、あたしをじろじろと観察してきました。あれ。さきほどまでいたちいさな女の子が消えましたが。ひとりだけ逃にげたようですね。

　動転しているあたしに、恥池さんは引きつった声でまくしたてます。

「あなた見ない顔ね。学生証は？　どうしたの？　出せないの？　クラスと出席番号は？　名前は？　声がだせないの？　なんとか言いなさい！」

　えぇっと。えぇっと。

　頭がうまくまわらず、混乱の極きわみにいたあたしを救ったのは──。

「何か騒さわがしいから見にきてみたら」

　恥池さんが現れた教会の入口、そこに仁に王おう立ちする美しい宇宙木ちゃんでした。

　彼女は頰ほおを搔かき、状じよう況きようがわからないのでしょう、ぼんやりしています。

「そこで何やってんの、ジグちゃん？」

　宇宙木ちゃん！　と叫さけびたい気持ちもありましたが、それよりも先に──意外なことに、宇宙木ちゃんが恥池さんを指さして。

「あれぇ？」

　予想もできないことを言うので、いっそう困こん惑わくは深まりました。

「あんた留名じゃない？　恥池留名？」

　宇宙木ちゃんが指さした先。

　怯おびえ俯うつむく苛鈴ちゃんの正面で、恥池さんが目を見開きました。

「あんた……まさか……」

　あれ、知りあいなんですか？
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　中学生だったころ、私は復ふく讐しゆうを心に誓ちかうテロリストだった。

　無論、銃じゆうと爆ばく弾だんを手に政府を打だ倒とうし理想郷を説くほど大それたものではなく、私の敵はもっと矮わい小しようで、私の武器も些さ細さいなものだった。心を自じ縛ばくして、身体からだを自爆して、私自身を痛めつけることが私の復讐だった。テロルだった。

　私の家系は代々、優ゆう秀しゆうな怪造モンス学者テイストを輩はい出しゆつする名門だった。とはいえ怪造学の歴史そのものがさして長くもない。団栗どんぐりの背比べのなかわずかに古株で、ゆえにこそ自分たちを何か素す晴ばらしい存在なのだと勘かん違ちがいした愚おろかものの一族。

　怪造モンス学者テイストとしての実力は、適性は、遺伝することが多い。優秀な怪造モンス学者テイストの子供は優すぐれた怪造モンス学者テイストになる適性がある。怪造学でいまだ古くさい家いえ柄がら志向というか、誰だれそれの子供なのだから実力はあるはず、みたいな思考が拭ぬぐい去れないのもそれが理由だ。ちかごろ設立された怪造学の専門学校では、優れた怪造モンス学者テイストの子供は合格しやすいという噂うわさまで聞く。

　馬鹿馬鹿しい。

　とはいえ事実なのだから廃すたれもせずにその因習は残っている。

　私の家系は私の代で終わらせるつもりだが、それこそ虚こ島じまや無城、志し田だ桐ぎりなど、誤った方向へ突つき進む血族が消え去らないのも事実だ。

　一芸にのみ特化した家系に生まれるのは悲劇である。個人主義がはびこり職業選せん択たくの自由が保障されたこのご時世に、人権を無視され家系のために殉じゆんじることを強しいられるのは苦痛だ。耐たえ難がたい。

　いっそ何も疑わず、それも運命と割りきって己おのれに与あたえられた役目を、つまり血を次世代に受け継つぐことのみを至上として生きていれば楽だったかもしれない。

　だが私はそれなりに本を読みよく思し索さくを巡めぐらせる小こ賢ざかしい子供だったし、大人たちが仕込んだ生なま温ぬるい罠わなを見み抜ぬいてしまえる程度には早熟だった。反はん抗こう的になる思春期に義務教育を体験し、誰も彼もが平等なのだと、未来は公平に与えられているのだと、君たちは何にでも成れるのだと、教えこまれたのが悪かったのかもしれない。

　噓うそばっかりだ。

　私たちは身体という檻おりから逃のがれられない。この身体を流れる因習渦うず巻まく血から離はなれられない。思考も何もかもこの血肉によって規定され、私たちに用意されているのはありふれた一本道だけだ。

　私たちに選べるのは。

　その道を進むか。

　立ち止まるか。

　外れてしまうか。

　その三さん択たくのみだ。
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　私の家系は凍こおりついている。

　たぶん最初のひとり──血族における始まりのひとりが偶ぐう然ぜんか故意にか、あるいは事故か選ばれたのか、凡ぼん百ぴやくの怪造モンス学者テイストには辿たどりつけない虚界アンダカの深みで生きるひとつの存在と契けい約やくを結んだ。

《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》。

　雪と氷の女王。

　虚界アンダカにおける序列がどの程度なのかは不明だが、それはこの現界カナイにおいて神や悪あく魔まに匹ひつ敵てきする超ちよう越えつ的な存在だった。虚界アンダカにおける四柱の支配者、その副官だとか側近だとか、その程度には高位の怪造モン生物スターである。

　彼女は──怪造モン生物スターに性別があるかどうかは研究段階だが、ともあれあのお姫ひめ様は人間に取り憑つきその生命力を吸い、代わりにちからを与えるという特性をもっていた。何でも《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》が属する虚界アンダカの一派は、そういう寄生虫めいた能力に特化しているらしい。

　過去の、遥はるか昔の私の先祖は、お姫様のその申し出に喜々として従った。

　彼女が心地ここちよく暮らせる環かん境きようを整え、子供を教育し、失礼のないようもてなした。

　結果──私の一族はお姫様に気にいられてしまった。

　以降、時は流れておよそ二百年。

　今は私の身体に雪と氷の支配者は宿っている。

　生命力を吸われているのだ、当然、身体は徐じよ々じよに蝕むしばまれていく。ウイルスと同じで宿主を殺してしまえば困るのは生命力を吸えなくなる《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》のほうなので、彼女は全力で私たちの一族を守ってくれる。今は私を、それこそ親よりもなお優やさしく慈いつくしみ、守り導いてくれる。

　ただそんな彼女の宿主として、人間の身体は脆もろすぎる。私たちの一族の寿じゆ命みようは常人の半分くらいだろうか。そのくらいまで生きたら身体は生命力が枯こ渇かつし、冷気にあてられて震ふるえ青ざめながら枯かれて死ぬことになる。

　宿主が死ねば《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》は新たな苗なえ床どこを探さがし、移動する。

　その移動先として自分の血族を提供するのが、私たちの至上命題だ。私もなかば騙だまされるようにして父の臨終に立ち会い、その場で《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に侵しん入にゆうされた。

　まだ舌足らずな、幼い子供だったころだ。

　父の最さい期ごの言葉は、あぁ暖かい、だった。

　私の人生から温度が失われる！　体温は全すべて捧ささげられる。私が不ふ愉ゆ快かいをおぼえればお姫様はその原因を排はい除じよしようと荒あれ狂くるう。大好きだった使用人も。仲の良かった友達も。私の周りの全ては不愉快なものとして切り刻まれ遠ざけられた。

　独りぼっちになったころ、ようやくこの暴君との付きあいかたがわかってきた。

　怪造学を学び、《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》を識しり、ある程度の操作を可能とした。

　そのときになって私の心に芽生えていたのは激しい怒いかりだった。

　凍りつくことのない、燃え盛さかる復ふく讐しゆう心だった。

　孤こ独どくな戦いが始まった。敵は誰だれでもない、私の内側で優ゆう雅がに脚あしを組みこちらを睥へい睨げいする雪と氷の女王。父を殺し友を殺し先祖代々を寒冷地じ獄ごくに叩たたきこんだ、この悪あしき化け物を討とう滅めつすることのみが私の青春になった。

　私が死ねば、その瞬しゆん間かんに《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》は移動を開始する。狙ねらわれるのは私にいちばん近しい存在だ。危機をおぼえても彼女は避ひ難なんするだろう。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に気取られないよう、私は彼女を安全かつ確実に消滅させる方法を模も索さくした。

　中学生だったころ。

　私は復讐者だった。

　いっそ受けいれていたほうが楽だったのだろう。今ではそう思う。だが私は身に宿った冷たさも因習も何もかもが気にいらない反はん抗こう期だったし、まだ未来がある若さというものが私を焦じらしていた。

　命があるうちに《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》を叩きつぶし、抹まつ消しようすれば、私は自由になれる。私は私のために人生を謳おう歌かできる。早く。より早く。私は私を私のもとに取り戻もどすのだ。それは衝しよう動どうであり本能でもあった。

　私は周りの何も目に入れず、私の内側の化け物と戦っていたのだ。

　だから──。

　中学生だったころ。私はずいぶんと他人を傷つけた。幼いころ何度も未熟ゆえに《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》を暴走させ、周りの人々を傷つけたから、私は誰かと関かかわりをもつことを恐おそれた。友情に恋れん愛あいにと青春を賛美する学生時代の風潮に、私は馴な染じめなかった。

　男子のように髪かみを切り、お洒しや落れも化け粧しようも考えず、眼鏡めがねをかけ本ばかり読んでいた瘦やせて貧ひん相そうな子供。それが当時の私だった。私は一生懸けん命めいで、ゆえに私は全てを蔑ないがしろにしていた。そんな生き物が集団に交じることはあまり奨しよう励れいされることではない。

　放ほうっておいてくれたらいいのに。

　化け物を退治することに執しゆう心しんするあまり、自らも人間社会に相あい容いれない異物へと変容させていた私は、いわゆるふつうの子供たちからは毛け嫌ぎらいされた。否いな、そこまで能動的な感情をぶつけられたことは稀まれだけど、おまえ何でここにいるの？　という疑問は声なき声で届くものだ。

　私だって学校に通いたかったわけではない。時間の無む駄だだと思っていた。私の戦いに関係があることは何ひとつとして教えてもらえない。無意味な空間で時間だった。

　棘とげ々とげしていた十代の私。

　家いえ柄がらというものはここでも私を不幸にして、誇ほこり高き我が家に生まれたのだから最終学歴も華はな々ばなしいものにしなくては。などという意味のわからない命令があって、私はそれに逆らうことができなかった。身体からだのなかの化け物と戦うには、まだ家の後ろ盾だてが必要だったのだ。私は独りでは生きられない子供だった。

　小学校、中学校と、それぞれお行ぎよう儀ぎのよろしい名門校に進学して。

　恥池留名と出会った。

　否、私としてはそんな名前、今の今まですこんと忘れていたのだが──彼女にとっては、この宇宙木氷蜜という名前の不気味な生き物との遭そう遇ぐうは、心に傷を残す程度には事件だったらしい。

　私はぼんやりとしか思いだせないが。

　当時の留名は輝かがやいていた。

　いつも真ん中にいた──ように思う。同じ学校ですごしているのに、それは何だか異世界のように遠い場所だった。毎日教室に入ると、大声ではしゃぐ彼女の声が聞こえたものだ。いったい何をそんなに騒さわぐことがあったのやら。

　話を聞くに留名はごく平へい凡ぼんな家庭で生まれた。それはとても素す晴ばらしいことだと思うのに、何かにつけて不満を吐はき散らしていた。親がお小こ遣づかいをくれない、教師に説教をされた、バイト先の店長が気にくわなくて、また彼氏と喧けん嘩かしちゃった、どうのこうの。相手が人間ならいいではないか。すくなくとも対応を間ま違ちがえたら殺されるというわけではない。

　そう思っていた。私とは関わりがない存在だと考えていた。

　羨うらやましいとすら思わなかった。

　虚界アンダカよりも遠い、異世界の住人だった。

　そんな留名が喋しやべりかけてきたのは、何だったか──たしか、文化祭があったころか。ああいう学校行事は自由参加にしてほしいところだが、私のような場に馴染めないものも無理やりに巻きこんでいく。

　ただ私は相変わらず我関せずと、教室の隅すみっこで居ないふりをしていたのだが。

　留名が喋りかけてきたのだ。

　彼女は学級委員だった。つまり御お山やまの大将だ。大将は自分を良く見せて称しよう賛さんを得て大将でありつづけることに腐ふ心しんしていた。くだらないとは思ったが、こちらは向こうのことを放っておいたのに。相手はこちらを放っておいてはくれなかった。

　彼女が私に喋りかけてきた理由はみっつ。

　教師に頼たのまれたから。場の空気を読めない私のようなのを仲良しこよしの輪のなかに組みこんで、褒ほめられること。いつもは教師をやれ話が長いよく怒おこる臭くさい汚きたないと罵ば倒とうするのに、彼女は教師からの評価に敏びん感かんだった。

　ふたつめの理由は、私のような出来損そこないの子供と自分を見比べて、勝ち誇ること。どれだけ流行を追えているか。どれだけ可か愛わいくてお洒落で明るくてお喋りがうまいか。確かめて実感して自分のほうが上だと安心すること。そっち方面の評価軸じくでは、なるほど私は都合のいいやり玉ではあったのだ。

　みっつめの理由は──。

「演劇の台本を書いたの」

　留名は誇らしげに胸を張っていた。

　うちのクラスでは文化祭で演劇をするらしい、と初めて知った。

「あたし将来、小説家になろうと思っててさ」

　未来を選べるのは良いいことだ。

「今回の台本も、あたしが書いたんだけど」

　文章を書くなどというのは、あらゆる芸術的な行こう為いのなかでいちばん面おも白しろくない事柄なのだという。音楽よりも絵画よりも陶とう芸げいよりも。いちばん面めん倒どうで退たい屈くつで嫌いやだ。ゆえにほかにいくらでも娯ご楽らくがある、やっていて楽しいことが無数にある子供のころ、文章を好んで書くものは少数派だった。

　同じ技術をもつものが少なければ、対たい抗こう馬ばがおらず、もて囃はやされるのは当然。

　ただ文章が書けるというだけで天才扱あつかいだ。楽なものだ。

　ほかに誰だれもやりたがらない、汚よごれ仕事を好んでやる変わりものでしかないだろうに。

「宇宙木ちゃんってよく本読んでるからさ、読書とか得意なんでしょ？」

　読書に得意も不得意もあるか。

　日本語が読めるなら誰にでもできる。

　そもそも私が本を読んでいるのは、生き残るためだ。私の身体に宿る化け物を駆く逐ちくする、その方法を模も索さくしているだけだ。必死なのだ。くだらない小説やつくりものの娯楽作品に目をとおしている暇ひまはない。学校のおままごとみたいな演劇の台本ならなおのこと。

「だから読んで？　感想がほしくてさ──みんなは、面白いって言ってくれるんだけどさ。褒められるにしても『面白い』とか『すごい』とかばっかりでさ、もっと具体的にどこを直してとかどこが良かったとか聞きたいんだよね？　わかる？」

　褒めてくれるだけでも充じゆう分ぶんだろうに、それ以上を求めるのか？

　文章を読むなんて徒労に、わざわざ従事してくれたのに、なおも褒めろと？

「ほら、これ」

　薄うすっぺらい紙の束を渡わたされた。

　最初の文章が飛びこんでくる。

　天使は複眼で人ひ類とを見守る。
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「今でも覚えてるわよ。しばらく悪夢に見たもの。ショックだったなぁ。あんた目の前で台本をびりびりびりびり破いてくれてさ──何て言ったと思う？　覚えてないでしょ？　こうよ、『褒めてほしいならほかのひとに頼めば？』」

　あのころ。今より余よ裕ゆうがなかった私は、留名の心を傷つけた。

　天使みたいにちやほやされていた、彼女の自尊心を自らの棘とげで突つき刺さした。

　内容がね、問題だったのよ。

　読まされた台本の内容がね。正義のために悪と戦う勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語。最終的に改心した化け物と手と手をとりあってハッピーエンド。

　それは私にとって。

　戦場で実際に銃じゆうを握にぎりしめ、敵兵を撃うち殺している少年兵に。
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　愛と平和の物語を。銃も血もない無む邪じや気きな物語を。

　語り聞かせ、感想をちょうだい？　と尋たずねるに等しい所業だった。

　自分の手を血で塗ぬらしたこともないくせに。

　弾だん丸がんで頭をぶち抜ぬかれることなんか想像もできないくせに。

《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という化け物に緩かん慢まんに喰くい殺されようとしている、この私にこんな御お伽とぎ噺ばなしを褒めろというのか？　これはとても良いい物語だねと？　こんな陳ちん腐ぷで現実感がないつくりものの愛と平和を？　夢物語を？　この私に褒めろっていうのか!?

　子供だった私は、衝しよう動どう的に台本を破り捨てた。

　今では──悪いことをした、と思っている。

　余裕がなかったのだ。私はまだ子供だった。右にも左にも傾かたむけないほどにいっぱいいっぱいで、恐きよう怖ふと絶望に充みち満ちて壊こわれてしまいそうだったのだ。

　愚おろかでちっぽけで弱かった。

　そして留名、あんたを傷つけた。

　もう遠い昔に思える、中学時代の回想。

　ちょっとだけ年ねん齢れいを重ねた留名は、何だか疲つかれ果てているように見えた。

　成長したのではなく、くたびれている。

　大人になったのではなく、子供のまま歳としだけとったのだ。

　不自然な生き物だった。喋しやべり方が当時のままなので、いっそう彼女の変わらない雰ふん囲い気きは、彼女が重ねてきた人生が無意味だったようで、悲ひ惨さんですらある。

　あのころ。何にでも成れたはずだったのに。

　留名。あんたは、何にも成れなかったのね。

「聞いてんのぉ？」

　赤らんだ顔で留名は、私をじろりと睨にらみつけてきた。

　酒の席である。

　驚おどろくことに聖マーガレット学園の敷しき地ち内だ。ここは全ぜん寮りよう制せいであり、留名はその学生寮の寮母なのだという。教師なのかと思っていた、と言ったら苦笑いをされた。

「教師もいいかと思ったんだけどさぁ」

　年を経た留名の口調には、当時のような輝かがやきが失うせていた。

　屈くつ折せつしている。

　まるで月の光。

　当時の彼女の輝きを、必死で取り零こぼさないように反射している淡あわい月光。

「教員採用試験に落っこっちゃって」

　大人社会は酷こく薄はくだから、実力のないものは容よう赦しやなく弾はじかれる。

　何となくてきとうにごまかせるのは、学生の時分までだ。

　勉強をして。努力をして。他人を蹴け落おとして。這はいあがって。血を吐はくように。

　戦わねばならぬのだ。

　その覚かく悟ごがないものは大人になるべきではない。

「でも学校にはいたくてさ。あたし学校好きだから。大学卒業してしばらく何もしてなくって、ふらふらぁって──たまたま寮母を募ぼ集しゆうしてたから、履り歴れき書しよつくってさ」

　学生寮の寮母室。

　久しぶりに再会した留名は、懐なつかしい気安さで私をその自分の部屋に誘さそった。寮母は泊とまりこみで生徒たち──寮生の面めん倒どうを見ているらしい。二十四時間、ずっと学校の敷地内にいるのか。何だか私からすれば息が詰つまりそうだが、留名はそうでもないようだった。

　学校が好きなのだろう。

　留名はがらくたが散らばった女の子っぽい部屋の、これもむしろ質素な寮母室のつくりには似合わないお洒しや落れっぽい机の上に突っ伏ぷし、酒さか瓶びんを傾けグラスに注つぎながらぼやいた。愚ぐ痴ちを零こぼした。修道着を脱ぬいだ彼女は、ただのくたびれた女だった。

　彼女はかなり酔よっているのか、曖あい昧まいな口調で弱々しくつぶやいた。

「あぁ昔は良かったなぁ」

　そう。

　私はそうは思わないよ。

「毎日楽しかった。充じゆう実じつしてたもの。幸せだった。昔はよかった。ほんとに毎日いっぱい嬉うれしいことがあってさ。もう今から考えると夢みたいだけどね。いつからこうなっちゃったのかなぁ……ねぇ宇宙木ちゃん、何でだと思う？」

　かつて、あんたを傷つけた私に。

　今また評価を求めるのか。感想を。

　人生も。びりびり引き裂さけたら楽なのにね。駄だ作さくだって。

　でも無理なのよ。否定されたらお終しまい。感想なんか求めちゃいけない。

　そこには絶望しかない。

「毎日つまんないよぉ。あぁ不幸だ。あたしは不幸だ」

　留名。

　あんたが不幸なのはね。

　子供だからよ。

　大人社会では、子供の生き方しか知らないひとは適応できないの。

　子供は大人の家か畜ちくで、家畜のまま家畜を肥え太らせて楽をするのは無理なの。

　大人に進化しないと──いつまで経たっても不幸なままだわ。

　私も不幸だった。あなたと同じだった。つまらない馬鹿な子供だった。

　でも今は、それなりよ。

「宇宙木ちゃんさぁ、今何やってんの？」

　意外なほど気安く喋りかけてくる。

　彼女にとって私は中学時代──留名にとっての平和で幸せだった天国みたいな時代の登場人物なのだ。自分に酷ひどい真ま似ねをすることはないと。そう確信しているかんじ。

　私はいちど、彼女を傷つけたから。

　今日はまぁてきとうに、甘やかしてあげる。

「何やってるって？」

「仕事」

「いちおう就職してるわよ。あんたと同じね、留名。ふつうの社会人」

「同じじゃないよ」

　眠ねむそうな留名だった。お酒に弱いのか。無理して飲まなくていいのにね。

　お酒も。染めた髪かみも。お化け粧しようすら似合わない。

　天使みたいな童顔で、留名は愚痴をつづける。

「あたしって、けっきょく何者にもなれなかったってかんじ？」

「小説家になるんじゃなかったの？」

「無理無理」

　留名は鼻で笑った。

「仕事になんかできないよ。そんな情熱ないもん。恥はずかしい」

　恥ずかしいのか。

「夢だもの。格好つけたかっただけ。本気じゃなかった。夢なんか叶かなわないの。人間は成るようにしか成らないのよ、だからさ──こんなふうに、てきとうな人生」

　顔をあげ、留名は手を広げる。

　安楽な方向へ逃にげのびて、努力もせず、傷つく根こん性じようもなく、ごまかし惑まどって屁へ理り屈くつを並べて、辿たどりついた理想郷がここなのか。

　成るようにしか成らない？

　それは言い訳。

　あなたが選んだのよ、この現実を。この未来を。

「でも意外ね」

　私はお酒には手をつけず、合いの手をいれる。

　この学校では怪造モン生物スターが関係する事件が起きている。酩めい酊ていしていざというときに動けない、では話にならない。動きが鈍にぶれば命に関かかわるかもしれないしね。

　一時の快楽に、安楽に身を任せ、大局を見失うのはまずい。

　人生の秘ひ訣けつはたぶんそこにある。努力あるのみ。

　益やく体たいもないことを考えつつ、私はふと思いだして尋たずねてみた。

「留名、学校で働いてるなんて。教師とか嫌きらいだったんでしょ？」

　学生時代、よく教師が嫌いだ息が臭くさい話が長いと文句を垂れていただろうに。

「宇宙木ちゃんて痛いところ突ついてくるよね」

　留名は嫌いやそうな顔をした。

「学校が好きっていうか。親に近いかんじでさ、離はなれられないんだ。私は教師じゃないけど、学校で働いてるのってみんなそんなもんよ？　子供を教え導き育てたい、なんてのは少数派。たぶんみんな、離れられないだけなんだわ。親離れができないの。そんな大人未満の子供が先生様って踏ふん反ぞりかえって、教きよう鞭べん握にぎりしめてるんだから笑い話よね？」

　自じ虐ぎやく的にそう語って、留名は寂さびしそうに笑った。

「そっか、宇宙木ちゃんは、ちゃんとしてるんだ。どう？　満足？　勝ち誇ほこってるでしょ、今？　私を見下してさ──そうよ、私は失敗したわ。人生どっかで間ま違ちがえたわよ。恥ずかしい。毎日つまんない。恋こいもないし。面おも白しろいこともないし。あんたはどうよ？　毎日楽しいでしょ？　私よりずっと楽しいでしょう？」

「留名」

　私は哀かなしくなった。

「あんたが不幸なのは、私のせいじゃないわ」

「宇宙木ちゃん」

　留名は突っ伏ぷした。

「私さ、あんたのこと──昔から嫌いだわ」

　そう。

　私はあなたが好きでも嫌いでもない。

　興味がないわ。恥池留名。

　冷れい徹てつに見つめたら、留名は怯ひるんで、涙なみだ目めになって──目を閉じた。

「……ぅ……ぅう……」

　留名は本格的に酔よいつぶれて寝ねてしまったようで、かるい寝息をたてている。

　偶ぐう然ぜんに再会したのだ。二度と会うこともあるまいし。一時くらいは心地ここちよい時間を楽しませてあげてもよかったかもしれない。反省。愚ぐ痴ちらせて、嫌なことを言わせて、また傷つけたかもね。

　私もあまり成長はしていない。

　同い年だものね、留名。

　何となく心痛をおぼえながら、私は何気なく──窓の外を眺ながめた。そろそろ日が落ちる時刻だし、カーテンを閉めなきゃ外から丸見えだ、と思ったのだ。

　立ちあがり、窓辺に寄って。

　目を見開いた。

　空に気球が浮うかんでいた。

　気球である。背景は夜空。なのに自ら光を発しているように気球はよく見えた。月のように煌こう々こうとしている。たぶんライトアップしてわざと見えるように演出しているのだ。あの気球には覚えがある。そうだ、あの気球の持ち主は目立ちたがり屋なのだ。

「……忘れてた」

　目を凝こらす。不自然なくらいよく見えた。

　音は聞こえない。気球だ、静かなものだ。

　その乗客席。ちいさなゴンドラに──。

　うちの可か愛わいい居い候そうろう、ジグちゃんが縛しばりあげられ悶もだえている姿があった。

　怪あやしい石像のそばで、寝ずの番をしているはずだったのに。

「ごめんジグちゃん。そうだった。完全に忘れてたわ。今回の敵は怪造モン生物スターだけじゃなかったのよね──あの馬鹿馬鹿しい怪かい盗とうが、関わってるんだった」

　中学時代の同級生とお酒を飲んでいる場合ではない。

　私は留名を起こさないよう、無音で寮りよう母ぼ室しつを飛びだした。




　　　[image: ]




　その男は純白でした。

　仮装パーティかと思うほど派手な外見です。馬鹿じゃないでしょうか。年ねん齢れいはよくわかりませんが、奇き抜ばつな外見でさえなければ渋しぶくて素す敵てきなおじさまです。ただし純白のタキシードにシルクハット、これも白いマントをたなびかせて馬鹿笑いしているので頭の可か哀わい想そうなひとにしか見えません。

「わはははははは」

　彼は握にぎりしめたステッキを掲かかげ、意味なく笑っています。

「わはははは。わははははは。わはははははは」

　そして、そんな変態を眺めながら──。

　あたしは絶賛、攫さらわれ中なのでした。

　えぇと。状じよう況きようを説明しておきますと。

　まず午前中、この聖マーガレット学園にて潜せん入にゆう捜そう査さを始めたあたしと宇宙木ちゃん。初日ということであまり調査は進みませんでしたが、教職員のなかに恥池留名さんというらしい宇宙木ちゃんの知りあいがいて、わりとスムーズにあちこち案内してもらったりできました。

　宇宙木ちゃんが口を利きいてくれたおかげで、苛鈴ちゃんも教会への無断侵しん入にゆうをあまり叱しかられずに解放してもらえたようです。そこはまぁ良かったですねという話なのですが。

　調査にはあまり進展はありませんでした。

　そもそも今回の任務は、聖マーガレット学園で怪造学が関かかわっているらしい（確証はない）不可思議な現象があるから調査を、という内容でした。

　それこそが、恋れん愛あいを成じよう就じゆさせてくれる天使像。

　苛鈴ちゃんが教えてくれたちょっと浪漫ロマンちっくな噂うわさ話ばなしですね。

　しかしどうも生徒間に流れている噂と、実態はびみょうに異なるようでして。

　たしかに恋愛は成就するようなんです。

　無論、女子校ですからね──なかには女の子に恋こいしちゃう困ったさんもいるようですが、たいてい恋愛対象は校外の男性です。その男性との恋を成就させてほしい、という願いが大半なわけです。

　ですがまぁ聞いてみると、どうもそちらの男性には変化がない。自分を好きな女の子がいるとすら知らなかったひとが大半です。

　なのに願いをかけた女生徒たちは、みんな恋が叶かなったと主張しているのです。

　噓うそでも冗じよう談だんでもなく、本気で。

　彼ったらこんなことを言ってくれたの。

　彼といっしょにデートをしたの。

　手を握って。キスをして。毎日幸せ。

　みんな口を揃そろえてそう言います。

　けれど繰くりかえしになりますが、相手の男性はそんな女生徒の存在を知らない場合が大半なのです。彼らの行動を調べるかぎり、実際に会っている可能性は皆かい無むでした。変な言いかたですがアリバイがあったわけです。

　そして気になる報告として。

　天使像にて恋愛を叶えた女生徒たちは。

　彼氏とデートしているの、と異口同音に言っている、その時間帯──。

　虚うつろな目をして、天使像の周囲に集まっているところが目もく撃げきされています。

　後からその事実を指し摘てきしても『何のこと？』という反応らしいです。『その時間は愛いとしい彼氏と遊んでいたのよ？』っていうものです。

　教会が封ふう鎖さされていたのは、そんな女の子たちが集まってくるのを防止する意味あいもあったようです。まぁ裏口があったようで、意味はなかったみたいですが。

　その裏口にしても、確実に施せ錠じようしたはずなのに──。

　気づけば解錠されているとか。

　まるで天使像が自ら動き、内側から鍵かぎをあけているように。

　いかにも怪しいのですが、怪造モン生物スターの事件なら必ず感知できる《魔ま力りよく》とやらもなく、怪造モン生物スターだったとしても、そこに存在している理由がわかりません。

　怪造モン生物スターは限りなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカから、怪造モンス学者テイストに召しよう喚かんされることによって初めてこちらの世界に侵入できます。例外はほとんどありません。その例外にしたって、虚界アンダカと現界カナイの出入口たるアンダカストーンとかいうのが必要らしく、その物体もこの近辺では発見されていないとか。

　自然発生ではない。

　では何者かに召喚された怪造モン生物スターなのでしょうか？

　ですが、この近辺にいる怪造モンス学者テイストはおおむね執しつ行こう部ぶが詳しよう細さいを押さえています。聞きこみもしましたし、そちらの調査はオッサンがやっていますが──そういう在野の怪造モンス学者テイストの犯行ではないみたいです。

　怪造モン生物スターはそれを怪造した怪造モンス学者テイストと《魔力》で結ばれているので、現在、活動している怪造モン生物スターがいるなら必ず誰だれかに繫つながっているはずなんですね。でも在野の怪造モンス学者テイストたちにはその繫がりが見つけられなかった。彼らは無関係でしょう。

　そこらへんで捜そう査さが暗あん礁しように乗りあげ、もしや怪造学に関係ない事件なのでは──という考えすら浮うかびましたが、そこで不思議なのが怪かい盗とうの存在です。

　魑魅寺白幽斎。

　怪造学専門の怪盗。

　彼は聖マーガレット学園に予告状をだしています。学園内に存在する、怪造学においてもっとも価値のあるものをいただきに参上する。みたいな。

　つまり執行部にも調べきれていない、怪造学に関係する何かがこの学園にあるということです。それが何かはわかりませんが、どうも怪盗さんはそういう方面においては噓をつかないらしいので、まったくの口からでまかせではないでしょう──という話でした。

　で。

　宇宙木ちゃんは旧知らしい恥池さんにほぼ無理やりつれていかれ、あたしは怪あやしい天使像の寝ねずの番をすることになりました。石像そのものが怪造モン生物スターでないにせよ、ここが事件の中心なのは間ま違ちがいありません。監かん視ししていて損はなかろうということです。

　だからあたし、とりあえず眠ねむ気けを堪こらえながら頑がん張ばっていたのですが──。

「……ごめんなさいね……」

　捕ほ獲かくされ、縛しばられたあたしのそばで、申し訳なさそうな声が響ひびきました。

　見るとそこには、苛鈴ちゃんといっしょに教会で出会った、ちいさな女の子が正座しているのでした。さきほどあたしをお縄なわにしたのもこの子供です。

　騙だまされました。この子、寝ずの番をしているあたしに近づいてきて──あたしもちょっと油断して、独りが寂さびしかったしお喋しやべりしていたんですよ。それで差しいれだってこの子がもってきてくれたおにぎりを喜んで食べたら、眠くなって──気がついたら、気球の上でした。

　猿さる轡ぐつわを嚙かまされているので声がだせませんが、騙したな、と責めてみるあたしです。

　女の子は眉まゆ尻じりをさげ、ひたすら謝っています。

「そんなに殊しゆ勝しようになる必要はないぞ学まなぶくん！」

　そこを、馬鹿笑いをしていた怪盗──怪盗なんて生き物がたくさんいるわけがないですし、以前に見せられた写真と同じ顔です──魑魅寺白幽斎さんでしょう、彼は白い歯を煌きらめかせて指をぐっと立てました。

「私たちはそこの女の子の命を救ってあげたのだからね！　まぁ少しばかり手段は荒あらっぽかったが──緊きん急きゆうだったので仕方ない！　世間が許さなくても私が許すさ！」

　あなたに許されても。

　しかし、今なんか、違い和わ感かんがあったというか。

　あたしのそばで恐きよう縮しゆくしている女の子を眺ながめます。

　白幽斎さんは視線に気づいたのか、また無意味に笑いながら説明してくれました。

「あぁ、もう気づいているだろうが、そこにいる駒こま崎ざき学くんはこの学園の生徒ではない──私の助手だ！　正確には見習いだがね？　なかなか優ゆう秀しゆうで重宝しているよ！　やっぱり怪盗の助手といえば女装だろうねぇ、君！　そうは思わないかい!?」

　気やすく肩かたを叩たたかれます。
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　あの。不安定なゴンドラで派手に動かないでください。揺ゆれる。揺れますから。

　しかしまぁ──男の子ですか、この子。駒崎学くんといいましたか。まぁこの年とし頃ごろだとまだ性差がはっきりしませんしね。恥はずかしそうにしているところを見ると、べつに自ら望んでこんな格好をしているわけではなさそうです。

　怪盗は爆ばく笑しようし、ぱちんっとウインクしました。

「似合っているぞ学くん。とてもチャーミングだ」

「嬉うれしくないですけど……」

　学くんは死にそうな声をあげて、この変なおっさんに尋たずねました。

「しかし旦だん那なさま、宜よろしかったのですか？　てっきり僕は天使像のほうを盗ぬすむかと思ったのですが──この子ですか？　この子、執行部が保護しているんでしょう？　彼らと敵対するのはあまり得策とは思えませんが？」

「敵対するつもりはないさ。私と彼らは良き友人だよ。んっふっふ」

　不気味に笑って、白幽斎さんはこちらを値ね踏ぶみするように眺めています。

　あたしはその審しん美びするような視線が嫌いやで、身をよじります。

　どういうことですか？

　あたし、盗まれたのですか？

　どこかへ攫さらわれて金持ちたちのオークションに？

　あたしは可か愛わいいから高値がつきますよ？

「そうだ君は美しい。そして神秘に満ちている。まさに宝だ」

　褒ほめてくれる怪かい盗とうさん。

　あたしのなかで彼の評価が上じよう昇しよう中です。

　白幽斎さんはまた無む駄だにマントを翻ひるがえし、誰だれかに演説するような口調で叫さけびます。

「天使像？　あんなものに興味はない──それこそ執しつ行こう部ぶの管かん轄かつだろう？　美術品としては珍めずらしいかもしれないがね、あんな保存に困るものは入手してもしょうがないよ。売り飛ばすにしても扱あつかいが面めん倒どうくさい。部屋に飾かざって愛めでるにしても不気味だしね？」

　そこまで語って、彼は深く考えこみました。

「いや、前衛芸術としてはありか……？　今から盗んじゃおうかな？　でもなぁ、うぅん、ちょっと欲しくなってきた──学くん、どう思う？」

「石像なんか乗せたらこの気球が落ちます。重量で」

「あぁそっか」

　ぽんと手を叩き、怪盗は首をふった。

「では潔いさぎよく諦あきらめるとしよう。強ごう欲よくは身を滅ほろぼすしね。今はこの子を無事に奪だつ取しゆできただけで満足しておこうか」

「もごう」

　あたしは少し疑問に思って、声をあげてみました。

　猿轡のせいでうまく喋しやべれなかったので、親切に学くんがそれを取ってくれました。

　空気が美お味いしい。

「あのう、白幽斎さん？」

「『怪盗さん』で構わないよ」

「いやそんな恥ずかしい呼こ称しようは嫌ですが──そのう、あたしって何か価値があるんですか？　えぇと、あたし捨てられたり拾われたり忙いそがしいんですが、こうまでいろんなひとに狙ねらわれると自分が怖こわくなるんですけど？」

　すなおに気持ちを吐はきだすと、白幽斎さんは眉まゆをひそめます。

「おや、自分のことをご存知ない？」

　少しばかり思案して、彼は吐と息いき混じりに語ってくれました。

「ふむ。執行部の彼らが何も語らないなら、私から説明してしまうのはナンセンスと言わざるを得ないけれど──そうだね、ある程度は知っていてもいいかもしれない」

　そして怪盗の指先が、あたしの額に突つきつけられます。

「君はね、とある狂きよう気きの実験が生みだした偶ぐう然ぜんの産物なのだよ。その可能性、そして重要性は極きわめて高い。今の君にこんなことを語っても理解はできないと思うがね──『ヴェクサシオン』という、怪造学におけるひとつの到とう達たつ点に至る超ちよう生物がいる」

　ヴェクサシオン。

　知らない名前です。

「いまだ完成はしていない、理論だけの生き物だがね。その完成は間近だといわれている。そうだね、言い方は妙みようだがハードとソフトは完成しているんだ。あとはそれらを組みあわせて稼か働どうさせるだけ。そこで躓つまずいているかんじだがね──」

　ハードとかソフトという言葉の意味がわかりませんが。

「君はハードだ。超生物の雛ひな形がたたる、空っぽのハードなのだよ」

　理解──不能です。

　白幽斎さんもあえて謎なぞめかしているのでしょう、こちらの困こん惑わくを無視して語りたいことだけ語ってくれます。わりと自分勝手なひとのようです。

「『ヴェクサシオン』はあらゆる怪造モン生物スターを吸収し、取りこみ成長する。理想をいえば、というか目的とするのは虚界アンダカの全すべてを食い尽つくす『人工魔ま王おう』なのだろうが──試作型である君にはそこまでの機能はない。機能という言いかたはまずいか、能力かな？」

　あたしに言われても意味がわかりませんから。

「君の能力の上限はわからない。実験なかばで爆はぜ川かわ乱らん不ぷによって盗まれ、研究所から遠ざけられたようだからね──」

　乱不さん。

　あたしの飼い主だった怪造モンス学者テイスト。

　この怪盗さん、やたら詳くわしいですが──いったい、何者なのでしょうか？

　愉ゆ快かい犯はん的な、ただの厄やつ介かい者ものとは思えません。

「あぁ、怪造学については優ゆう秀しゆうな情報屋と知りあいでね。裏うら稼か業ぎようをやっていると互たがいにもちつもたれつだし、わりと優先的に情報を仕入れさせてもらっているのだよ」

　あたしの顔色を読んだのか、素す早ばやく説明してくれる白幽斎さん。

「彼女は怪造学にはあまり深入りしない方針のようだがね、裏社会では怪造学の情報や技術はけっこうもて囃はやされているのだよ。彼女も仕方なく情報は収集しているようでね」

　まぁ犯罪に利用しやすい技術ですからねぇ。

　おかげで執行部は毎日大おお忙いそがしなわけですが。

「その情報屋によると──『試作型ヴェクサシオン』の片割れである君のため、用意された怪造モン生物スターが三匹びきいる。君はそれらの怪造モン生物スターを喰くらい、吸収することでひとつの完成形態になるらしいのだ」

　すごい初耳ですが。

　あたしそんな集めて楽しい玩具おもちやみたいな生き物だったんですか。

「驚おどろくことはないよ。いろいろ辻つじ褄つまもあうと思うさ」

　白幽斎さんは微ほほ笑えみ、気取った仕草で帽ぼう子しを直しました。

「君のために用意されたのは陸海空の三種類の怪造モン生物スター──陸は《鉤ジト猫クネコ》、海は《忠宙ブラン虫キア》、空は《多眼マハカ天女リエル》だ。これらの怪造モン生物スターは人間から《魔ま力りよく》、つまり生命力を吸うという共通点がある。『ヴェクサシオン』の試作型とはいえ、この存在の最大の難点は燃費の悪さだからね。強大な存在を支えるため、《魔力》を集めるそれらの怪造モン生物スターの補ほ佐さが必要不可欠なのだ」

　うん？

　難しい話なので意味がとりづらかったですが、ひとつ聞いた名前がありましたね？

「《忠宙ブラン虫キア》？」

「そう。先日、君が戦った怪造モン生物スターだよ」

　お詳しいですね。

「ついでに言うと、君はすでに《鉤ジト猫クネコ》は吸収している。君が猫ねこの耳をつけた戦せん闘とう形態に変身できるのはそのおかげだ」

　そこまでご存知ですか。

「君は喰らった怪造モン生物スターを吸収し、自分のちからに換かえることができる。それが能力だ。だが怪造モン生物スターなら何でもいいというわけではない。喰えば喰うほど強くなるとはいえ、君はどうしようもなく人間でもある。強大すぎるちからを取りこむと耐たえられない。君は試作型だしね、全てを吸いこむ人工魔王には至らなかった」

　それが良いことなのか悪いことなのか判別がつきかねますが。

「とはいえ、話を聞くかぎり、君に喰われるために用意された《忠宙ブラン虫キア》と《多眼マハカ天女リエル》をも爆川乱不はいっしょに盗ぬすみだしたようだが、その二匹については誤って逃にがしてしまったようなのだよ。《忠宙ブラン虫キア》もこの近所を彷徨さまよって地域住民に被ひ害がいを与あたえていたのだろう？」

　そうですね。

　まぁ思いだすかぎり、乱不さんは逃がしたというより扱あつかいに困って捨てたようですが。研究所から逃げる途と中ちゆうで、何か巨きよ大だいな檻おりみたいなのをそのへんに放ほう棄きしていたような気がしますもん。あれがそうだったんですね。

　あそこから逃げだして、《忠宙ブラン虫キア》は自由となり、人間を襲おそった。

　そういえばオッサンも誰だれが《忠宙ブラン虫キア》を怪造したのかわからない、不意に現れたようにしか思えない、と首を傾かしげていましたね。そういう経けい緯いがあったんですか。

　とにかく、本来、あたしに食べられるはずだった《忠宙ブラン虫キア》は討とう伐ばつされました。話を聞くにもう一匹、《多眼マハカ天女リエル》というのがどこかをうろついている可能性がありますが──。

　そこまで聞けば、いくら察しの悪いあたしでもわかります。

　もしや今回の事件を起こしている、どこから現れたのかもわからない、正体不明の怪造モン生物スターは。

　そんなことを考えていると、白幽斎さんは優やさしく微笑みました。

「どうするね？」

　まだ縛しばられたままのあたしに、まるで父親のような表情で。

「私は盗む相手に自由意思がある場合、必ず確かく認にんするようにしている。私に盗まれるか、盗まれないかをね。無理に奪うばうのは強ごう盗とうであって怪かい盗とうではない。それが私の美学だ」

　面おも白しろいひとですね。

　泥どろ棒ぼうのはずですが、何となく憎にくめません。

「君が望むなら、私は君を盗まない。だが君が私に盗まれるなら、私は必ず君を守る。良いい服を着せ良いものを食べさせ、安楽な生活を保障しよう」

　それは、ちょっとだけ魅み力りよく的な提案でしたが。

「君は間もなく今より過か酷こくな現実と相対することになる。あるいは死ぬことになるかもしれない。私は君という芸術品がそのようなかたちで失われることを望まない。ゆえに盗んでしまいたいが──無論、君の自由だ。未来を選びたまえ。君にはその価値がある」

　あたしは招くように伸のばされた怪盗の掌てのひらを見つめ、笑いました。

　答えは考えるまでもないのでした。

　わがままで幼い、ずいぶんと馬鹿げた選せん択たくかもしれませんが。

「ごめんなさい」

　首をふります。

「あたしは二度と、誰かの飼い犬にはならないって、決めていますから」

　安楽は要いりません。

　ご主人様も要りません。

　あたしの飼い主は、あたしだけです。

「ならば私はそれを尊重しよう」

　潔いさぎよく笑って、怪盗はあたしの頭を撫なでました。

「宝は、それがいちばん輝かがやく場所に置くべきだ。そこが私の懐ふところのなかなら、最善だったのだがね──だが君は美しく飾かざりたてた檻のなかよりも、野山を駆かけているのがもっとも輝かしい麗うるわしの獣けものだよ。いいだろう、誇ほこり高く輝きたまえ！　わはははは！」

「諦あきらめがいいですねぇ」

　呆あきれながら、何やら格好つけて変な姿勢になっている怪盗を眺ながめます。

「わざわざ気球まで用意して、あたしをここまで運んだのに」

「あぁ、何やら誤解があるようだが」

　白幽斎さんは事もなげに、意外なことを述べてきました。

「君を気球に乗せたのは、何も盗みだすためじゃない。緊きん急きゆう避ひ難なんだよ──美しいものが壊こわされようとしているのに、黙だまって見ている馬鹿がいるかい？　あの場所は危険だったんだ、君を守るにはこうするしかなかった」

「場所？　あの教会ですか？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべるあたしの耳に、そのとき聞き覚えのある声が届きました。

「ジグちゃん！」

　気球のゴンドラから身を乗りだし、眼下を眺めます。

　薄うす暗ぐらい校内。あちこちの水銀灯と月明かりが照らすなか、宇宙木ちゃんが相変わらず綺き麗れいな立ち姿でそこにいます。腰こしに手を当て、すごい剣けん幕まくで、こちらを睨ねめあげています。

「こら馬鹿怪盗！　うちの愛まな娘むすめを返しなさい！　ぶっ殺すわよ！」

　宇宙木ちゃん。もうちょっと直球以外も投げる努力をしてください。

　白幽斎さんも下界にいる宇宙木ちゃんに気づいたのか、深々と溜ため息いきをつきました。

「相変わらずだねぇ、彼女。それなりに長い付きあいだけど、私は笑え顔がおを見せてもらったこともないよ。それは私が盗むに値あたいする宝の煌きらめきだろうに！」

「気持ち悪いこと言ってんじゃないわよ、ボケ怪盗！　撃うち落とすわよ！」

　銃じゆうを振ふり振り威い嚇かくする宇宙木ちゃん。

　そこが学校だろうと構わず銃器を持ちこむ。それが宇宙木ちゃん。かっこいい。

「早いところジグちゃんを解放しないと──」

　まだ何か騒さわいでいた、その言葉を遮さえぎるように。

　突とつ然ぜんでした。

　宇宙木ちゃんが立っていた真横。陽ひが落ちた世界で見るとむしろ不気味な十じゆう字じ架かが立った教会。その壁かべが音をたてて震しん動どうし、内側から壁へき面めんを突つき破って何か得体の知れない灰色の物体が飛びだしてきました。

「きゃっ!?」

　滅めつ多たに実戦には参加しない宇宙木ちゃんですが、そこは百ひやく戦せん錬れん磨まの執しつ行こう部ぶ、いきなりの事態にも咄とつ嗟さに反応して地面を転がって回避。可か愛わいい悲鳴をあげると、長い髪かみをかきあげて叫さけびました。

「何よ今の!?」

　その視線の先。

　教会の壁を蹴け倒たおして。

　予想どおりというか何というか。絵え面づら的には怖こわすぎることに。

　粉ふん塵じんを舞まわせ、天使の石像が現れていました。
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　動く石像。

　偶ぐう像ぞうの怪物とはまた古風な化け物が現れたものだ、と──私はわずかに動どう揺ようしながらも冷れい徹てつに考えていた。瞬しゆん時じに身構え、手に握にぎりしめたままの銃器を構えたりしつつ。

　虚界アンダカの怪造モン生物スターには訳のわからない造形のものも多いが、こういう御お伽とぎ噺ばなしにでてくるようなわかりやすい姿形をしたものも少なくはない。それこそ竜りゆうとか、巨きよ大だいな蛸たことか、グリフォンとかね。

　動く像というのもわりとよくある化け物だと思う。古くは狛こま犬いぬやガーゴイルから、新しいところだと走り回る二にの宮みや金きん次じ郎ろうとか。舞ぶ台たいも学校だし、お誂あつらえ向きだ。

　だから何だという話だが──。

　ともあれ敵は動く石像のようだった。

　教会に不意に現れたという、曰いわくつきの天使像。

　いかにも怪あやしかったので陽が高いうちにも詳くわしく調べたのだが、そのときから変形していなければ全長は約三メートル超ちよう。殴なぐりあうにはいかにもでかい。安置されていたときは翼つばさを折り曲げていたが、今は大きく広げているので見た目も威い圧あつ的である。

　教会の壁をぶち破り、石像はよたよたっ、とした動きでまろびでてきた。

　月光に照らされて、その灰色の身体からだは動く屍し体たいのようで──ぞっとしない。

　天使、というと綺麗な印象があるが、この石像に関しては不気味である。

　完かん璧ぺきな黄金律の肉体。ただしありえない巨大さ。それだけでも異様なのに、肌はだは石像の灰色。背中から生えた翼は白鳥よりも蝙蝠こうもりのそれに似ていた。当然、全ぜん裸らだが──性別はよくわからない。女性の身体のようなのだが、起き伏ふくがなめらかでマネキンみたいだ。

　生物的な気配はない。

　だが動いている。

　その理由をすぐに私は知る。

　ぼろぼろ。ぼろぼろ、と石像の表面が剝はく離りしている。否いな、さながら卵の殻からを剝むくように、その生き物は身体の表面を糊こ塗とした石の部分を引っぺがしているのだ。内側から現れたのは、肌の色はそのままながら動物的な躍やく動どうをもつ体たい軀く。灰色の筋肉。灰色の爪つめ。

　もっとも気味が悪いのは、その頭部だ。

　複眼である。

　本来、顔面があるべき位置を巨大な眼球が埋うめており、その周りに大小無数の眼球が散乱している。ここからは見えないがおそらく後頭部も同じだろう。眼球だらけの頭部だ。生物としてあるべき器官がいくつも見当たらない。虚界アンダカの怪造モン生物スターには常識が通用しない。

　あちこちに石を貼はりつかせたまま、正体を顕あらわした天使は高々と吼ほえた。

　蟬せみの鳴き声じみた、気ぜわしい咆ほう哮こう。

　悠ゆう長ちように眺ながめている暇ひまはなかった。

「────」

　相手の異様さに立ちすくんでいた私に、目にも留とまらぬ攻こう撃げきがきた。

　予備動作がまったくない。

　相手は複眼でものを見ている。周囲全すべてが視界のなかだ。顔を動かす必要もなく私という外敵を察知し、排はい除じよすべく仕し掛かけてきた。

　本能的にそれを察し、慌あわてて跳とびのいたので詳しよう細さいは摑つかめなかった。

　舗ほ装そうされた学園の通路を転がり、回かい避ひする私の後方で、水銀灯がへし折れて倒たおれた。

　わずかに見えた。

　たぶん──羽だ。

　天使の背中から生えた異形の羽。それが蛙かえるの舌のごとく伸のびて私を狙ねらったのだ。威力の程ほどは無む惨ざんに破は壊かいされた水銀灯を見ればよくわかる。鞭むちの柔じゆう軟なん性と大たい砲ほうの攻撃力を兼かね備えた厄やつ介かいな得物だ。

　おまけに容よう赦しやがない。

　天使の羽は二枚ある。それらが次々と放たれては私を狙ってくる。私はからくも逃にげまわりながら、反撃の糸口も摑めずに歯は嚙がみする。

　あまり良くない展開だ。

　こちらとしてはまだこの学園での事件が怪造学と関係しているか、それすらも摑めていない状じよう況きようだったのだ。当然、関かかわっている怪造モン生物スターの種類も読めておらず、戦せん闘とうの準備はしていない。無論、最低限は考えていたが、仮にも学校の敷しき地ちに大がかりな兵器類を持ちこむわけにもいかなかったし。
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　きちんとした装備さえあれば、さほど脅きよう威いではない相手なのに。

　何で急に暴れだしたのだ？

　隠かくれ潜ひそみ、その正体を摑ませない用心深い怪造モン生物スターだと思っていたのに、いきなりこんな目立つ真ま似ねをするなんて──道理にあわない。

「宇宙木ちゃん！」

　まだ縛しばられたままのジグちゃんが、気球のゴンドラで大声をあげた。

「その怪造モン生物スターは《多眼マハカ天女リエル》っていうらしいです！　えぇっと、よくわかりませんがあたしが食べるためのやつみたいで！　乱不さんがうっかり逃がしちゃったやつです！」

　なるほど。

　いまいち要領を得ない説明だが、何となくわかった。私はそれなりに調べて、うちの上司やジグちゃんよりも彼女の事情について知っているつもりだ。ジグちゃんがどのような存在なのかも、おぼろげながら察している。

　あの天使──《多眼マハカ天女リエル》か、厄介な名前だ。

　あれが急に攻撃的な行こう為いを始めたのにも、それなりに辻つじ褄つまがあってくる。

　あの《多眼マハカ天女リエル》が事実、ジグちゃんに捕ほ食しよくされるために怪造された怪造モン生物スターだとして──自分でもそれを弁わきまえていたらどうする？　怪造モン生物スターは決して怪造モンス学者テイストの命令に絶対服従するわけではない。自分の命を危険に晒さらすようなことは望まない。恐きよう怖ふし、ジグちゃんという捕食者を、天敵を撃破するため攻撃を開始してもおかしくない。

　何も知らず、ジグちゃんを教会に寝ねずの番にやったのがまずかった。

　喩たとえは変だが餌えさをつけた釣つり針を放ほうりこんだようなものだ。効果は覿てき面めんだった。身近にいる脅威に我が慢まんできなくなった《多眼マハカ天女リエル》は、石像のふりをやめて暴れだした。

　石像のふり。

　そうか、と私はこれもひとつの推理を成立させる。《多眼マハカ天女リエル》はジグちゃんの超ちよう感覚にも、私の調査にも引っかからなかった。堂々と教会のなかにいたのに、だ。

　その理由がわかった。

《多眼マハカ天女リエル》が《忠宙ブラン虫キア》と同様に研究所から盗ぬすみだされ、その後に逃とう走そうした怪造モン生物スターなら、それは放浪ワイルド怪造・モン生物スターだ。誰だれとも繫つながっていない。少なくともそうでないと、爆川乱不が研究所から盗んでも意味がない。研究所の人間と繫がっているなら、いくらでもその繫がりを探知して追いかけられ、居場所を突つきとめられてしまうからだ。

《多眼マハカ天女リエル》は誰とも繫がっていなかった。そう考えるしかない。

　だが怪造モン生物スターは《魔ま力りよく》を常に補給しないとこの世界に留とどまれない。

　自分を怪造した怪造モン生物スターとの繫がりを断たち切られたなら、彼ら放浪ワイルド怪造・モン生物スターがこの世界で生きのびる方法はひとつしかない。

　人間を襲おそうのだ。

《忠宙ブラン虫キア》はわかりやすいかたちで人間から《魔力》を吸った。六人もの罪のない一いつ般ぱん人じんを襲しゆう撃げきし、捕食しその生命力を得たのだ。その行動は悪目立ちし、執しつ行こう部ぶも早めに反応して退治することができた。

《多眼マハカ天女リエル》はもうちょっとだけ姑こ息そくだった。

　この学園の伝説を思いだす。

　恋れん愛あいを成じよう就じゆさせてくれる天使像。

　そんな噂うわさを聞きつけて、獲え物ものは自分から近づいてくる。《多眼マハカ天女リエル》は苦労することなくそんな彼女らから生命力を吸う。噂うわさ話ばなしから鑑かんがみるに、たぶん幻げん覚かくを見せて幸せな夢に浸ひたらせている間に、身体からだのどこかに自分の器官を突き刺さして生命力を吸っていたのだ。

　調べてみないとわからないが、被ひ害がい者しやの女の子たちは生命力が枯こ渇かつし、まずい状態かもしれない。あまり目立たないように、ゆっくりゆっくり吸っていたようだから、深刻な状態にはなっていないだろうが──。

　そうやって、自分がこの世界に存在するのに充じゆう分ぶんな生命力だけを確保して。

　さらに《多眼マハカ天女リエル》は仮死状態になっていた。

　自らの身体の表面を石せつ灰かい質で覆おおい隠し、《魔力》の漏ろう洩えいを最低限に抑おさえていた。ほんとうに石像と見分けがつかないくらい、それは完かん璧ぺきな擬ぎ態たいだった。まんまと騙だまされた。こちらの世界にも無生物になりすましたり、仮死状態になって捕食者の目をごまかす生物がいるが──そこまで考えが至らなかった、私は迂う闊かつだった。

　だがそんな小細工を弄ろうしてまで隠れていた《多眼マハカ天女リエル》は、捕食者たるジグちゃんの登場により慌あわてて仮死状態から復帰、今こうして自らにとっての危険を排はい除じよするために必死で暴れている。

　時刻が昼間じゃなくて、周りに一般人が少なかったのが不幸中の幸いだが──学園から外に逃にがせば今度は《忠宙ブラン虫キア》のように無差別にひとを襲いかねない。

　ここで倒たおすしかない。

　私は縦じゆう横おう無む尽じんに走りまわる天使の羽を避さけながら、隙すきを見つけて銃じゆう撃げきする。

　喧けん嘩かは得意ではないというのに。

　だが背に腹は代えられない。

　とにかくこのまま射殺するか、重傷を与あたえて虚界アンダカへ送りかえすしかない。説得が通じる相手には見えないし、怪造モン生物スターを相手にそんな悠ゆう長ちようなことができるとは、私もそれなりに経験を積んだ今は思っちゃいない。うちの上司ほど徹てつ底ていはできないけど。

　私たちは怪造モン生物スターとわかりあえない。

　ここは私たちの世界で、彼らは異世界からの来訪者だ。

　そこには断絶がある。

　何度も訓練した拳けん銃じゆうの射撃動作だ、狙ねらいは外さない自信がある。だが敵は化け物だ──こんな程度ではどうにもならない。

　ぎょろり、と天使の複眼が反応する。

　瞬しゆん時じに羽が振ふるわれ、銃じゆう弾だんを叩たたき落とした。

「噓うそでしょ……!?」

　どんな反応速度だ。

　あの複眼、軍事レーダー並みの精度なのか。

　驚おどろき、啞あ然ぜんとして──反応が遅おくれた。

　天使の羽は二枚ある。一枚を防ぼう御ぎよに使っても、もう一枚は現げん役えきだった。その灰色の鞭むちは茫ぼう然ぜん自じ失しつする私を的確に打撃し、吹ふっ飛ばした。

　枯かれ木のように空を舞まう。

　腹部に直撃した。痛みに思考が消えそうになる。花か壇だんに頭から突っこんだ。

　あぁもう最悪。

　やばい。相手の鞭は変へん幻げん自じ在ざい。一発で即そく死ししなかったということは、殺傷力はあまりないだろうが──動けなければ話は同じだ。何度も何度も殴なぐられて無む惨ざんな撲ぼく殺さつ屍し体たいになることになる。あまり好ましい死に様ではない。

　だが動けない。あどけない花々を蹴け散ちらし、何とか立ちあがろうとするが──遅おそい。相手は待ってくれない。くそ。ここは地域住民のことなど無視して避ひ難なんし、態勢を立て直してあらためて殲せん滅めつするべきだったか？

　悔くやんでみても後の祭り。

「宇宙木ちゃん！」

　頭をぶつけたせいで意識が朦もう朧ろうとした私の前、颯さつ爽そうと登場する誰だれかがいた。

　驚いた。それはジグちゃんだった。あまり高度はなかったとはいえ気球から飛び降りて、見事に着地したのだ。すでに彼女は猫ねこの耳と尻尾しつぽをもつ戦せん闘とう形態に変化している。何度も回転し衝しよう撃げきを殺し、まさに猫のように着地したのだ。

　そして彼女は凄すさまじい動体視力で、私を叩きつぶさんと飛来していた天使の羽を鷲わし摑づかみにした。羽は二枚。ジグちゃんの手もふたつ。両手で羽を一枚ずつ握にぎりしめ、腕うでや肩かたの筋肉を隆りゆう起きさせ彼女は踏ふんばっていた。

　すごい馬力だ。人間離ばなれしている。おまけにジグちゃんは──それだけでは許さず、大口をあけると天使の羽に思いっきり嚙かみついた。

　悲鳴があがった。

　羽にも痛覚があるのか、天使がどこからともなく声をあげている。灰色の羽から妙みように青々とした流血が迸ほとばしった。

　堪たまらず羽が引っこめられる。ジグちゃんは弾丸になった。相手が驚き、痛みに悶もだえているうちにたたみかけるつもりだ。舗ほ装そうされた地面を皹ひびが走るほど強く踏みしめ、跳ちよう躍やく──両手を握りしめ、真上から攻こう撃げきを仕し掛かける。

「その気持ち悪い顔面を切り裂さいてあげます！」

　あ。ジグちゃん。自分の口調を忘れてる。変身したときは語ご尾びに『ニャア』ってつけていた記き憶おくがあるのだけど。興奮して忘れてるのかしら。

　だが相手は複眼。死角はない。

　人間ならば盲もう点てんとなった真上からの攻撃にも、ぎょろり、と複眼のひとつが反応。傷ついていないほうの羽が素す早ばやく疾しつ空くうし、蠅はえ叩たたきのようにジグちゃんを打ち落とした。

「ぎゃんっ!?」

　天使は動いていない。両手を広げ、不気味な裸ら身しんを晒さらしたまま──複眼と羽により的確に攻撃してくる。その姿は動物というより、近づくものを自動的に捕ほ食しよくする食虫植物を思わせた。

　だが相手は放浪ワイルド怪造・モン生物スター。持久戦になれば弱い。戦闘には多くの《魔ま力りよく》を消費するのだ、最悪、長期戦を覚かく悟ごすれば何とでもなる。ジグちゃんが時間を稼かせいでくれているうちに、うちの上司に連れん絡らくをとって、兵器類をもってきてもらえれば──。

　そんな私の甘い目もく論ろ見みは、その数秒後に裏切られる。

　最悪のかたちで。

「宇宙木ちゃん、あれ見てください！」

　ごろごろ地面を転がって、ジグちゃんは私の元まできた。私を守るように立ち、ようやく体勢を立て直した私の視線を導くように指さして。

　愕がく然ぜんとする。

　嵐あらしのなかの柳やなぎのように羽を舞い踊おどらせている《多眼マハカ天女リエル》──その後方に、ゆらりと現れる人ひと影かげがあった。
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　ある程度は予想していた。

　だからといって動どう揺ようがなかったかといえば、そんなことはない。

　それは留名だった。恥池留名。

　友達ではない。敵ですらなかった。それほど長くもない人生のなかで、いっとき、交差した旧ふるい知りあい。中学時代の同級生。彼女とここで偶ぐう然ぜんに再会して、珍めずらしい縁えんもあったものだ、とお酒でも吞のんで別れられたら最善だったのだが──。

　怪あやしいところはあった。

　いちばん最初の疑念は、今け朝さだった。

　閉へい鎖さされている教会に、何で寮りよう母ぼでしかない留名がいたのか。関係ないではないか。見回りをする意味もない。だが彼女が天使像と何らかの関かかわりがあったのだと、そう考えれば辻つじ褄つまはあう。

　彼女が《多眼マハカ天女リエル》の飼い主だったのだ。

　否いな、その関係はたぶん犯罪者を匿かくまう、程度のものか。

　あるいは──。

「宇宙木ちゃん」

　超ちよう感覚を備えたジグちゃんが、留名と《多眼マハカ天女リエル》を見比べてつぶやいた。

「繫つながっています。《魔力》で。経パ路スができて、生命力が流れこんでます」

　推理がいくつも脳内で組みたてられ、同時にいくつかが却きやつ下かされ、解答を得る。

　考えるのは得意だ。

　留名に怪造学の素養はない。狭せまい業界だ、昔の知人がこの業界に関わったなら嫌いやでも耳に入ってくる。《多眼マハカ天女リエル》は階級こそ高くはないが、有害指定をされており怪造には厳しい制限が設けられている。怪造モンス学者テイストの資格がないものが扱あつかうことはできない。

　怪造モンス学者テイストに恥池留名という名前はいない。

　在野の研究者という可能性もあったが、留名の部屋を見ればわかる。あれは怪造モンス学者テイストの部屋ではない。お金も何もかも全すべて捧ささげて手に入る名めい誉よも実力もほんのわずか。そんな業界だ。片手間で《多眼マハカ天女リエル》なんて呼びだせるわけがない。

　それに、そうだ──《多眼マハカ天女リエル》は研究所から盗ぬすみだされ、その後に逃とう走そうし放浪ワイルド怪造・モン生物スターとなったのだ。

　おそらく留名は寄生されているだけ。否、器官を突つき刺さされ、《魔力》を搾しぼりとられているだけ。取り憑つかれているに等しい。嫌な響ひびきの言葉だ。寄生。取り憑く。

　留名、あんたは何にでも成れるはずだったのに──その身体からだは、未来は、怪造モン生物スターなんかに奪うばわれる必要はなかったのに。

　私は歯は嚙がみし、確かく認にんのために呼びかけてみた。

「留名！」

　彼女がただ取り憑かれ、操あやつられているなら救いはある。ほかの被ひ害がい者しやになった女の子たちのように、幸せな夢を見せられて生命力を吸われるだけの苗なえ床どこなら。彼女に罪はない。哀あわれなだけだ。救いたいとすら思える。

　だが仮に。

　仮に、これが彼女自身の意志なら。

「変な縁だねぇ、宇宙木ちゃん」

　留名はしっかりした目つきで、私を眺ながめて艶えん然ぜんと笑った。

「宇宙木ちゃんの今の仕事って、ふぅん、こっち方面のなの？　あたしは詳くわしく知らないんだけど──もしかして、この子を殺したり、消したりするつもり？　だったら許さないわよ、この子はあたしにとって救いの天使なんだから……」

　操られてはいない。

　むしろこの《多眼マハカ天女リエル》を利用し、益を得て、共犯関係にあるのなら──。

　私はね、あんたを放ほうっておくわけにはいかないのよ。留名。

　私は銃じゆうを地面に向ける。誤って撃うって留名に当たったら大変だ。友達ではないのだけど。さすがにこの手で射殺すれば寝ね覚ざめが悪い。その権利はあるし、行こう為いは許されているのだけど、私に度胸がない。事件解決の難易度があがった。

　何で出てきたのよ。馬鹿な留名。

　面めん倒どうなことになるわよ。

「いちおう確認しておくわ」

　私は厳しく、甘えを許さずに問いかけた。

　それは留名にというより、自分に覚かく悟ごを決めさせる言こと霊だまだった。

「その《多眼マハカ天女リエル》──天使像のやっていること、知らないわけじゃないでしょう？」

「えぇ」

　何を今さら、というように留名は肩かたをすくめた。

　まだ酔よいが残った顔色。防寒のためか修道着をまとっている。

　異形の天使像の前で、彼女は異教徒のように。否、魔ま女じよのように異質だった。

「でも宇宙木ちゃん、勘かん違ちがいしないで。あたしは何も悪いことをしてないのよ。そんな目で見るのはやめて？　お友達でしょう？」

「友達じゃないわ」

　感情を抑おさえて言うと、そうだったわね、と留名は寂さびしそうに笑った。

　そして巨きよ大だいな石像に寄り添そうと、稚ち気きに溢あふれた表情で語る。

「あたしはね、宇宙木ちゃん。敬けい虔けんな信者よりも天使になりたい。天使よりも神様になりたい。こんな学校に神様はいない。だけど天使はいたから、あたしはその手助けをして神様になるの」

「戯たわ言ごとはよして。頭痛がするわ」

　私は夢見がちな子供みたいな留名が、痛々しくて告げた。

「人間のくせに。何が神様よ？」

「神様にだってなれるわ。あたしは大した人間なんだから」

　ぶつぶつ譫うわ言ごとをつぶやいている。

　留名。留名。それ以上、愚おろかに壊こわれないで。

「あたしはね、いちばんの幸福ってのを理解してるの。だから偉えらいのよ。誰だれもあたしを責めなかったわ。むしろ感謝したんだから。みんなが祈いのったのよ。恋こいを叶かなえてくださいって。幸せにしてくださいって。この天使はそれを叶えたのよ──だから、天使なのよ！」

　都合のいい妄もう想そうじみた夢を見せて。

　それを幸福と名づけるのか。

　似たようなもんだろうけど。

　私は御ご免めんだわ。

「あたしは正しいことをしているの！　だから大した人間なんだわ！　だから幸せになる権利があるの！　必然がね！　馬鹿な子供たちは要求すればお金を払はらってくれた──お金が貯たまった、みんな感謝してるし、もうちょっと稼かせいだらもっと良いい仕事を探して！　恋人をつくって、家を買って、幸せに──幸せになるのよぉ！」

　大人になって。

　幸せな時代は終わる。

　子供だから。可か愛わいらしいから。生きているだけで素す晴ばらしいから。そんな御お為ためごかしで甘やかされて、無条件に愛される時代は終わる。

　でもそれは子供扱あつかいをされなくなったってこと。

　手加減がなくなったってことは、対等な存在だと認められたということ。

　大人になるというのは、そういうこと。

　でもそれが我が慢まんできないひとたちがいる。

　いつまでも子供でいることにこだわる、怠なまけものども。

　私たちは大人になってしまったのだから。先の大人たちにこの世界を託たくされて、維い持じしていく義務があるのだから。いつまでも依い存ぞんして甘えていてはみんなが不幸になる。次の時代をつくっていく子供たちに、より良い世界をバトンパスするために、汗あせ水みず垂らして毎日働いて──それが、大人の義務だ。存在意義だ。

　怠けて甘えるだけなら寄生虫だ。

　この社会を、文明を、衰すい退たいさせる怠けものども。

「いつまで子供のつもりなのよ……！」

　私は吼ほえた。柄がらにもなく叫さけんだ。同い年の旧ふるい知りあいに、似合わない怒ど号ごうを放った。何が変わるとも思えない。子供の癇かん癪しやくと同じだ。でも許せなかった。私が努力している横で。死に物狂ぐるいで戦っているそばで。同じ齢よわいを重ねたものが醜しゆう態たいをさらしているのが我慢ならない。

　あんたは何にでも成れるはずだったのに。

　何にも成らずに蛹さなぎのなかで、そのまま腐くさっていくつもりか。

　怠けものめ！

「な、何よ。何なのよ。何様よ」

　留名は怯ひるんだ。自分の言葉に協調し、私が称しよう賛さんするとでも思ったのか？

　子供らしいことを言えば、可愛い、などと言うとでも？

「あ、あ、あんたなんか嫌きらいよ！　昔から嫌いだったわ！」

　その次は拒きよ絶ぜつか。

　自分を甘やかしてくれないものを遠ざけて。

　嫌いなものを削さく除じよして。

　周りから気に食わない汚きたないものを全すべて掃そう除じすれば、天国になると思っている。身のまわりだけ片付けて褒ほめられるのは子供のころだけだ。自分の世界に引きこもってきちんと生きないのは怠たい慢まんが過ぎる。

「だから何よ」

　私は真っ向から留名に向きあう。

「子供のころ、ちやほやされるのに慣れてしまったのは不幸ね。子供は元気で明るく可愛いのがいちばん。健すこやかに育ってくれたら花丸で満点。それだけでみんな褒めてくれるし、優やさしくしてくれる。そんな連中しか認められないのは狭きよう隘あいだわ」

　大人になって。

　無条件に愛される時代は終わる。

　働いて。役目を果たして。結果をだして。

　ようやく褒められる大人社会。

　馴なれあいの甘えが存在しない代わりに、そこにはひとりの人間として認められる充じゆう実じつ感かんがある。噓うそばかりの怠けものの天国より、よほど実感のある幸福がね。

　嫌いだ。

　大嫌いだ。

　そう悲鳴をあげたら汚くて嫌いやなものを遠ざけてもらえるのは、子供のころだけ。

　大人になったら嫌いな相手ともてきとうに折りあいつけて、嫌な相手にも笑え顔がおで接して、礼れい儀ぎ礼節を弁わきまえて、相手もそれは同じなんだから──そういう約束事を果たしさえすれば、社会は廻まわるし結果もでるし、何とかなるんだから。そうでなきゃ廻らないんだ、人間はたくさんいるんだから、嫌いな相手をいちいち遠ざけていては何も動かない。

　大人なんだから我慢しろよ。

　そんなの面めん倒どう臭くさいっていうなら怠慢よ。

　甘やかされたいなら恋れん愛あいをすればいい。互たがいに相手を慈いつくしむ契けい約やくをね。でもそれは子供のころに絵本のなかに見た、それさえあればハッピーエンドっていう魔ま法ほうじゃない。

　無む味み乾かん燥そうな数字が支配するこの社会では、恋愛すらも救いにならない。

　だから子供のままでいたいとう、留名の気持ちはわかるけど。

「ねぇ留名、私たちは大人になってしまったのよ」

　それを自覚できないのは怠慢だ。

「あ、あたしは──」

　留名は悲痛に吼えた。わがままを叫んだ。

「大人になんか、なりたくなかったっ。子供のままでいたかった！」

「そんな願いは」

　私は諭さとした。せめてもの情けで。

「天使にだって叶かなえられない」

　叶えちゃいけない。

　ねぇ留名、大人が誰だれもいなくなった社会なんて──たぶん天国じゃない。

　怠慢ゆえに崩ほう壊かいする、ソドムのような地じ獄ごくだわ。

「何よ、何よっ。偉えらそうに！　あんたに何がわかるのよ!?」

　留名はぼろぼろ涙なみだを零こぼした。彼女は何を怒おこっているのだろうか。何が不安なのだろうか。何が気に食わないのだろうか。えぇ、私にはわからないわ。

　馬鹿な留名。

「あんたなんか、誰かを好きになったこともないくせに……！」

　留名のその言葉を最後に、対話の無意味を悟さとって、私は大きく手を挙げた。

　指を鳴らす。

　会話で時間を稼かせぎながら、私はひそかに合図を送っていたのだ。無論、留名も完全に忘れているのか、意識の外にだしているのか──敵とすら見なしていなかったのだろう、気球で今も仁に王おう立ちしている馬鹿っぽい怪かい盗とうに向けて。

　直後、ゴンドラで両手を広げた怪盗、魑魅寺白幽斎は。

「なかなかの名演説だったよ。おひねりを差しあげよう」

　茶化すようなことを言いながら、目め一いつ杯ぱいに煙えん幕まく弾だんを放った。

　あの白幽斎という男、暴力を好まないので武装はしていないが、怪盗なので逃にげまわるための準備は大量にしているのだった。煙幕もそのひとつ。以前に取り逃がしたときに使用された経験があるので、今回ももってきているのではないかと推測したのだが。

　読みどおり。

　相手もこちらの意図を察し、的確に動いてくれた。

　まったく。敵なんだか味方なんだか。憎にくめない男だ。だが役にはたつ。せいぜい利用させてもらおう──それが、大人の処世術なのだ。

「ジグちゃん」

　素す早ばやくそばで動どう揺ようしているジグちゃんに耳打ちし、作戦を伝える。すなおな彼女はすぐに頷うなずいてくれて、私をお姫ひめ様さま抱だっこすると猛もう烈れつに走った。

　狙ねらいは《多眼マハカ天女リエル》。

　いかな複眼といえど、全てを煙幕で隠かくされてはどうしようもない。それでも流石さすがというべきか、近づく足音でも察したのか、かろうじて姿勢を正して背中の羽を隆りゆう起き。こちらを撃げき滅めつせんと伸のばしてきた。

　だが遅おそい。ほんのわずかの反応の遅ち延えんが命とり。

「えいやっ！」

　ジグちゃんが身を翻ひるがえし、思いっきり私の身体からだを投とう擲てきした。

　放たれた羽の攻こう撃げき。その隙すき間まをすりぬけ、撃げき墜ついも許さぬ速度で滑かつ空くうする。そんな行こう為いをするとは思わなかったのだろう、羽は走りつづけるジグちゃんを狙うばかりでこちらに対応できない。羽は二枚でも頭はひとつ。咄とつ嗟さの事態には反応が遅おくれる。

　慌あわてて天使が羽を引き戻もどしたときには、もう間合いだ。

　私はなりふり構かまわず天使の身体に飛びつくと、容よう赦しやなくその複眼だらけの頭部に銃じゆう弾だんを放った。怪造学会執しつ行こう部ぶの装備だ。怪造モン生物スターとの戦せん闘とうを考こう慮りよして改造されている。柔やわらかい眼球を露ろ出しゆつさせているのだ、弱点丸出し──そこを狙えと言っているようなものだ。

　見事、銃弾は異形の怪造モン生物スター、《多眼マハカ天女リエル》の頭部を撃うち砕くだき。

　脳のう漿しようだか眼漿だか、血液だか、訳のわからない体液をぶちまけた。

　背中から伸びた羽がぐわん、と大きくたわんで──すぐに力なく地面に落ちると同時に、この灰色の天使は絶命したのか、空気に分解されて消滅した。

　怪造モン生物スターは死ねば屍し体たいも残らない。

　この学園の噂うわさ話ばなし、恋愛成じよう就じゆの天使像は──今日でお役やく御ご免めんである。

「ねぇ、留名」

　飛び散った体液すらも分解され消滅していくなか。

　私は血の気を失い、立ち尽つくした旧ふるき知りあいを眺ながめた。

「あんたが望むなら捕つかまえて、公おおやけの裁きを受けさせるけど。あんたべつに何をしたわけでもないしね──せいぜい、天使像の噂を利用してお金を儲もうけたくらいでしょう？」

　だったら罪は軽い。

　大したことは、ない。

「あんたは偉そうに言うほどすごいことはしていない」

　宣言し、留名を正面から見つめ、言い捨てた。

「ママのところに帰りな、お嬢じようちゃん」

　突つき飛ばされた。

　留名は滂ぼう沱だと涙を零こぼすと、声なき声をあげ、一目散に走り去っていった。

　その背中には届かないと思ったけど。

「ねぇ、留名」

　面めん倒どうになって、地面に転がり、月を見あげた。

「私も──ひとを好きになったことくらい、あるわよ。今日は、お酒を吞のみながら、そういう話をしたかったのになぁ……」

　今日はちょっと疲つかれたなぁ。
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　月が落ちてきた。

　否いな、まん丸の気球がすぐそばまで降りてきたのだ。

　ゴンドラのなかで、怪盗が嫌いやになるくらいに良いい笑え顔がおを見せている。

「やぁ、お疲れさま」

「あんたもね」

　相手をしてやる気力がなくて、てきとうに応こたえてやる。ちゃんとした人間の姿に戻ったジグちゃんが、不思議そうな顔つきで歩み寄ってきた。

「あのう。何やら親しげですが、おふたりとも知りあいですか？」

　あぁそうか、彼女は裏事情を知らないんだったわね。

　今さら隠しだてすることもないかな。

　私は上体を起こすと、渋しぶ々しぶながら告げた。

「こいつに関してはできれば紹しよう介かいしたくなかったんだけど、怪かい盗とう──魑魅寺白幽斎は怪造学会執行部第一班所属の非常勤よ。つまりお仲間ね」

「えぇっ!?」

　驚きよう愕がくするジグちゃんに、白幽斎は紳しん士し的に笑った。

「以後よろしく」

　彼は呆あきれ顔の私たちを見下ろし、胸を張って高笑いをした。

「わははは。とはいえ傭よう兵へいみたいなものでね、厳密には怪造学会に所属してはいないのだ。金銭的に援えん助じよしている代わりに、私の怪盗としての仕事を見み逃のがしてもらっているという──まぁもちつもたれつの関係だね？　今回のように共同戦線を張ることはあるが、基本的にそちらの指示は受けない。私は私の美学にのみ従うのだ！」

「すごい迷めい惑わくな存在ですね」

　的確な表現よ、ジグちゃん。

　私は立ちあがり、埃ほこりを払はらい、髪かみを手て櫛ぐしで整えてぼやいた。

「だから最初から怪盗そのものは警けい戒かいしてなかったでしょ？　こいつは誰だれかを傷つけたりしないし、その点は信しん頼らいしてる。邪じや魔まさえしなければどこで何をしていても見逃す方向できているけど、ほんとうの意味で仲間じゃないし──悪いことしたら叩たたきつぶすわよ」

「おぉ、怖こわい怖い」

　大げさに肩かたをすくめて、むかつく怪盗は笑った。

「しかし今回はほとんど傍ぼう観かん者しやに徹てつさせてもらったが、なかなか興味深い見せ物だったよ。宇宙木嬢にも誰かを好きになるという機能があったのだね。想像をかきたてるが、はていったい誰を──む？　まさか！　そうか、わははは！　照れるなぁ！」

「何を勘かん違ちがいしてんだか知らないけど。あんただけは好きにならないわよ」

　もう撃うち殺しちゃおうかな。

　殺気を放つと、冗じよう談だんだったのか──怪盗は片目をぱちっと瞑つぶった。

「これは手厳しい！　わははは、私では君の心を盗ぬすめないようだ。残念至し極ごく、今日は手ぶらで帰ることにしよう」

「帰き還かんするなら急ぎましょう、旦だん那なさま」

　そばに控ひかえていた子供が、言葉少なに忠告をした。

「銃じゆう声せいが連続しましたし、そろそろ警察も怪あやしんで見にくるころです。怪造学会はともかく警察とは仲がよろしくありませんからね、早めに離り脱だつしたほうが賢けん明めいかと」

「む。これまた残念。だが仕方ないな、ちかごろの警察は優ゆう秀しゆうだからね──私もあまり好んで追いかけっこはしたくない」

　マントを翻ひるがえし、怪盗はステッキを振ふりあげる。そのそばで子供が忙いそがしく働き、気球の高度を上げていく。見たところ怪盗は何もしてないなぁ。態度だけは派手なのに、いつも何もしないで帰っちゃう──狂きよう言げん回まわしの暇ひま人じんめ。

「では、さらばだ皆みなの衆！　またの機会にお目もじしよう！　わははははは！」

　夜空に向けて朗々と高笑いしながら、この世に唯ゆい一いつの怪造学専門の大おお泥どろ棒ぼう──怪盗、魑魅寺白幽斎は気球に乗って消えていったのだった。

　見事なまでに余よ韻いんをぶち壊こわし、脱だつ力りよく感だけを残して。

「……できれば二度とこないでほしいですね」

「同意見よ。あそこまで世界にとって価値がない生き物だといっそ清すが々すがしいわね。かき混ぜるだけかき混ぜて帰りやがったわ。何て迷惑な」

　そんな会話をしていると、不意に気づいた。

　戦せん闘とうが終わり、怪盗が去り、静けさを取り戻もどした聖マーガレット学園。

　その校門前に、見慣れた長身の男が立っている。

「オッサン！」

　ジグちゃんが気づいて手を振った。

　あら、うちの上司にしては勤勉じゃない。学園で戦闘が始まったのを察して助けにきたのかな。だとしても遅おそいけどね。まったく愚ぐ図ずでのろまで役たたず。どうしようもない穀つぶし。空井滅作。でもきちんと助けにきたのだけは評価してあげましょう。

　いちおう上司だし、無視して引っこむのもどうかと思ったので、律りち儀ぎに女子高だからか敷しき地ち内には入らない上司に向かって──私たちは歩いていく。

　報告して。まぁ褒ほめられて。ねぎらいに酒の一いつ杯ぱいでも奢おごらせよう。

「ねぇ、宇宙木ちゃん」

　ジグちゃんが興味深そうに、私の手を握にぎりしめて笑った。

「宇宙木ちゃんの好きなひとって、もしかして──」

「さぁね」

　ご想像にお任せするわ。

　…………。

　中学生のころ、私は復ふく讐しゆう者だった。

　高校生になって、怪造学を学び終え、究きわめたつもりになって、私というテロリストは復讐のための武器を手にいれた。

　いつでも殺せる。

　いつでも私のなかの化け物を。

　しかしその化け物を殺してしまえば、私の身体からだはおかしくなる。長い間をかけて、それこそ先祖代々をかけて改変されたこの肉体は、もはやあの雪と氷の女王なしでは生存に適さないほど変質していた。

　殺さなければ緩かん慢まんに死ぬ。

　殺してもその瞬しゆん間かんに死ぬ。

　その事実を理解したとき、私の心に去来したのは虚むなしさだった。私のそれまでの人生は、何と徒労だったのだろうか。自じ暴ぼう自じ棄きになった。ずいぶんと馬鹿をした。私は復讐の刃やいばをもてあまし、執しつ行こう部ぶに勤め怪造モン生物スターを惨ざん殺さつすることに悦よろこびをおぼえ始めた。

　八つ当たりだ。

　子供だった。

　そんな私を叱しかってくれたひとがいた。

　──もうちょい肩の力を抜ぬけよ。

　私はその日、生まれて初めて泣いた。

　甘えることすらしないまま、誰だれにも頼たよらずに、歯を食いしばって生きていた。

　復讐者だった私。

　自分自身に巣くう化け物と、戦うテロリストだった私。

　擦すりきれて。歪ゆがんで。傷ついて。壊れそうで。

　独りぼっちで。

　でも。でもね。私は今はもうそんなに自分が不満じゃない。

　お金は要いらない。恋こいもしたくない。大きな家も華はなやかな勤め先も。

　好きなひとはいる。仕事もそれなりにこなしている。毎日それなりに楽しいわよ。

　私の凍こおりついた人生は、あのとき溶とけて涙なみだになったの。





第三話・Cupid's compound eyes?〈了〉
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「こんにちは！　わたしオロチ！　ジグちゃんの友達よ！」

　えぇっ……………………………………………………………………………っと？

「こんにちは！　わたしオロチ！　ジグちゃんの友達よ！」

　えぇっと？

「こんにちは！」

　女の子でした。たぶんあたしと同い年ぐらい──つまり十代前半の。着ている服は涼すずしそうなワンピースで、表情は何が楽しいのか喜色満面。飛びだせ青春、とばかりに身を乗りだしてこちらに顔を近づけています。

　特異なのは──その肌はだの色。

　褐かつ色しよくというには赤みが強すぎる、かといって血みたいに真しん紅くというわけでもない、煤すすけたような紅あか色いろ──煉れん瓦がみたいな色の肌をしているんです。や、べつに肌の色でひとを差別はしませんけど、ちょっと見たことのない色だったのでギョッとしました。

　頰のあたりや、二の腕うで、あとちらっと見えた背中など、ところどころが鱗うろこみたいに硬こう質しつ化していて、おまけに光を反射して鈍にぶく煌きらめいています。ほんとに鱗みたい……というか、鱗ですよね、これ。お魚とか蛇へびとかの、鱗……。

　鱗の生えたそんな不思議な女の子とは、どう考えても初対面でしたし、それにしては妙みように親しげなのが逆に不気味で──あたしは、思わず身を退ひきながら問いかけました。

「だ、誰だれ？」

「わたしオロチ！」

　オロチという名前らしい女の子は、にょきっと手を差しのべながら繰くりかえします。

「ジグちゃんの友達よ！」

　そして力いっぱい握あく手しゆをされてしまいます。痛い。痛たたたた力強ッ。潰つぶれッ……手が……ッ……あとなんかこのオロチちゃん手がすごい熱いです！　火傷やけどしそうです！

「わっ、ごめん」

　悶もだえ苦しむあたしに気づいたか、オロチちゃんは悪びれずに手を放してまた笑います。

「ジグちゃんに会えたのが嬉うれしくて──ちょっと興奮しちゃったのよ！　んふふっ」

「あなた……あの、何ですか？　その」

　あたしのことを知ってるんですか？　と尋たずねようとしたんですが──。

「わたしオロチ！　ジグちゃんの友達よ！」

　無限ループに突とつ入にゆうしたので、あたしは頭を抱かかえてごろりと寝ね転ころびます。あぁん、なんかあたしの周りのひとって基本的にひとの話を聞いてくれないーっ。

　嘆なげきながら、あたしはさりげなく自分のいる場所をざっと確かく認にんしてみます。狭せまい部屋です。真っ白で、薬臭くさくて、病院の一室に見えないこともありません──やけに静かです。部屋の外の世界が滅めつ亡ぼうしたみたいに、無音。天てん井じように切れかけの裸はだか電球があって、ちかちかと点滅しています。

　あたしが寝転んでいるのは、病院なんかによく置いてある硬かたくて丈じよう夫ぶそうな寝しん台だい。服装は、なぜか幽ゆう霊れいみたいな白くて丈たけのあっていないだぶだぶの服。いつも結ゆわえている髪かみの毛もなぜか解ほどかれていて、湿しめっていて、なんかお風ふ呂ろに入ったあとみたいなんですけど？

「？　？　？」

　状じよう況きようが理解できず、疑ぎ問もん符ふをぽこぽこ浮うかべるあたしを楽しそうに眺ながめ──あたしと同じ寝台に腰こしかけて足を揺ゆらしているオロチちゃんが笑いました。

「んふふっ。ジグちゃん汚よごれてたからね、消毒したのよぉ」

　……消毒？

「でも外側を洗っただけじゃ完全じゃなくて、胃い袋ぶくろや小腸大腸、血管なんかも浄じよう化かしなきゃいけないのよ？　だからこれからお着き替がえして、たくさんお薬飲んで、そのあとは点てん滴てき打って……排はい泄せつして、悪いものぜんぶ流しちゃおうね？　外は黴ばい菌きんばっかりだから、ちゃんと消毒しないと怖こわい怖いのよぉ」

「外？　何？　え？」

　オロチちゃんが言っている意味がまったくわかりません。

　あたしは戸と惑まどいつつ、なんだか不安になってきて──根本的な疑問を口にしました。

「あの……ここ、どこ？」

「ここは夢ゆめ追おい坂ざか地下研究所」

　オロチちゃんは、ほんとに無む邪じや気きに笑いました。

「あなたが生まれた場所よ、ジグちゃん？」




　　　[image: ]




　はい最悪です。

　事件はジグちゃんが俺たちと暮らし始めてちょうど一ヶ月が経たったころに起きた……なんて言うと、もう終わっちまった事件の回想みたいだが──残念なことに現在進行形で、ついでに解決の兆きざしがない。正直なところお手上げ状態だった。どうしよう。

　俺、空すかい井い滅めつ作さくは勤務先である怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶ見み魔ま坂さか支部、その薄うす暗ぐらい室内で似合いもしない難しい顔をしている。家に帰らず。休日も返上し。怖いので嫁ヨメさんへの毎日の電話だけは欠かさずに──ここんとこ三日ほど、ジグちゃんの行方ゆくえを捜さがしている。

　うちんとこの扶ふ養よう家族にして職場の愛あい玩がん動物にして雑用係──ついでに保護観察処分の身であるジグちゃんが、何者かに拉ら致ちされた。

　三日前。白昼堂々、正体不明の何者かに彼女は誘ゆう拐かいされたのである。

　場所は見魔坂の町中。駅前のアイスクリーム屋である。治安が悪いといってもべつに無法地帯ではないし、仮にも日本なので俺たちもあまり警けい戒かいはしていなかった。犯罪が日常的に横行している町ではあるが、場所さえ選べばそれなりに平和なのだ……見魔坂は。

　油断もあったと思う。ジグちゃんと暮らし始めてからだいぶ時間も経ったし、正直なところ気も緩ゆるんでいた。これは俺たちの落ち度だ。失敗だ。

　俺はまだいい。片付ける仕事があるからとアイスクリーム屋の前でジグちゃんと、もうひとりの保護者であり俺の部下の宇う宙つ木きちゃんと別れた直後──その瞬しゆん間かんに狙ねらわれたから、直接の被ひ害がいは受けなかった。

　最悪だったのが宇宙木ちゃんだ。

　いきなり店の外から機き関かん銃じゆうを乱射された。冗じよう談だんにもならない。店内でジグちゃんといっしょにアイスを選んでいた宇宙木ちゃんは、背後から銃じゆう撃げきされ──そこはあいつも素人しろうとじゃないから咄とつ嗟さに反応したものの、避よけきれずに重傷。ジグちゃんは幸いに怪け我がをしなかったようだが、呆ぼう然ぜんとしているうちに覆ふく面めんをした男たちに囲まれ、腕うでに注射らしきものを打たれて眠ねむらされ──素す早ばやくさらわれた。

　俺が異常に気づき、慌あわてて引きかえしたときには全すべてが終わっていた。
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　男たちとジグちゃんを乗せた車はすでに走り去っていて、店内には血まみれの宇宙木ちゃんが残されており、俺は彼女を病院に運ぶのを優先しなくてはならなかった。あとで死ぬほど怒おこられたけどな。目の前で死にそうなやつを放ほうっておくわけにもいかんだろうよ。

　ともあれ。

　それ以後、ぷっつりとジグちゃんの消息は途と絶だえている。

　もちろん打てるだけの手は打った。まずふつうに警察へと通報し、それからジグちゃんの元保護者である爆はぜ川かわ乱らん不ぷに犯人の心当たりがないか聞いたり、連中のつかった車の種類を調べたり、逃とう走そうした場所を割りだそうとしたり──日夜、休まず捜そう索さくをしている。

　けれど相手もよほど入念に準備してから誘拐を実行したのか、まるで幽ゆう霊れいみたいに捜査の網あみをかいくぐって消えてしまった。

　怪造モン生物スターや呪じゆ具ぐなども駆く使しして捜しているのに、依い然ぜん、犯人たちは見つからない。相手も怪造学の関係者か──とあたりをつけてそちらからも調べているが、今のところ怪あやしいやつも浮かんでこない。

　可能性が高いとしたら、爆川乱不が以前に所属していた怪造学の一派、怪造モンス学者テイスト虚こ島じま慈いつ樹きを筆頭とするイツキ派だが……あいつらこの業界じゃなかなかに権力もってやがるからな、どうにも捜査が進めにくい。聞きこみをしただけでお偉えらいさんから怒られたし。お給料をもらっている立場の哀かなしいところで、上から叱しかられるとそれ以上は深追いできないし……。ま、だからといって追つい及きゆうをやめたりはしねぇけど。

　さて、どうしたもんかねぇ。

　まともにやりあうには、規模も性た質ちも良くない集団なんだよな──イツキ派は。

　かたかたかた、とキーボードを連打する。

　そうして俺がイツキ派に所属している主な怪造モンス学者テイストの素す性じようをこっそり調べ、パソコン画面に表示させ、疑わしいところはないか調べていると──不意に部屋の扉とびらが開いた。

「…………」

　ちなみに、うちの支部には俺がいる大部屋がひとつと、あとはシャワー室とトイレがあるだけで、あんがい手て狭ぜまである。まぁここに住んでるわけでもねぇから、べつに面積はいらんのだが。

　ともあれ、外に繫つながった出入口の扉を激しく開き、入室してきたのは……ほかの誰だれでもない、先日の誘拐事件で銃撃されて入院していた俺の部下──宇宙木氷ひ蜜みつだった。

　外はどしゃ降りのようで、宇宙木ちゃんの長くて綺き麗れいな白い髪かみにも雫しずくが伝っている。というか──傘かさもささずに歩いてきたのか、全身びしょ濡ぬれなんだが。髪を肌はだに貼はりつかせたまま無表情で立っているので、なまじ美人なだけ妙みような迫はく力りよくがあって怖こわい。

　俺はかるく怯おびえながら、驚おどろいて煙草たばこを口からぽろりと落とす。

「う……宇宙木ちゃん、おまえ病院は？　寝ねてなくていいのか？」

「…………」

　見ると宇宙木ちゃん、身体からだ中に包帯を巻いている。けれどこの女、どうも痛みごとき吹ふっ飛ぶくらいに怒っているらしい。全身から鬼き気きが雷らい撃げきのように迸ほとばしっている。超ちよう怖い。銃撃されたせいか、目の前でジグちゃんを誘ゆう拐かいされたせいか、雨が鬱うつ陶とうしかったのか、彼女は悪あく魔まも裸足はだしで逃にげだすくらいに苛いら立だっているように見えた。

　しかも無言。まぁ口を開けば嫌いや味みか罵ば倒とうしかでてこないやつなので、喋しやべらないのはむしろ望ましいんだが──今はその無言が怖さを倍加させている。

「…………」

　宇宙木ちゃんは唇くちびるを固く結んだまま、しばし切っ先のような視線で室内を凝ぎよう視しし、やがて俺に気づくと、凄すさまじい勢いで近づいてきた。

　そして俺が何か言おうと口を開いた直後に──蹴けられた。

　俺は宇宙木ちゃんの猛もう烈れつな前蹴りを食くらい、椅い子すごと転がって壁かべ際ぎわまで吹っ飛ばされる。前置きもなくいきなり蹴りやがるから防ぼう御ぎよもできんかった。しかもこの女、俺がいたところに椅子をもってくるとパソコンの前に座り、ちゃっかり俺の作業を勝手に横取りしているし。

「…………」

　そして、やっぱり無言のまま手を差しのべてくる。

　ぐっ、と手を伸のばし──何かを渡わたせと要求してくる。
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　俺も宇宙木ちゃんとはそれなりに付きあい長いから、この生まれついての暴君の言いたいことがなんとなくわかってしまう。それも何か嫌だが。

　部屋の隅すみっこにある冷蔵庫から、買いだめしてある栄養ドリンクを取りだし──かるく放ほうってやる。宇宙木ちゃんは見もせずに受けとって、二秒で開けると二秒で飲んだ。

「…………」

　ほんで、今度は自分の髪の毛を指さす。へいへい、お姫ひめ様。俺はまたも以心伝心でシャワー室からタオルをもってきて、宇宙木ちゃんの濡れた髪と身体を拭ふいてやる。ぐしぐし。宇宙木ちゃんはされるがまま、指先は迅じん速そくに動いている。ジグちゃんを見つけるため。屈くつ辱じよくを晴らすため──そんな彼女の気持ちは痛いくらいわかる。

　犯人ども……誰か知らないが、そいつらは、この俺たちに喧けん嘩かを売った。

　ジグちゃんは、俺たちが保護し観察する対象だった。

　そんな彼女を、奪うばって遠ざけた──それは俺たちへの宣戦布告だった。

「私は」

　宇宙木ちゃんが、初めて声をあげた。

「私はもう誰からも奪われない。私は、私から何かを奪うものを許さない」

「おう。……そうだったな」

　宇宙木ちゃんが初めてうちにきたときのことを思いだす。あのころ、宇宙木ちゃんは今よりもっと感情の少ない人形みたいな女だった。奪われ、損そこなわれ、がらんどうになっていた氷細工のお人形。彼女は今、奪われたものを取りかえすため熱く燃えている。

　もう昔の、すぐに崩くずれてしまいそうな宇宙木ちゃんじゃない。

　少しくらいは任せても大だい丈じよう夫ぶか──と俺は思い、タオルを宇宙木ちゃんの頭に乗せたまま、静かに、宇宙木ちゃんと入れ替かわりになるように外へと向かった。もう何十時間もぶっとおしで調べ物をしていたし、ちょいと一息いれんと倒たおれる。

　ついでに嫁ヨメさんにも電話せんとなぁ、と俺の命に関かかわる重要な義務を思いだし、携けい帯たい電話を取りだすと──不意に、俺は何か妙みようなものを見た。

　ざあざあ雨が降っている。

　夜の見魔坂。視界が悪い。あちこちに鈍にぶく煌きらめいているのは街灯や、まだ営業しているどっかの店の明かりか。うちの近所は照明が少なくて、ほとんど何も見えない。

　だから、少しの間、俺は支部の正面──暗がりに誰だれかが立っているのに気づかなかった。

　その人物の服装が黒で統一されていたのも、夜や陰いんにまぎれ、その発見を遅おくらせた要因になっていた。怒いかりで周りが見えてなかったっぽい宇宙木ちゃんも、たぶんこいつに気づかず前を素す通どおりしたんじゃないか？

　それほどまでに、よく闇やみに溶とける──夜そのものの擬ぎ人じん化みたいな男だった。

　黒いコート。黒い手て袋ぶくろ、黒い靴くつ。黒い傘かさ。

　目ま深ぶかにかぶった──これも黒い帽ぼう子しをそっと下ろし、その男はこちらに会え釈しやくしてくる。

　その顔。

「おまっ……」

　俺は仰ぎよう天てんし、それからすぐ思い直して出入口の扉とびらを閉め、宇宙木ちゃんにこの男が見えないようにした。いや、べつに疚やましいことはなんもないんだが……なんとなく、こう俺的にびみょうに他人に紹しよう介かいしたくない間あいだ柄がらの男だったもんで。

　なぜ、こいつ……こんな時間に、こんな場所に？

　俺は支部の前、立てかけてあった傘を拾ってさし、ゆっくり……ゆっくり、その男に歩み寄っていく。見み間ま違ちがえるわけがない──よぉく覚えている顔だ。

　暗がりでは不気味なくらい老ふけて見える、倦うんだような雰ふん囲い気きの男だが、実際は俺よりずっと若い。瘦やせていて、繊せん細さいそうで──その黒くろ髪かみも、瞳ひとみに満ちた闇も、あぁ、ほんと嫌になるくらい似てやがんな……あいつに。

　ポケットに手をつっこみ、ぶらぶら歩み寄った俺に、その男は愚ぐ直ちよくなくらい丁てい寧ねいに深々と頭を下げてきた。相変わらず、なんというか堅かた物ぶつだなぁ。やだなぁ、こいつ苦手なんだよなぁ俺。

「うっす。久しぶり」

　何と声をかけたらいいかわからん。だから……びみょうな、関係なんだって。

「はい」

　男は静かに顔をあげ、呆あつ気けなく嫌な呼こ称しようを口にしてくる。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました──お義父さん」
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「わたしの～人形～は～良い人形～♪」

　歌いながら。

「目はパッチリと色白で～♪」

　あたしの友達と名乗った──煉れん瓦が色いろの肌はだのオロチちゃんは。

「小さい口元愛らしい～♪」

　当たり前のように、あたしにメイド服を着せています。

「わたし～の～人形は～良い人形～♪」

　…………。

　メイド服です。

　紺こん色いろワンピに白いエプロン。典型的といえば典型的、地味といえば地味、実用主義といえば実用主義の、着たまま作業がしやすいような装そう飾しよくの少ないメイド服……それを、あたしの手をひいて『衣い装しよう室』という妙な看板がかかった扉に案内したオロチちゃんが、とっても陽気に歌いながら踊おどりながら着せてくれたわけです。

「歌を歌えばねんねして～♪」

「あの、オロチちゃん」

　この服装に何の意味が、と思いつつ呼びかけましたが、ナチュラルに無視されました。

「ひとりで置いても泣きません～♪」

　戸と惑まどうあたしの血の色をした髪の毛を、きっちり三つ編みに結んで──最後に、頭にメイドさんをメイドさんたらしむヘッドドレスをちょこりと嵌はめて。

　オロチちゃんは満足げに微ほほ笑えみ、頷うなずきました。

　やはり──歌いながら。

「わたし～の～人形～は～良い人形～♪」

「…………」

　にこにこ笑うオロチちゃんと、引きつった顔のあたしは、しばらく何ともいえない奇き妙みような雰囲気のなか向かいあいました。あのう、なんで執しつ行こう部ぶのひとたちも含ふくめて、みんなあたしをコスプレさせたがるのでせうか。意味はあるのですか。

　視線でそれとなくお着き替がえさせた理由を問うと、オロチちゃんは歯が見えるくらい大だい胆たんな笑みを見せてくれました。

「んふふっ……ここでは、これが制服なのよ！」

「ここ？」

　よく意味がわからず首を傾かしげると、オロチちゃんは元気よく応こたえてくれます。

「ここは夢追坂地下研究所──あなたが生まれた場所よ、ジグちゃん！」

　……この子、同じこと繰くりかえす癖くせがあるのでしょうか、それとも何も知らないあたしに気をつかって同じ説明を何度もしてくれてるのでしょうか。それはともかく──夢追坂地下研究所？　あたしが生まれた場所？　どういう……意味でしょう？

　あたしは、実の親に樹に吊つるされて捨てられました。

　その後は、イツキ派の研究室で爆川乱不さんに育てられて──身体からだを弄いじくられ、悪事に身を染めて、けれど、その罪は断罪され……執行部のひとたちに拾われて。

　まだ、執行部のひとたちが悪党か善人かもわからないけれど。

　ここにいていいんだと、生まれて初めての温ぬくもりとともに感じていた、執行部。

　また──あたしは、捨てられ……うん？　否いな、どうして今まで思いださなかったのでしょう？　そうです──たしか、見知らぬ誰だれかにいきなり襲おそわれて、目の前で宇宙木ちゃんが銃じゆう撃げきされて、あたしは変な注射を打たれて……。

　ということは、つまり。

「…………」

　この状じよう況きよう、やばくないですか？　あたし、拉ら致ちされちゃいましたか？

　血の気が引き、硬こう直ちよくしているあたしに──変わらぬ笑顔でオロチちゃんが小首を傾げます。彼女は……何も知らない？　あたしと同じように、さらわれた……とか？　何かこう危ない誘ゆう拐かい組織とかが、子供を手当たりしだいに拉致して、悪いことを企たくらんでるとか──。

　うぅん、あんまり現実的じゃないですね……。

　それに、あたしが生まれた場所とか言うからには、無差別でさらったんじゃなく、あたしを選んで拉致したんだと思いますし……。

「顔色悪いのよ？　どうしたのかなっ、どうしたのかなっ？」

　無意味にぴこぴこ掌てのひらを動かし、ちょっとだけ心配そうな表情になって、けれど気にしない主義なのか──何も考えてないのか、彼女はすぐにまた満面の笑みになるとあたしの手を握にぎります。やはり不可解なくらい熱く、また固い……掌。

「とにかく──ここは暑いでしょ？　わたしは平気だけど……夏だものね！　ジグちゃんは暑いわよね！　出ましょ、研究所を案内してあげるのよ！」

　わたしたちが自由に立ち入りできる場所はかぎられてるんだけどね、と断りつつ──たしかに蒸むし暑かった衣装室から、オロチちゃんは冷れい房ぼうのかかった廊ろう下かへあたしを導いてくれました。

　こうして見るかぎり、彼女からは悪意を感じません。やっぱり、あたしと同じような立場の……？　ていうか、うん、あたしの立場って判然としないんですけど。

　あたしは何のために、執行部のひとたちと引き離はなされて──。

　この、研究所とやらにつれてこられたのか。

「うちの研究所はね」

　でんでけでんでけ行進しつつ、さきほど自らもメイド服に着替えていたオロチちゃんはスカートゆらゆら、元気たっぷりに喋しやべりつづけます。

「地下に地下にって掘ほり進めてどんどん拡張してるらしくて──たまに響ひびく震しん動どうは、その工事の影えい響きようなのよ？　今はまだそんなに広くも深くもないけれど……まぁ、どっちみちわたしたちはこの階の、それも少しの区画しか歩けないから関係ないんだけど」

「あたし……たち？」

　あたしとオロチちゃん──だけではないのでしょう。そういう口ぶりです。研究所というからには、あたしの育ったところと同じように所員がいるのでしょうし、何らかの実験を……うん？

「そう、わたしたち」

　にこにこ笑うメイド服のオロチちゃんに、どことなく違い和わ感かんをおぼえます。

　研究所ということは、ここは研究をするところです。

　何の研究を？

　そしてオロチちゃんは、見たところ研究者というかんじではありません。ではいったい、彼女はどんな役やく柄がらなのでしょう？　そして……あたしは？

「あっ、ご主人様なのよ」

　さりげなく変な呼こ称しようが聞こえて、あたしは思考をやめ、俯うつむかせていた顔をあげます。

「ジグちゃん、こっちこっち。ご主人様に粗そ相そうがあったら怖こわい怖いのよぉ……んふふっ」

　オロチちゃんはお喋りをやめ、壁かべ際ぎわに寄り──ぴたりと静止し、噓うそみたいに姿勢を正し、こちらにも顎あごをしゃくって同じようにするよう促うながしてきました。その表情が真しん剣けんだったので、あたしもとりあえず慌あわててつづきます。

　背筋を伸のばし、心臓の鼓こ動どうが高鳴るのを感じながら、油断なく廊下の向こうを見ます。

　あたしの推測が正しければ、ここはあたしが育った研究所と同じく……危ない研究をしている犯罪の温おん床しよう。でなければ、ひとを強ごう引いんに誘拐なんかしません。

　怪あやしく、また有害です。そこの下働きか、あるいは実験体かと思われるオロチちゃんが、ご主人様と呼んだ相手……それはすなわち研究所の所員である可能性が高く、ならばそいつは犯罪者です。

　あたしだって、そう褒ほめられた生きかたをしてきたわけではありませんが。

　心のなかではもう、執しつ行こう部ぶのみんなの仲間だと──思っていますから。

　だから彼らの敵である、犯罪者には油断しません。目的を看破し、できることなら叩たたき潰つぶします。今はまだ、様子見をすることにしますけど。

　そう決めて、覚かく悟ごして廊下の奥から歩いてきたご主人様を睨にらみつけ──あたしは、状況も忘れて啞あ然ぜんとしてしまいました。

　あんまりにも予想外な人物が、ふつうに近づいてきましたので。

　悪い研究所の一員としては、ある意味で相応ふさわしいと言えなくもない姿でしたが。

「あぁ、オロチ……ご苦労様、その子がジグだね？」

　当たり前のように声をかけてきたそのひとは──。

　鉄仮面を被かぶっていました。
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　寂じやく憐れん院いん孤独ひとりは俺の義理の息子むすこにあたる。

　うちの嫁ヨメさんと、その実の兄貴との間に授さずけられた子供で、いったい嫁さんは何歳のときに産んだんだか──俺が嫁さんと出会ったころにはもう孤独くんは成人していた。

　彼がそんな複雑な経けい緯いでこの世に生を受けたことからもわかるとおり、嫁さんの家庭──寂憐院の血統と呼ばれるその一族には様々な因習や妄もう念ねんが渦うず巻まいている。

　寂憐院の血族はとある理由から政府により保護され、山奥も山奥、とても快適に暮らせるような環かん境きようじゃねぇ土地の村を支配し、そこに何百年も引きこもって暮らしている。

　俺が嫁さんと電話することしか許されず、会って触ふれあうこともできず、こうして遠えん距きよ離り恋れん愛あいしてんのも──あそこの家系の伝統やら通例やらが理由なんである。悪いことに嫁さんは寂憐院の純血で、現在の当主で、あの集落ではほとんど生き神様、侵おかすべからず高貴で神聖な存在なので。

　そんな彼女に一ひと目め惚ぼれして子供までつくってしまったのだからさぁ大変、たぶん俺はあの村に近づいただけで八つ裂ざきにされる。

　だって当時はうちの嫁さん、役目が嫌いやになったんか町にお忍しのびで遊びにきていてさ、見た目はふつうの女の子だったんだぜ。わかるかっつうの、そんな怪しげな村の生き神様だなんてよ。

　そんな彼女に恋こいした日から、俺の不幸な日々は幕を開けたんである。

　つうか現在進行形なんである。

「…………」

　雨のなか立ち話も何だろうと、夜にも営業している見魔坂の居酒屋に入る。探たん偵てい小説にでてくる呪のろわれた依い頼らい人にんみたいな陰いん鬱うつな孤独くんと、ちゃらちゃらしたチェーン店の居酒屋の雰ふん囲い気きがぜんぜん嚙かみあってないが、暗い場所でこいつと喋しやべるのは嫌。

　孤独くんについて、俺は多くを知らない。

　出会った当時はよく懐なついてくれたし、寂憐院の住み処か──不ふ知じ野のというんだが、その外の一いつ般ぱん社会について教えてやったら、それは喜んで聞いてくれたもんだ。あすこの村は排はい他た的だがべつに鎖さ国こくしているわけでもないんで、俺もふつうにしばらく暮らすことができたんだな。

　しばらくして追放されたけど。

　いや、生き神様と俺が恋仲である証しよう拠こがポコッとできてしまったもので。

　逃にげたね。豹ひよう変へんして俺を殺しにくる村人たちがすごい怖かったし。

　それから──しばらくしてのことだったな、孤独くんが不知野から失しつ踪そうしたって知らせが嫁さんから届いたのは。いや、嫁さんが強権発動して電話で喋ることだけはみんなに認めさせているから、あっちの事情も少しだけなら俺の耳にも入ってくるわけだが。

　それから後の孤独くんの経歴については、謎なぞが多い。

　伝聞で知った事実によると、彼はまるで俺のあとを追うかのように怪造学の世界に入り、優ゆう秀しゆうな怪造モンス学者テイストとなり、あのイツキ派とつるんで何かの研究をしていたとか。

　イツキ派、か。

　ジグちゃん誘ゆう拐かいの最有力容疑者。

　俺は油断なく孤独くんを睨みつける。もしかしたら彼は、イツキ派から派は遣けんされてきた刺し客かく……ジグちゃんを追う俺たちを始末しにきた尖せん兵ぺいなのかも──。

「まず、お義と父うさんへの報告が遅おそくなった非礼を詫わびたいのですが……」

　注文をとりにきた店員さんが怯ひるむくらいドス黒い、荒すさんだ表情のまま、孤独くんはぶつぶつ独白するような声で前置きすると──そっと何かの紙をこちらに差しだしてきた。

　同じく緊きん張ちようし、簡単には殺やられねぇぞくるならこいやぁと無意味に身構えていた俺は、表面だけは平静を取りつくろって、そのどうも葉書らしいものを眺ながめる。

　そして真ま面じ目めな顔のまま前を見る。孤独くんは神しん妙みように深々と頭を下げてきた。

「結けつ婚こんしました」

「…………」

　反応できんかった。

　あらためて葉書を見る。そこでは花はな嫁よめ衣い装しようの知らないお姉ちゃんと同じく白いタキシードの孤独くんが幸せそうに笑っている写真と、結婚しましたという陽気な文字と、現在の住所なんかが記されている。

「えぇと……？」

　あの孤独くん、お義父さんどういう態度をとればいいのかちょっとわからないよ。

「なんだ、うん、おめでとう……」

「ありがとうございます」

　介かい錯しやくつかまつる、ありがたく、みたいな怖こわい顔でそんなふつうにお辞じ儀ぎされても。

　なんだ、タイミングが悪かったからジグちゃん誘拐に関係あるのかと警けい戒かいしてたけど、孤独くん、ただ結婚の報告をしにきただけか？　俺、住所がころころ変わるから葉書をだせなかったんだろうなぁ……。それで仕事先の支部を確かめて、わざわざ会いにきてくれた──と？

　珍めずらしく照れたように、俯うつむいたまま頰ほおを搔かき、孤独くんはぼそっと語る。

「現在は、妻の姓せい──仇あだ祭まつりを名乗っております」

「あぁ、そう。まぁ……寂憐院の姓は何かと面めん倒どうだからなぁ、いいと思うよ」

　気が抜ぬけて、俺は孤独くんの邪じや悪あくなオーラにあてられて硬こう直ちよくしている店員さんに、てきとうに注文しとく。この後も寝ねるわけにはいかんからお酒はなし。孤独くんもたしかアルコールは嫌きらいだったはず。

　そんなふうに、俺が血の繫つながらない息子むすこの結婚祝いでもしてやろうかという和なごんだ気持ちになっていると──不意打ちのように、孤独くんが変わらぬ無表情でつぶやいた。

「犯人は虚島慈樹です」

「────」

　…………。

　……何て言った？

「あなたが知らずに拾ったあの子供は」

　真っ直すぐに、瞬まばたきもせず、こちらの瞳ひとみを覗のぞきこんで──彼はつぶやく。

「悪あく魔まの、あるいは邪悪なる神の雛ひな形がたなのです」

「どういう……意味だ？」

　問うと、孤独くんは周囲を気にするようにあたりを眺め、それから低く──深く、相変わらず陰鬱な溜ため息いきを零こぼす。

「あの少女は──」

　何かを言いかけて、ふと首を振ふり、やはり微び動どうだにせずこちらを注視したまま──彼は声を紡つむいだ。

「否いや、とにかく……虚島慈樹が彼女を見み逃のがすわけがありません。何のためにしばらく放置していたのかはわかりませんが──彼は、あの不幸な捨ジてヤらンれクたガ少ー女ルを取りかえした。つまり、彼女にまつわる研究は再開されたということです」

　とん、とさきほど渡わたされた葉書を指で叩たたき、孤独くんは枕まくら元もとに立つ死神のように精神に暗く反はん響きようする声で、俺にはよく理解できないこと──警告だか、助言だかもわからない曖あい昧まいな言葉を並べてくる。

「現在、彼が使用しているだろう研究所の候補を……書いておきました」

　慌あわてて葉書を裏返すと、たしかに神経質そうな文字でびっしりと文字が連ねてある。あきらかに結婚の報告とか、そういう吞のん気きで幸せな内容じゃない。

　孤独くんは最初から、俺に何かを伝えようと──？

「頼たのみます、お義父さん……虚島慈樹を止めてください」

　視線をあげると、鴉からすのような黒衣はすでに目の前にない。

　幽ゆう霊れいのように消えた彼を捜さがすと、気配なく居酒屋の出口へ向かって歩いていくところだった。止めようとしたが、彼は俺が何か言おうとするのを打ち消すみたいに──鋭するどく、けれど哀かなしげに告げてきた。

「彼は、もはや止まれない。正論も、批評も、あらゆる言葉を並べても、彼の心を動かせません。私の声すら──もう、届かないでしょう。全すべてあの、彼自身の象しよう徴ちようのような鉄の仮面に弾はじかれて……」

　その後も彼は何かぶつぶつ言っていたようだが、店内の喧けん噪そうにその独り言は消されて俺にはよく聞こえなかった。
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　男のひとでした。中肉中背というのでしょうか、背は高くも低くもなく、瘦やせても太ってもおらず、けれどそれが欠点になっていない──黄金律というか、そのかたちで生まれてきたようにらしい体格な気がしました。

　身にまとった白衣には、汚よごれのひとつもありません。

　あんまりにも怪あやしい人物の登場に硬直していたあたしに──鉄仮面のその男のひとは、音もなくそっと近づいてきて、値ね踏ぶみするようにこちらを眺ながめます。

　そして言うのです。なんとなく、癪しやくに障さわるような台詞せりふを。

「ふふふ……怖いかね？」

　心を見み透すかすような、その深い色の瞳は、目を合わせるだけで心が乱れます。身を竦すくませるあたしに、男のひとは侮ぶ蔑べつするでなく淡たん々たんと、朗読のように告げてきます。

「怖こわかろう」

「怖くなんかッ──」

　咄とつ嗟さに、馬鹿にされた気がしてあたしはそんな彼を睨にらみ、虚きよ勢せいを張って喧けん嘩か腰ごしになります。なんとなく、ここで彼の言葉に、空気に吞のまれたら負けだと思ったんです。それだけ意味もなく他者を従える、威い圧あつ的というか──支配的な眼光の男でした。

　負けん気いっぱいに無言でがんばっていると、男のひとは目元だけで笑いました。そして──ぐしゃっと、あたしの頭を撫なでてきます。なんとなく暴力で服従させられたりとか、そういう怖い展開を想像していたので、親愛に満ちたその仕草にびっくりします。

　戸と惑まどうあたしに背を向け、彼はゆっくり、自然な仕草で歩きながら。

「もうじき夕ゆう餉げの時刻だ……ふたりもお腹なかが空すいただろう、食堂に案内しよう。うん、積もる話はね、晩飯の肴さかなにすればよかろうよ」

　そのまま、彼は振り向きもせず、どんどん先に行ってしまいます。手を引いたり、あらためて何か言ったりしなくても、あたしたちがついてくるだろうという自信、傲ごう慢まんさ──まぁ、お腹が減ってるのは事実なんで、今はおとなしく従いますけど。

　まだ名前もわからない怪しい鉄仮面に、遅おくれないよう足を踏ふみだして──そこで、不意に気づき、あたしはそばにいるオロチちゃんに視線を向けます。彼女は何か信じられないというような表情で、こちらを待たない憎にくらしい男の後ろ姿を眺め、ぼんやりと、独り言をつぶやきました。

「頭……撫で撫でなんかっ、わたしも──滅めつ多たにっ」

「……オロチちゃん？」

　様子がおかしいので、怪け訝げんに思いながらオロチちゃんに呼びかけると──彼女は俯うつむき、ふるふる震ふるえ、それから凄すさまじい勢いで顔をあげました。そして、あたしに刺ささりそうな視線を飛ばし、あろうことか──低く、ぼそっと、吐はき捨てたのです。

「裏切りもの」

「────」

　何て言ったのかわからなくて、あたしは呆ぼう然ぜんとします。

　けれどオロチちゃんはすぐに怖い顔をやめて、少し引きつった笑えみをつくり、あたしの手を握にぎると、元気に鉄仮面を追います。あたしは、嫌な寒気をおぼえてそんなオロチちゃんの横顔を眺めることしかできませんでした。

　何？　今の表情は──発言は何？

「ご主人様っご主人様っ」

　子犬っぽく無む邪じや気きに男のひとへまとわりつき、オロチちゃんはさっきの表情が夢だったように笑い、喋しやべります。

「わたしねっ、ジグちゃんのお世話──言われたとおり、ちゃんとしたのよぉ」

「うん、言われたことをきちんと達成するのは偉えらいことだ」

　和なごやかな会話ですが、オロチちゃんは何が不満なのか──俯き、「撫で撫で……」とつぶやいて、涙なみだぐみました。けれどまた、それが見み間ま違ちがいみたいに、この世の誰だれよりも幸せそうな笑顔になります。

「んふふっ、ご主人様っ」

　よく懐なついているようなのに、なぜかオロチちゃんは男のひとに触ふれません。

「わたしねぇ、今日はねぇ、たくさん働いたからお腹が空いたのよぉ。お腹の虫が大合唱しているのよぉ。ほぉら！　わたし～の～人形～は～良い人形～♪」

「目はパッチリと色白で～♪」

　鉄仮面も、楽しそうに合いの手をいれます。美声です。

「小さい口元愛らしい～♪」

　そこまで歌い、彼はこちらを手招きしたので、さすがに覚えたあたしも。

「わたし～の～人形～は～良い人形～♪」

　なんて、不思議と舌に馴な染じむ歌詞を囀さえずったのでした。そのまま三人、仲のいい親子みたいに歩いて廊ろう下かの奥、食堂へ。

　むむ、何やら和んでしまいましたが、ここはあたしを拉ら致ちした悪党どもの本ほん拠きよ地ち（推定）、油断してはなりません。

　素す早ばやく食堂のなかを見回します。

　簡素な部屋です。食事をするところというより、まるで何かの実験室みたいです。たぶん耐たい火か素材でできている黒い机、パイプ椅い子す、それだけ。装そう飾しよくも何もありません。

　見たところ十数人の、あたしやオロチちゃんと同じ格好をした女の子たちが食事をしているようですが、みんな一様に覇は気きがありません。あたしたちに気づいても、立ちあがることはおろか、挨あい拶さつすらもしません。俯き、機械的な動きで食事をしています。

　そんな彼女らを睥へい睨げいして──何を思ったか、静かに、オロチちゃんが微ほほ笑えみます。

「おまえら」

　別人みたいな声でした。

「ご主人様に挨拶は？」

　空気が凍こおりました。食事をしていた女の子たちは完全に硬こう直ちよくし、よろよろと立ちあがると──同時に頭こうべを垂れます。ぼそぼそ、お勤めご苦労様ですとか、何やかんや言っているようですが、元気がなさすぎて聞きとれません。何かをひどく怖がっているような、弱々しい雰ふん囲い気きが彼女たちにはありました。

「あぁ、いいんだ……食事をしていなさい」

　鉄仮面のご主人様がかるく手を挙げると、安あん堵どしたように頷うなずき、再び女の子たちは食事に戻もどります。それを不満そうに眺ながめ、けれど──すぐにオロチちゃんは表情を怖いくらい優やさしい笑みに戻しました。

　その発言は、やっぱり辛しん辣らつでしたけど。

「んふふ……もう、これだから出来の悪い子は、挨拶のひとつもできやしないんだもの。なんて恥はずかしい連中なんでしょ、ジグちゃんもそう思わない？」

　当たり前のように、どこか胸が痛くなる声で、無邪気に同意を求めてきます。

「ねぇ、そう思わないかなぁ？」

「…………」

　あたしは曖あい昧まいにごまかして、手招きする男のひとにならい席に座りました。

　何でしょうか。嫌いやな、とても嫌な胸むな騒さわぎがします。

　にこにこ笑うオロチちゃんと、全すべてを言外に拒きよ絶ぜつする冷たい鉄仮面と、死んだような女の子たち──ここは、なんだか、狂くるっています……。

　這はうような恐きよう怖ふが、今さらのように背筋を伝いました。

　ここは、いったい何？　この子たちは、何なんですか？

　あたしは……どうなるんですか？

「晩ご飯っ晩ご飯っ♪　晩のご飯で晩ご飯っなのよぉ♪」

　あたしが怯おびえているうちに、どこかに繫つながっているらしい食堂の奥に消えていたオロチちゃんが──器用なことに右手と左手、さらに頭の上にお盆ぼんを乗せて現れます。そのままとん、とん、とん、と隣となり合わせに着席したあたしたちの前にお盆を置いていきます。

　美お味いしそうな匂におい。あぁ、むしょうにお腹なかが空すいてきました。

　けれど。

「ぺっこぺっこ～ぺっこぺこ～お腹と背中がぺったんこ～♪」

　謎なぞの歌を口ずさみ、オロチちゃんは自分のぶんのお盆を机に置き、着席します。あたしを中心にして右に男のひと、左にオロチちゃんで、あたしは挟はさまれたかたちになります。なんというか、逃にげ場なし、というか──息が詰つまります。

「遠えん慮りよせずに食べなさい」

　男のひとが柔やわらかく語りかけてくれたので、あたしはちょっとだけ緊きん張ちようを解きましたが、すぐに──瞠どう目もくし、心臓を鷲わし摑づかみにされたような恐怖に囚とらわれます。

「どうしたのぉ？」

　オロチちゃんがスプーンを手に、いただきまぁすと元気に宣言して食事を始めます。男のひとも、ふつうに食べています。けれど、あたしはスプーンを握にぎりしめたまま動けませんでした。だって──。

　何でしょう、これは。

　基本的に、お盆に載のっていた食事はふつうのものでした。白いご飯にお味み噌そし汁る、焼き鮭ざけにほうれん草の白あえ、飲み物はお茶です。デザートにプリンまでついてます。ご飯とか鮭とかスプーンで食べるものではないと思いますが、問題なのはそこではなく……。

　当たり前のように、ご飯の上に載せられている白い錠じよう剤ざいとか……お味噌汁に、浮ういている無数のカプセルとか……よく見れば、お茶も変にドロっとしていて、人工的な香かおりがして……要するに、食事というよりこれは──。

　投薬……です。

　食べ物に、不自然に添そえられたお薬。それは少ない量ではありません。

「えっ……と」

　ご飯だご飯だと喜んでいた気分が急速に冷めます。心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねのように打ちます。額に嫌な汗あせが伝います。あたしはあらためて、己おのれの危あやうい立場を思いだしたのでした。

　あたしは……拉ら致ちされて、奇き妙みような研究所に、今──誰だれの助けもなく、軟なん禁きんされて。

「どうしたの、ジグちゃん？　食べないの？」

　不思議そうに、オロチちゃんが首を傾かしげました。そんな彼女の食べているのも、見たところあたしと同じ薬まみれの食べ物です。彼女は──疑問を覚えていない？

「あ、もしかして苦いの嫌きらいなのぉ？　あ！　だったら教えてあげる」

　オロチちゃんは悪意なく、固まっているあたしの正面──ふつうの食事に異い彩さいを添えている薬をいくつか拾います。

　代わりに食べてくれるのかと、あたしが期待したのも束つかの間。

「ほんとは良くないんだけどね、こうして……お薬だけ集めてね、ほら、プリン！」

　お皿に載ったプリン、その上に薬をまぶして、スプーンで薬まみれのプリンをしゃくって──笑え顔がおのまま、あたしの目の前にそれをもってきました。

「甘いのといっしょならね、苦い苦いのもごっくんできるのよぉ。はい、ジグちゃん、食べさせてあげるね？　あぁん」

「え、でも……え？　あの」

　あたしは生なま唾つばを吞のみ、目の前に示されたそれを注視します。

　お薬と、甘いもの。冷たそうに煌きらめくスプーンの尖せん端たん。

　え？　無理……そんな、訳のわからないお薬、あたしは──。

　助けを求めて鉄仮面の男のひとを見ましたが、彼は無表情に、あたしを冷れい徹てつな視線で観察しているだけでした。何かが……歪ゆがんでいます。狂きよう気きが──空気を汚お濁だくさせています。

　恐怖に支配されながら、あたしは必死で考えていました。

　どうしましょう？

　どうすれば、この状じよう況きようを切り抜ぬけられるんでしょうか？

「ジグちゃん……？」

　変わらない笑みのオロチちゃんが、薄うすく目を開き──こちらを見つめてきます。

「好き嫌いは、悪い悪いのよぉ？」

　瞬しゆん間かんでした。

　ぎぃぃぃいいいいいい。

　何か、嫌な音が聞こえました。

　最初は何かが壊こわれる音だと思いました。けれどすぐにそれが誰かの苦く悶もんだとわかりました。甲かん高だかい悲鳴と、絶望そのものの喘あえぎ。

　ぎいいいいいいいいいいぃぃぃぃぃ！

　人間の喉のどからでている声だとは信じられない、金属が擦こすれるような、けれど確実に誰かの、人間の、女の子の声だとわかる──金切り声。

　水を浴びせられたように竦すくみあがって、あたしは声の聞こえた方向を見ました。

「…………！」

　見ないほうがどれだけ良かったかと、その刹せつ那なに後こう悔かいをしました。

　惨さん状じようでした。

　視界に飛びこんでくる、真しん紅く。

　あたしには区別がつかない、十数人もいた女の子のひとりが……血を吐はき、そのメイド服をじゅくじゅくとした真紅で染めて、自らの喉を握りしめて突つっ伏ぷし、事切れています。食べかけの料理も、目の前に座っていた──こちらは無事な女の子も、同様に血で染まって──。

　あれ？

　どうして。誰も、騒さわがないんですか？

「どうしたの、ジグちゃん？」

　立ちあがり、血相を変えているあたしのほかに……ひとが死んだというのに、動くものも、声を発するものも、皆かい無むでした。女の子たちは一瞬だけ死んだ女の子に視線を向けたかと思うと、すぐにまた同じく薬まみれの食事をつづけましたし。オロチちゃんは、むしろあたしの反応に驚おどろいたみたいに、困ったような苦笑いを浮うかべているだけでした。

「あのね」

　そして彼女は、ごく素そ朴ぼくに、常識を説くような口調で言います。

「出来の悪い子が死んじゃうのは、よくあることなのよ？」

「よくある……ことって」

　意味が──わかりません。何もかも、わかりません。ひとが死んだんですよ？　たぶん同じ境きよう遇ぐうの、仲間みたいな女の子が死んだんですよ？　目の前で、血を吐いて……なのに、よくあることって？　誰も涙なみだすら、流さずに──。

「うん……、うん」

　わなわなと震ふるえるあたしを、静かに眺ながめ──鉄仮面の男のひとが、淡たん々たんと頷うなずいています。

「やはり、短い間とはいえ、外で育てたのは正解だった」

　かちゃ。かちゃり。女の子たちが、スプーンを動かす音だけが響ひびき──。

　血の臭においが濃のう厚こうに漂ただよう、地じ獄ごくのような惨状のなか。

　それでも何も感じていないように、彼を人間以外のものに見せている奇妙な鉄仮面の奥──理知的な、それゆえ底知れない狂気を感じさせる瞳ひとみが、揺ゆれています。

「興味深い」

　何がなんだかわからなくなって、感情が──恐きよう怖ふが、溢あふれて、あたしはその瞳に吸いこまれるような錯さつ覚かくとともに、嫌いやな目め眩まいに襲おそわれました。
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　せっかく頼たのんだ料理を放ほうりだして帰るのも何だから、ついでにそのまま居酒屋で腹ごしらえをして、お勘かん定じようを支し払はらってから俺は支部に戻もどることにした。通り雨だったらしく、どしゃ降りは孤独くんを追うようにして消えていて、雨雲だけがやりきれない黒々としたそのなごりを残しているのみだ。

　俺は煙草たばこでも吸おうかとポケットをまさぐって、すぐに考え直し、代わりに携けい帯たい電話を取りだした。そう遠くないうちの事務所まで歩くかたわら、嫁ヨメさんに電話する。

『はい、もしもし』

　いつも思うが常に電話のそばで待機してるんじゃないかと思うくらい素す早ばやく、ひとつの呼び出し音もしないようなうちに相手がでる。

『……滅作さん？　今日はどうしたの、いつもより早いけど──』

　不思議そうな嫁さんの声。慌あわてて電話にでたのか、いつもの『ダーリン』という呼こ称しようでなく昔のように『滅作さん』と呼んじゃう嫁さん。可か愛わいいね。俺も合わせるように、昔のように彼女を呼ぶ。

「秘ひ依よりちゃん、……孤独くんと会ったよ」

『…………』

　嫁さんは押し黙だまり、しばし何か考えこんでいるようだった。俺は人ひと気けのない見魔坂の路地を歩きつつ、相手の反応を待っている。

『孤独は』

　変わらず、嫁さんの声はあくまで優やさしい。

『元気だったかな？』

　この様子だと、孤独くんの結けつ婚こんしましたという葉書は寂憐院の本家にも届いてねぇな。いやまぁ手紙や郵便物すら当たり前のように検けん閲えつされるから、間ま違ちがいなく握にぎり潰つぶされたんだと思うが──孤独くん、寂憐院からは勘かん当どうされてるからなぁ。

　そんなことを考えつつ、俺は思ったことをそのまま語る。

「まぁ元気は元気そうだったけどな、いつもの孤独くんだったよ」

　あいつは常に溜ため息いきをついてるのが基本みたいな根ネ暗クラくんだから、今日のあれも俺の感覚ではいつもの孤独くんだ。

「あと何か知らないひとと結婚してた」

『……………………』

　今度こそ、長い沈ちん黙もく。

　まぁ家出した息子むすこがいつのまにか結婚してたと言われても、すぐに諸もろ手てを挙げて喜べはしないだろうがね──けれど、嫁さんはわりと嬉うれしそうだった。

『そう……あの孤独が、結婚を──良かった、あの子は、ほんとうの意味で……寂憐院から逃のがれたんだね……』

　嚙かみしめるように、嫁さんはつぶやく。

『良かった』

　泣いているようだった。

『せめて……あの子は、幸せに。そうでないと、あまりにも誰だれも救われ──』

「秘依ちゃん」

　俺は立ち止まり、自分でも噓うそくさいと思う、ただの楽観を口にする。

「秘依ちゃんも、いつか助ける。俺が……きっと」

『…………』

　嫁さんは寂さびしそうに笑った。

『いいんだ……わたしは、もう、わたしの身体からだは──わたしだけのものじゃない。わたしが逃にげたら、救われてしまったら、多くのひとが不幸になるから。わたしはもう寂憐院だから。もう……あとは、壊こわれていくのを待つだけだと、わかっているから』

　諦あきらめたのではない、全すべてを受けいれ──それでもなお、怯ひるまず立ち向かう強い声だった。けれど同時に、頑かたくなな、俺からすれば不条理な主張だった。嫌なら、逃げればいい。俺が助けてやる。周りのやつらがどれだけ不幸になったって……いいじゃねぇか。

『でも滅作さん、伊い依よりは……ちがうから、まだ助けられるはずだから』

　俺と彼女のあいだに生まれた、一人娘むすめの名前をつぶやいて。

『わたしが死んだら』

　嫁さんは──寂憐院秘依は、真しん摯しに頼んできた。

『伊依だけは』

「死ぬなんて言うんじゃねぇ」

　思わず責めるような口調になってしまう。嫁さんは何か言いかけたが、すぐに慌ただしい物音がして──嫁さんのとは別の、甲かん高だかい声が響ひびいてきた。

『誰が助けてなんて頼んだ！』

　俺は驚おどろき、また気まずさを感じて言いよどむ。

「……伊依ちゃん」

　たぶん横で話を聞いていた伊依ちゃんが、嫁ヨメさんから電話を奪うばって俺に叫さけんでいるんだと思うが。相変わらず、お父さんに対して容よう赦しやない娘だった。言葉が打だ撃げきのように重く伝わってくる。

『助けられないくせに！　逃げたくせに！　母さんを置いて逃げたくせに！　何が助けるだ──叶かなえられもしない希望なら、せめてそんなもの抱いだかせないでよ！　希望なんかいらないんだ！　よけい苦しくなるだけだ！　馬鹿！　母さんの気持ちを考えたことがないのか！　あたしの気持ちも……！』

　衝しよう動どうだけのような、泣き声。意地っぱりの伊依ちゃんには珍めずらしい、感情に満ちた声。

『言葉なんかいらない！　希望なんかいらない！　期待させるだけ期待させて、それがどんだけ苦しいかわかんないのか！　母さんを助けたいって、あんたどれだけのことをしたんだよ……馬鹿！　あたしたちに会いにくることもできないくせに！』

「…………」

　そうだよ、伊依ちゃん。

　俺は逃げた。寂憐院の怨おん念ねんが渦うず巻まく不知野から。そして、これまで──電話で嫁さんを慰なぐさめるだけで、それで責任を果たしたつもりになって、おまえらをほんとうの意味で助けにいくことができなかった。

『義に兄いさんも』

　孤独くんのことを──父親ちがいの義あ兄にのことを、伊依ちゃんは憎にく々にくしげに罵ののしった。

『何？　まだ生きてるの？　恥はじ知しらずに！　逃げたくせに……結婚したって？　おめでとう義兄さん！　これで晴れて寂憐院とは縁えんが切れたね！　あたしたちを完全に捨てることができた！　はは！　お幸せに──あの恥知らず！』

「伊依ちゃん」

　俺は、おまえに何も言う資格はないかもしれないけど。

「おまえの義兄さんはな、あいつなりの方法で……幸せになろうとしてんだよ。誰もあいつのことを──否定するべきじゃねぇ」

『父さんにはわからないよ』

　搾しぼりだすような、それは無む慈じ悲ひな声だった。

『父さんには、あたしの気持ちはわからないよ！』

　そこで電話が切れた。

　虚むなしい電子音。こんな細い電波の繫つながりじゃ、俺と娘の、喪うしなわれてしまった絆きずなの代わりにはならない。わかっている。今、俺がするべきことは……こうして言い訳を、弁解を並べたてることじゃなくて、嫁さんのそばにいって抱きしめてやること、泣いてる伊依ちゃんの頭を撫なでてやること──。

　けれど。

　俺は、どうして、そんな程度の父親らしいこともできねぇんだ？

　気づくと俺の勤務先、執しつ行こう部ぶの支部が詰つまった事務所が見えた。酒も飲んでねぇのに頭痛がする。なんとか堪こらえ、扉とびらを開き──沈しずんだ気持ちのまま入室した。

「お、宇宙木ちゃんダウンしてる」

　さすがに限界だったのか、宇宙木ちゃんは机に身体を投げだすようにして力ちから尽つきている。眠ねむっているらしい。俺は溜ため息いきをつき、そんな彼女を起こさないよう気をつけながら抱きあげ、とりあえずソファに寝ねかせてやった。

　眠っていれば文句なしに綺き麗れいなうちの部下に、そっと部屋の隅すみに積まれている布ふ団とんをかけてやって、俺はぼやく。

「怪け我がしてるときくらい無理すんなっつうの。何でも一人でやろうとしやがって、……まぁ、上司が頼たよりないからなぁ──宇宙木ちゃんも大変だなぁ」

　独り言も虚しいので、宇宙木ちゃんをどかした椅い子すに座りこみ、彼女が進めてくれた調査と、孤独くんからもらった葉書の文面を照会したり、さらに調査を進めたり、ジグちゃん奪だつ還かんの準備を怪造学会の本部に申しん請せいしたり、ちょいと真しん剣けんにやってみる。

「たまには格好いいとこ見せてやんないとな、娘たちに愛あい想そ尽つかされちまうよ」

　いやもう手て遅おくれかもしれないけどな。

　まぁ──せいぜい、お父さんがんばるよ。
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　気絶していたようです。

　相も変わらず無音の世界。眩まぶしい明かりに照らされ、あたしは簡素な寝しん台だいに横たわっていました。そばには誰だれもおらず、やはり何の音もしません。体内時計がおかしいから断言できませんが、たぶん夜中だと思います。

　あたしは警けい戒かいしながら身を起こし、狭せまい室内を見回します。

　どうも、あたしが最初にこの研究所で目覚めたときと同じ部屋らしく、時間が巻き戻もどされたような変な気持ちになります。けれど今回はそばに笑え顔がおのオロチちゃんはおらず、代わりに置き手紙らしきものを見つけました。

　子供っぽい丸っこい文字で、そこには──。

『ごめんね。ジグちゃん疲つかれてたのね。いきなり倒たおれたから驚おどろいちゃった。今日はよく寝てね。無理しないでね。ごめんね。　オロチ』

　と、書かれていました。

　なんとなく胸が温かくなる、可か愛わいらしい文面です。さっきはオロチちゃんに言い知れない恐きよう怖ふをおぼえたのですが、それが気のせいに思えるくらい……彼女は純じゆん粋すいに、あたしのことを心配してくれているように感じました。たぶん、純粋なのでしょう。オロチちゃんに悪意はありません──。

　けれど、この研究所は……根本的なところで狂くるっている。

　きっと、オロチちゃんはそんな研究所で、歪ゆがんだ価値観を当たり前と思い、何も疑わずに成長してきたのでしょう。昔の、まだ爆川乱不さんの道具でしかなかったころのあたしのように、悪意なく──歪んでいる。最初から、狂ったかたちに育てられている。

　ならば、心配してくれているオロチちゃんには悪いですが。

　あたしは、ここにいるわけにはいきません。

　さきほどは運良く気絶したおかげか、あのお薬まみれの食べ物を口にしなくてすみましたが──このままではいずれあれらを飲まなくてはいけなくなるでしょう。その結果、何が起きるかはあたしにはわかりません。けれど、もしかしたらあの血を吐はいた女の子みたいに、死んでしまうかもしれないんです。

　そうでなくても、いずれ……あたしは何か嫌なことをされるか、させられるに決まっています。このまま何もないわけがありません。忘れてはいけません──あたしはここに拉ら致ちされてつれてこられたのです。

　逃にげなくては。

　そう決めて、あたしは足音を殺し、そっと立ちあがると部屋の出口へ向かいます。

　幸いにして鍵かぎは閉まっていません。不用心すぎるくらいです。たぶん、それぞれの個室の施せ錠じようをしなくても、ここは地下です──地上との通路さえ閉へい鎖さしておけば誰も脱だつ出しゆつできないのでしょう。ふつうに脱走しようと思っても不可能なはずです。

　ならば、とあたしは思考を巡めぐらせ、ひとつの方法を決意します。

　あの鉄仮面の男を人ひと質じちにとりましょう。

　たぶん、彼はオロチちゃんたちとはちがって、この研究所を管理している側──権力をもった人間のはずです。だから、彼を人質にとって、こいつを殺されたくなければ要求を聞けと主張すれば、みんな彼を見殺しにはしないはずです。

　うまくいくかどうかは賭かけですが、ほかに方法も思いつきません。

　相手が油断している今が好機です。

　逃げなくては。

「…………」

　あたしは頷うなずき、覚かく悟ごを決めて──誰もいない廊ろう下かを歩いていきます。この研究所の見取り図はよく把は握あくできていませんが、そう複雑な構造ではありません……迷うことはないでしょう。問題なのは、仮面の男のひとがどこにいるかですが──。

　廊下に設置された時計を見ると、もう夜中の十二時に近い時刻でした。照明も落とされていて、薄うす暗ぐらく、もはやみんなも就しゆう寝しんしているものと思われます。誰も歩くひとはいません。物音も……やはり皆かい無む。

　否いな。

　何か──聞こえたような。

　あたしは慎しん重ちように気配を消し、音のした方向へ歩いていきます。誰も活動していないことは物音がないのでわかっていましたが、何があっても対応できるよう、身構え──壁かべを背にし、ゆっくりゆっくり進んでいきます。

　いくつも並んだ部屋の扉とびらは、ぴったりと閉じられていて、明かりが漏もれている部屋すらありません。扉を見ると簡素な部屋番号と、名前らしき片仮名が書かれていますし、たぶん中では例の女の子たちが寝ねているのでしょう。

　ぐるりとした回廊になっているらしい通路。その曲がり角をいくつか進み、蓋ふたをされ、閉鎖されている下への階段らしきものを確かく認にんします。あの仮面のひとが下の階にいたらお手上げだな、とあたしが弱気になっていると──。

　不意に。

　また何か、聞こえたような。

「…………？」

　少し足早に、夜の猫ねこのように俊しゆん敏びんに、あたしは音のした方向へとさらに進んでいきます──そして、見つけました。ひとつだけ隙すき間まから明かりの漏れた扉。どくんと跳はねた心臓をなだめて、あたしは好こう奇き心しんのままそちらへ向かいます。

　こんな夜よ更ふけに。寝ね静しずまった研究所で。誰だれが。何を。

　廊下の奥の奥、ひとつだけ隔かく離りされたような部屋──わずかに開かれた扉の隙間から、冷れい房ぼうの冷気とともに光が零こぼれています。あたしは気づかれないよう注意しながら、そっと中を覗のぞいてみました。

　そして、思わず声をあげそうになって、慌あわてて自分で口を押さえます。

　そこはどうやらオロチちゃんの部屋でした。

　やはり内装は簡素な、飾かざり気のないものでしたが。扉に嵌はめこまれたプレートには彼女の名前がありましたし、部屋のなかには──オロチちゃんがいたんです。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　さきほどから聞こえていた、無音の研究所に唯ゆい一いつ、響ひびいていた誰かの声。

「許してください……許してください……許してください……」

　最初は、オロチちゃんの声だと思いました。

　その声は弱々しく、擦すりきれていて、性別も、年ねん齢れいも、何もわからない、死にかけの小鳥が最さい期ごに囀さえずるような、呻うめき……ただの泣き声のようなものでしたし。

　けれど──その声は、オロチちゃんのものではありませんでした。

　彼女は何も言わず、ただ優やさしく微ほほ笑えみ、泣いている誰かを眺ながめているだけです。

　オロチちゃんは服を着ていません。あたしよりも凹おう凸とつのない華きや奢しやな身体からだはやはり焼けたような煉れん瓦が色いろで、ところどころ煌きらめく鱗うろこが目立っています。そんな倒とう錯さく的な芸術作品めいた裸ら体たいで、オロチちゃんは寝しん台だいに腰こしかけ、ただ座っています。

　その足あし下もと。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　そこに転がっている、抜ぬけ殻がらのような鉄の仮面。あれは昼間、圧あつ倒とう的な雰ふん囲い気きであたしを吞のみこみそうだった──あの、不思議な男のひとが被かぶっていたもの。

　では、まさか。

　その仮面のそば、床ゆかに這はいつくばって、見苦しく泣きじゃくり、オロチちゃんの裸足はだしにすがりついて──高温なのでしょう、じくじくと焼けるような音をさせ、焦こげた臭においを漂ただよわせ、そんな彼女の足を自らの顔に押しつけているあのみじめな男のひとは……。

「許してください……許してください……許してください……」

　彼らがいる寝台は奥に置かれていましたけど、そう広くはない部屋ですから──よく見えました。哀かなしいくらい謝りつづけるその男のひとは、間違いなく昼間の鉄仮面のひとで──けれど、まるで別人のようでした。涙なみだを零し、女王にへつらう奴ど隷れいのようにオロチちゃんの足を抱だき、懺ざん悔げの声をあげています。
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　何か見てはいけないものを見た気がして、あたしは咄とつ嗟さに顔を背そむけようとして──。

「…………」

　そこで、オロチちゃんが静かにこちらを見ました。

　視線が合います。心臓が止まるかと思いました。硬こう直ちよくし、すぐには動けないあたしの正面、扉の隙間、オロチちゃんは野生の獣けものみたいに瞳どう孔こうをすうぅっ──と窄すぼめ、同じく糸のように目を細めると、あっさりと立ちあがります。

　やばい。

　あたしは冷や汗あせをかき、脱だつ兎とのごとくその場を逃にげだします。室内で何かオロチちゃんと男のひとが会話をしている声が聞こえました。何と言っていたかはわかりませんが、見つかってしまった──その事実があたしを混乱させて、とにかくこの場から遠ざからなくちゃと、それだけしか考えられませんでした。

　頭に繰くりかえし浮うかぶのは、さきほどのオロチちゃんたちの姿。

　何をしていた？

　あれは──いったい、何をしていた？

　走るのには自信がありましたし、足音すらたてず、素す早ばやく逃げたので──しばらくは追いつかれないと考えていました。けれど、それは大きな間違いでした。

　背後に、ぐん、と重圧を感じたと思うと。

　すぐに蛇へびのごとく誰だれかの腕うでがあたしの首に回されて、強制的に動きを止められ──同時に、もうひとつの手が伸のびてあたしの口元を塞ふさぎます。

　灼しやく熱ねつする、高温の掌てのひら。

「静かにね。喋しやべらないでね。お願い」

　小声で、耳元で、囁ささやかれる声──肩かた越ごしに振ふりかえると、唇くちびるの前に人差し指を立て、声をだすなと示すオロチちゃんが見えました。

　驚おどろいて少し暴れましたが、びくともしません。すごい力で、振りほどけません。

「換かん気きのためにね、ちょっとだけ扉とびらを開けていたのが良くなかったなぁ……見たでしょ、ジグちゃん。ひとの部屋を覗のぞくのはね、悪い悪いのよぉ」

　困ったようにつぶやき、そのまま、あたしを抱きしめるような姿勢のまま──オロチちゃんは真しん剣けんな口調で語ります。

「ご主人様はね、あの姿を見られるのが嫌きらいなの──だからジグちゃん、見なかったことにして。お願い。運が良かったのよ、わたしが先に気づいたから……ご主人様が先にジグちゃんに気づいてたら、わたしジグちゃんを殺さなきゃいけなかった」

「…………」

　口元を塞がれているから、返答もできません。けれど怖こわくて、何度も頷うなずきます。満足したのか、オロチちゃんは解放してくれました。まだ裸はだかのままで、ちょっと恥はずかしそうに胸を隠かくすその仕草は可か愛わいらしいものでしたが。

　怖い。

　うまく言葉にできませんが、あたしはオロチちゃんが──怖い、怖いです。

　価値観がちがう。根本的なところで、何かが嚙かみあわない。

「ご主人様はね」

　オロチちゃんは胸を隠しているわけではありませんでした。鎖さ骨こつの真ん中あたり、そこに埋うめこまれている紅あかい宝石のようなもの──鼓こ動どうするその生々しい異物を、どうも見せたくないようです。もじもじして、健けな気げにちっちゃな手で隠そうとしています。

「人間の身体からだに怪造モン生物スターを埋めこむ実験をしているの」

「…………」

　人体実験。

　その明かされた事実に、あたしは遅おそすぎる理解を得ます。

　人間の身体に怪造モン生物スターを埋めこむ。それは、あたしを育てた爆川乱不さんも所属していたイツキ派と呼ばれる怪造学の派は閥ばつ、彼らが裏で進めている研究なんです。あたしの身体にも、怪造モン生物スターが埋めこまれているはずです。

　つまり。

「ここ、イツキ派の研究所……？」

「外ではそう呼ぶの？　たしかに、ご主人様は虚島慈樹って名前だけどね……んふふっ」

　虚島慈樹。イツキ派の元もと締じめ。諸悪の根源。

　あの、オロチちゃんの足あし下もとに這はいつくばって、誰かに許しを乞こうていた男のひとが？

「とにかくね」

　オロチちゃんは、とても哀かなしそうな顔をしていました。

「ご主人様はそうやって、人間に怪造モン生物スターを埋めこむことで──弱い、嫌いやになるくらい弱い人間をね、ちょっとでも強くするための研究をしているの。わたしもそう。出来は悪いけど……昼間、食堂にいた女の子たちもそう。ジグちゃんもそうよね？　わたしたちは、ご主人様によって強く創つくりかえられた新人類なのよ？」

　誇ほこらしげな口調なのに、やはり、どこか寂さびしそうでした。

「だけどね、そんなご主人様の偉い大だいなる研究はね──世間では、表の社会では、ちっとも評価されないの。みんなみんな、ご主人様を悪いやつって罵ののしって、侮ぶ蔑べつして、貶おとしめて……だから、ご主人様は傷ついて、あぁして毎晩、顔を焼いて、その痛みを自分への罰ばつとして──それでも、罪悪感を我が慢まんできずに謝りつづけるの。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……ってね」

「悪いと思ってるなら」

　あたしは理解できなくて、オロチちゃんを責めても仕方ないのに、知らず口調を厳しくして叫さけびました。

「やめればいいじゃないですか……！　悪いことは悪いんです。子供の身体に怪造モン生物スターを埋めこむなんて──それは悪いことです！　悪いことはやめなくちゃ──」

「そんな簡単な問題じゃないのよ」

　子供じみたあたしの意見なんか、ほとほと聞き飽あきているのか──オロチちゃんの瞳ひとみには、落らく胆たんと、怒いかりの烈れつ火かが宿ります。

「ここで投げだすのは簡単よ。罪を認めて、謝って、首でも吊つって死ねばいい！　だけどね──こんな道なかばで、何ひとつ達成できずに、ぜんぶ捨てちゃえるほどご主人様は器用じゃないのよ！」

　激しく肩かたを摑つかまれます。焼けそうなくらい熱く、骨が軋きしむくらい強く。

「悪いことはやめなくちゃ？　なんでそんな残ざん酷こくなことが言えるの？　目的のために悪いことを積み重ねなくちゃいけなかった、罪も罵ば倒とうも浴びつづけて汚よごれに汚れて、それでも目的のために──夢のために、今日まで努力をつづけてきたあのひとを……そんな簡単な言葉で否定しないでよ！」

　突つき飛ばされ、床ゆかを転がり、何も言えなくなったあたしを──オロチちゃんはじっと見ていました。外の世界で覚えてきた安い論理で、陳ちん腐ぷな正論で、あたしは何もわからず彼女の全すべてを傷つけたんです。

　目に涙なみだを浮うかべ、拳こぶしを握にぎり、それでも──あたしの友達だと名乗った女の子は、それ以上は暴力もふるわず、ただぼろぼろと泣くだけでした。

「悪いひとなんか……いないの、ただ──たくさん、弱いひとがいるだけなの……。弱いから、罪を犯おかす。弱いから、道を間ま違ちがえる。弱いから、真っ当に生きられない……弱い、弱い、哀しいくらいに弱いひとばかりなのよ……この世界は！」

　あたしは彼女の言葉に、太た刀ち打うちできる言葉も、論理ももってはいませんでした。

　ただ打ちのめされ、呆ぼう然ぜんとすることしかできませんでした。

　オロチちゃんはそんなあたしを虚むなしそうに眺ながめ、掠かすれた声を吐はきだします。

「罵られても、悪と呼ばれても、毎晩、罪の意識に苛さいなまれても……そんな弱いひとたちを、少しでも強くしようとしている──あのひとを、否定する権利は誰だれにもないわ……！」

　それだけ告げて、オロチちゃんは踵きびすを返します。

　その背中が廊ろう下かの奥に消えるまで、あたしはその場を動けませんでした。





第五話・papa,mama,ice cream（後編）につづく
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「ずび。ずび。ずび」

　少女は洟はなをかんでいた。

　風か邪ぜ気味なのか、それとも花か粉ふん症しようか、見み魔ま坂さかの町の駅前──ゴミ箱のそばにぽつんと立って、ティッシュ箱を片手に延々と。

「ぐしゅ。ぐしゅ。ぐしゅ」

　新たなティッシュを引きだしては洟をかみ、無表情のままゴミ箱へ放ほうり、また数秒も待たずに同じことを繰くりかえして──。恐おそろしいことに、彼女のそばにあるゴミ箱はすでにティッシュとその空箱でほとんど埋うまっていた。

「ずび。ずび。ずび」

　どこか陰いん気きな雰ふん囲い気きの少女である。否いな、なんとなく年ねん齢れいがよくわからない。大人のような気もする。背せ丈たけは低く、ゆらゆらした緑色の髪かみは羽は衣ごろものように垂らされている。服装はお人形じみたゴスロリで、ずっと見開いているような目元は長い睫まつ毛げで飾かざられている。

　洟のかみすぎだろう、低い鼻をほんのり赤らめたそんな彼女に、俺──空すかい井い滅めつ作さくは堂々と歩み寄っていく。ばたばたと、少女の周りになぜか群れていた鳩はとが飛び去った。

　周りには忙せわしなく行き交かう人々。雑多な店てん舗ぽに電車の振しん動どう。見魔坂はお上品な町ではないから、そこらに紙くずや空き缶かんなんかが転がっている。地面には無数のガムの吐きあと。香かおるのは近所の飲食店からくる料理と生ゴミの臭におい。

「えぇと」

　こちらに目も向けない少女の正面──俺は立ち止まって声をかける。

「あんたが〝赤あか鼻はな〟か？」

「ずび」

　少女──〝赤鼻〟は洟をかんで、丸めたティッシュをゴミ箱に捨て、ちっとも瞬まばたきしない大きな両目でぎょろりとこちらを見てきた。

　無口なのか、何か理由でもあるのか、彼女は俺の問いに言葉では応こたえず……俺を爪つま先さきから脳天までじっくり眺めると、大きく頷うなずいた。

「ぐじゅ」

　そしてまた、ティッシュを鼻に押しつける。他人の癖くせとかに口出すのも野や暮ぼかと思ったが、気になったので俺は彼女の目線に合わせ、ちょっと膝ひざを折り曲げてから尋たずねてみた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　花粉症ならマスクとか目薬とか」

「花粉症じゃなイ」

　不意に、〝赤鼻〟は変な抑よく揚ようの声でそうつぶやいた。

　俺はその引っかくような声に面めん喰くらいながらも、問いを重ねる。

「じゃあ風邪か？　のど飴あめ舐なめるか？」

　ポケットからいつかジグちゃんにやろうといれといた飴を取りだし、〝赤鼻〟に握らせてやる。〝赤鼻〟は何か言いたげに口をぽかんと開けたが、けっきょく押し黙だまったまま包みを受けとってくれた。

　苺いちご味ののど飴を、彼女はまじまじと凝ぎよう視しして、毒見のつもりか舌で触ふれてから──ようやく舐めはじめた。変なやつ。

「…………」

　ころころ口のなかで飴を転がしつつ、彼女は肩かたに下げていた鞄かばんを開く。見ると中身は大量のティッシュの箱と、中身が詰つまったひとつの封ふう筒とうだった。

　彼女──〝赤鼻〟と呼ばれる年齢不ふ詳しようの人物は、裏の世界では有名な情報屋だ。正確には情報屋ではなく間諜スパイと呼ぶのが正しいらしく、あちこちに潜せん入にゆうしたり情報を盗ぬすんだりして集めた知識を他人に売りつけるのを生業なりわいにしているとか。

　可か愛わいい少女に見えなくもないが、けっこうな悪党なんである。

　まぁ、利用できるもんは何でも利用するさ。〝赤鼻〟の情報は新しん鮮せんなうえに利用価値が大きく、かなり依い頼らい料はぼったくられるが緊きん急きゆう時には頼たよりになる──らしい。俺が依頼するのは初めてだが、先代の執しつ行こう部ぶ長ちようはよく彼女に助力を請こうていたようだ。
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「…………」

　やっぱり瞬きせずにこちらを凝視しつつ、〝赤鼻〟が封筒を俺に押しつけてきた。

「飴をくれたりとカ」

　やはり甲かん高だかい、無理につくったような裏声。

「優やさしくしてモ、料金はまけてやらないゾ」

「んなもん期待してねぇよ」

　お子様（に見える）に偉えらそうにされると癪しやくに障さわるので、俺はむっと唇くちびるを尖とがらせて、〝赤鼻〟の頭をぐしゃぐしゃと撫なでた。

「それよりも、仕事はちゃんとしてくれたんだろうな？」

「侮あなどるナ。ボクはプロフェッショナルなのダ」

　無表情のまま俺の手を払はらいのけ、飴をころころと舐めながら。

「おまえの知りたいことは──全すべてその封筒の中にあるゾ。ボクの情報は一〇〇％正しい信しん頼らいできることのみダ。ただ……情報は風化するものだかラ、何にその情報を使うかは知らないが──早め早めにと努めるのだナ。賞味期限は短いゾ。情報を自分で腐くさらせておいてボクに文句を言いにくるなヨ」

　それだけ告げて──〝赤鼻〟はさっさと鞄を担かつぎ直し、くるりと背を向けてしまう。

　やはり人形めいた、無感情な双そう眸ぼうでこちらを肩越ごしに見つめて。

「代金は例の口座に振ふりこんでおケ。またのご利用をお待ちしておりまス」

　慇いん懃ぎん無礼に頭を下げると、数歩だけ進んで、同じ動きでまた数歩戻もどって──彼女は忘れていたというように、いちばんたいせつなことを最後に告げてくる。

「そうそう……おまえと同じくらいのタイミングで、おまえが調べてくれと依頼してきたイツキ派とやらがナ──おまえの所属する怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶの動きを調べろとネ、ボクに頼たのんできたのダ」

　当たり前のように、間諜スパイ〝赤鼻〟はぺろりと舌をだした。

「ボク……ぺらぺら喋しやべったかラ、相手もおまえがボクに依頼をしたことは知ってるゾ。マジでさっさと行動しないと絶対に逃にげられるから──と、いちおう忠告しとくナ」

「…………」

　そういうことは早く言え。
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　狭せま苦くるしい車内に甘やかな嬌きよう声せいが響ひびきます。

「あれなぁに!?」

「コンビニです」

「あれなぁに!?」

「救急車です」

「これなぁに!?」

「……え？」

「もーっ！　『あたしのたいせつなお友達の可愛いオロチちゃん』でしょーっ！　んふふっ！」

　オロチちゃんのテンションは火にかけっぱなしの薬や罐かんのように沸ふつ騰とう中。

　あたしはそれについていけずに目を白黒させ中。

　大きな車の後部座席です。

　本来は家族用の車ですし、何人も乗りこめる空間があったんですが、人間以外のもの──資料だったり実験器具だったりが大量に詰つめこまれている関係で、乗っているのはあたしを含ふくめて三人だけです。

　まず運転席には、鉄仮面の男。名前は虚こ島じま慈いつ樹きというらしい彼は異い端たんにして強大なる怪造学の分派──イツキ派の主しゆ宰さい者しやで、人間の身体からだに怪造モン生物スターを埋うめこむという狂きよう気きの研究をしているそうです。鉄仮面で視界が悪いでしょうに、危なげない手つきでハンドルを握にぎっています。

　そんな彼に怪造モン生物スターを埋めこまれた被ひ害がい者しや、実験体、兵隊──あらゆる意味で彼に従属している女の子が、あたしの横でさきほどから窓に張りついているオロチちゃんです。彼女は煉れん瓦が色いろの肌はだにいくつも鱗うろこを煌きらめかせた不思議な肌をしていて、人間離ばなれしたその体温で車内の空気をどんどん熱しています。

　あたし──そんな彼らに誘ゆう拐かいされた可か哀わい想そうなジグちゃんはというと、慌あわてていたので着用が義務づけられていたメイド服のまま、大量の積み荷に押されるようにしてオロチちゃんと密着し、あれ何あれ何と騒さわぐ彼女の相手をしているのでした。

　やれやれです。

　何なのでしょう──この状じよう況きようは？

「…………」

　怪造学という学問があります。

　かぎりなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。その虚界アンダカから怪造モン生物スターと呼ばれる怪かい物ぶつを召しよう喚かんし、研究することで虚界アンダカの全てを解き明かそうとする学問です。

　まさに現在の召喚魔ま法ほう。御お伽とぎ噺ばなしのような、不思議な技術。

　けれどそれは素す敵てきな印象とは裏腹に過か酷こくで醜しゆう悪あくなものなのです。

　人間は天使ではありませんから、弱い──生き物ですから、学術的な研究のみに怪造モン生物スターを用いませんでした。窃せつ盗とう、殺人、軍事……あらゆる悪意に染められ、あらゆる犯罪のために、怪造学は利用されることになりました。

　もちろん怪造学の総本山、怪造学会と呼ばれる組織も愚おろかではありません──そうした災わざわいの芽を自ら摘つむための専門機関を設置しました。

　それこそが怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶと呼ばれる武ぶ闘とう派はの集団であり、あたしはとある事件の結果──その執行部の第一班に預けられ、そこで下働きのような仕事をしながら、徐じよ々じよに彼らとの絆きずなを深めていきました。

　そうした矢先に、あたしは白昼堂々、イツキ派の連中に拉ら致ちされ──『あたしが生まれた場所』だという、奇き妙みような研究所へ導かれたのでした。

　そこは地じ獄ごくのような場所でした。

　身体からだに怪造モン生物スターを埋めこまれ、毎日の投薬により衰すい弱じやくした女の子たち。素顔を見せない鉄仮面の支配者と、彼に盲もう目もく的な愛を向ける高温の肌の女の子。狂気と妄もう執しゆうが渦うず巻まく──それは比ひ喩ゆでなく悪夢のような研究所でした。

　それに、昨晩見たあの光景。

　鉄仮面を外し、みじめに謝罪をつづける虚島慈樹。そんな彼を慈いつくしみ、肯こう定ていし、されるがままに受けいれていたオロチちゃん。背徳的で閉へい鎖さ的な、禁断の関係。あのときの独特な熱をもった情景と、その後にオロチちゃんから語られた言葉が忘れられません。

　悪いひとなんかいないの。

　ただ、たくさん──弱いひとがいるだけなの……。

「…………」

　彼らは、幼い女の子に怪造モン生物スターを埋めこむ、悪党集団。

　動機は狂気で、目的は悪事で、その全すべてが邪じや悪あくで救いがたいものならば、わかりやすかったのに。彼らにも彼らの理由があり、正義があり、あたしはその理由も正義も否定することができませんでした。

　難しいです。

　この世界は、人間は、何とも──難しいです。

　与あたえられる役目に従い、唯い々い諾だく々だくと誰だれかの道具として生き、何も考えない──昔のあたしのままだったほうが……よほど楽だった気がします。

　けれど──あたしは道具ではなくなったのだから。

　自分で歩いていくと決めたのだから。

　それを許されたのだから。

　考えなくちゃ。

　考えて──決めなくちゃ、自分が何をするべきか。何を拾い、何を捨て、誰を否定し、誰を肯定するか。ほかの誰でもない、あたしが決めなくちゃいけないんです。

「わたしの～人形～は～良い人形～♪」

　上じよう機き嫌げんに窓にべったり顔をつけたまま、小声で歌っているオロチちゃんに、あたしは視線を向けます。見ているこっちが嬉うれしくなる、無む邪じや気きで可か愛わいらしい仕草と、声。

　あたしは何ひとつ結論を見みい出だせないまま、『あたしの友達』と名乗ったこの女の子のことが知りたくて、声をかけます。

　彼女のことを知りたい。

　彼女を肯定するにも、否定するにも、あたしは彼女のことを知らなすぎます。

　虚島慈樹に隷れい属ぞくし、けれど彼を肯定し、愛している……煉瓦色の肌の少女。

「オロチちゃんって」

　ふと気づいたことを、尋たずねてみます。

「もしかして、外にでたの──」

「初めてなのよっ」

　振ふりかえって、彼女は歯が見えるくらい大だい胆たんに笑いました。

「んふふっ、だから何もかも珍めずらしいの。すごいのねぇ、外の世界は──とっても色いろ鮮あざやかなのよっ。それに意味のわからないものばかりっ。人間もたっくさん♪」

　研究所育ちの、純じゆん粋すい培ばい養よう。

　彼女が虚島慈樹に心しん酔すいしているのは、研究所の外の価値観を知らないからなのでしょうか。それはまるで執行部のみんなに会う前のあたしのようでした。オロチちゃんとあたしの価値観が嚙かみあわないのは、外の世界を知っているか、知らないか──それが原因なのでしょうか？

　外の世界の価値観から見れば、オロチちゃんは狂きよう気きの研究所に利用され、蹂じゆう躙りんされた哀あわれな被ひ害がい者しやです。救うべき──対象です。けれど彼女はその『救い』を喜ぶでしょうか？

　執行部に、あたしの『飼い主』爆はぜ川かわ乱らん不ぷさんから引き離はなされたとき、あたしが抱いだいたのは世界の全すべてを奪うばわれるような恐きよう怖ふでした。しかして、あのころのあたしよりも何倍も何十倍も主あるじを愛するこの女の子が、そんな恐怖に晒さらされたら……壊こわれてしまう気がします。

　あたしは、どうするべきなのでしょう？

　まがりなりにも執行部の一員として──あたしが取るべき行動は何なのでしょう？

　オッサン。宇う宙つ木きちゃん。

　ふたりなら……こういうとき、どういう行動を取るのでしょうか？

「わっ、あれなぁに？　なぁに？」

　オロチちゃんがあたしの三つ編みを引っぱって、窓の外を指さします。考え事をしている暇ひまもありません。やれやれです。彼女の指先を追うと、マジックミラーになっていて外からはこちらが見えない窓の向こう──通行人がアイスを舐なめながら歩いています。

　目を煌きらめかせているオロチちゃんに、あたしはてきとうに応こたえました。

「アイスクリーム」

「あい……すくりーむ？」

　知らないのか、きょとんとして、オロチちゃんは興きよう味み津しん々しん。

「お菓か子しなの？　おかしなお菓子なの……んふふっ、どんな味がするの？」

「え？　うぅん、いろんな種類があるんですよ」

　そういえば、あたしがイツキ派に拉ら致ちされたのもアイス屋さんでした。

　食べたいなぁ。アイスクリーム。あたしも……あまり食べたことないので。

「苺いちごとか。葡萄ぶどうとか。チョコレートとか。ココナッツとか」

「ふおぉ」

　変な声をあげるオロチちゃんが面おも白しろくて、あたしはどんどんつづけます。

「それが冷たくて、舌で舐めるとトロって溶とけて──」

「ふおぉお、食べたぁい♪」

　今にも窓を突つき破って通行人に襲おそいかかりそうなオロチちゃんを、あたしは苦く笑しようしながら眺ながめて……つい、そんな彼女に──何の気もなく言ってしまいました。

「それじゃ、いつか作って食べさせてあげますよ。あたし作ったことありますから、材料さえあれば……。味は、まぁ、お店のよりは劣おとると思いますけど」

「ほんとう!?」

　オロチちゃん、花が咲さくようにぱぁっと笑いました。

「約束よ？　約束ったら約束よ？　わぁ、ジグちゃん大好き！」

　抱きつかれ、高温の身体からだでぎゅうぎゅう抱ほう擁ようされます。暑苦しかったですが、嫌きらいな感覚ではありませんでした。あたし、同年代の女の子とこうして触ふれあったり、何でもない会話した経験、あんまりありませんから──。

「ちょっといいかな、君たち」

　運転席の虚島さんが、振りかえらずに声をかけてきました。

　オロチちゃんがぴたりと黙だまって、不思議そうに彼を見ます。

「どうしたの、ご主人様？」

「電話だよ」

　彼はつぶやいて、手元の携けい帯たい電話を示します。紅あかい光が点てん滅めつしていたそれは、すぐにどこかで聞いた覚えのある着信メロディを奏かなでました。

　真っ赤なお鼻の馴とな鹿かいさんは、いっつもみんなの笑いもの──♪

　鉄仮面のせいで聞きとりづらいのでしょう、虚島さんは相手の声の音量をかなり大きく設定していたらしく、後部座席にいるこちらにまで声が響ひびいてきました。

『どもどモ。〝赤鼻〟でス』

「……君か」

　片手で運転をつづけながら、虚島さんは訝いぶかしげにぼやきました。

「何の用件かな。執しつ行こう部ぶの情報──その代金は振りこんだはずだが。それとも、また何か新しい情報でもあるのかな？」

『そんなところダ』

〝赤鼻〟……？

　執行部の──情報？

　あたしは彼らの会話を盗ぬすみ聞きしながら、推測を組みたてます。

　そもそも変だとは思ったんです。あの地下にある研究所から、今朝、いきなり重要な資料や実験器具、それと怪造モン生物スターを埋うめこまれたオロチちゃんたちを移動させると虚島さんが宣言したんです。

　それから、彼はほかにもいた研究員たちといっしょにこうして車を運転して、まるで夜よ逃にげするみたいに──あの重要そうだった研究所を放ほう棄きして、こうして車でどこかの道路を走っている……。

　たぶん、〝赤鼻〟と名乗った変な声のひとは信しん頼らいできる情報屋か何かで、彼女にあの研究所は執行部に踏ふみこまれるとか、そういう情報を聞いて──虚島さんは大事なものをまとめ、逃げだすことに決めたんでしょう。

　執行部。オッサンたちは、たぶん必死であたしのことを捜さがしてくれて──あの研究所にあたしがいるという事実を突つきとめ、突とつ入にゆうする準備を進めていたんだと思われます。

　すなおに嬉うれしいですが、同時に悲観が湧わいてきます。情報屋によって執行部の動きはイツキ派に伝わっていた……このままでは、虚島さんたちは逃げ隠かくれ、執行部の動きも無む駄だになって、オロチちゃんたちはまた明日の命も知れない実験動物としての生活に……あたしも、同様に、また誰だれかの道具として──？

　嫌いやです。

　座席で身体を強こわばらせ、あたしはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめます。

　あたしはもう、誰かの道具にはなりません。

　あたしだけは、あたしのことを捨てません。

　自分を諦あきらめず、自分の意志で歩いていく。

　もう誰かに好き放題に拾われたり、捨てられたりするのは……御ご免めんですから。

　それが執行部で暮らして、ようやく得た、あたしの正義なんです。

『そうそウ。虚島慈樹……おまえにとって有意義な情報があるのダ』

　独特の口調で、〝赤鼻〟は淡たん々たんと語る。

『買うかナ』

「買った」

　虚島さんの口調には焦しよう燥そうが滲にじんでいます。

「何でもいい、教えたまえ。執行部ごときはどうにでもなるが、第一班はまずい……連中は総長にも覚えがいい。イツキ派の権力でも黙らせられん可能性がある。彼らの追つい撃げきから逃のがれるためなら金くらい幾いくらでも払はらうとも」

『……ご利用ありがとうございまス。では──情報を教えよウ』

　どうしよう。

　せっかくわずかでも希望が見えたのに。執行部のみんながあたしを助けるために、イツキ派の闇やみを砕くだくため、努力し、迫せまってきてくれているというのに……。

　逃げきられる。

　情報を得て、また闇から闇へ。イツキ派は断罪もされず、逃げきってしまう……？

『実はネ』

　けれど情報屋〝赤鼻〟は、ちっとも悪びれずに──意外なことを言いだしました。

『おまえらイツキ派と同様に、執行部のほうもボクに依い頼らいしてきていてネ。例の夢ゆめ追おい坂ざか地下研究所に、彼らが捜しているジグとやらがいることは教えたんだガ』

「それはいい。もうすでに逃とう走そうしている」

　虚島さんの声を、〝赤鼻〟はなぜか淡々と無視するようにつづけます。

『それからね、ボク、イツキ派も執行部の情報は摑つかんでいるから、このままだと絶対に逃げると教えてあげたらネ……彼ら、なんと料金を二倍払ってくれたのだヨ』

「…………貴様、まさか」

　声を荒あららげる虚島さんに、〝赤鼻〟は『てへっ♪』と不気味な声をだして。

『おまえらの逃走経路──ボク、ぺらぺら喋しやべったかラ、たぶんそのまま逃げたら待ち伏せしている執行部に一網打尽にされちゃうヨ？』

「三倍だす！　連中の料金の三倍だす！　執行部がどこで待ち伏せしているか──」

　焦燥感のまま絶ぜつ叫きようする虚島さんに、〝赤鼻〟は乾かわいた笑いで応こたえました。

『あはははは』

　携けい帯たい電話を握りしめる虚島さんの指が、ぷるぷると震ふるえています。

「まさか──」

『もう遅おそいヨ。あははは。あはははははは』

　ひとしきり愉ゆ快かいそうに笑うと、〝赤鼻〟はあくまで淡たん泊ぱくに、最悪なことを言いました。

『それじゃあ情報料は、いつもの口座に振ふりこんで──』

「誰が払うか！　地じ獄ごくに堕おちろ！」

　虚島さんの珍めずらしい怒ど号ごうの直後──みしぃッ、と車体が大きく軋きしんで。

　爆ばく音おん。
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　さすがは〝赤鼻〟。裏切りのプロフェッショナル。

　あのくらい悪党でないと、間諜スパイなんて腐くされ仕事はやってられないでしょう。

　いやぁ、愉快痛快。

　また何かあったら〝赤鼻〟に頼たのもうかしら。まぁ、心の底から信頼できない悪党だけれど、見ていてあの性格の悪さが面おも白しろいし。

「……ともあれ」

　私──宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは夢追坂の駅前、もっとも高い駅舎ビルの屋上で、落下防止の柵さくに腰こしかけ、腹を抱かかえて爆ばく笑しようしていた。風になぶられる髪かみ。足あし下もとは遥はるか遠くに見える地上。なかなか不安定な椅い子すだけれど、喜劇の観賞席としてはそう悪くない。

　優ゆう雅がに脚あしを組み、両手で構えた狙そ撃げき銃じゆうをかるく振る。

　型としては特とく殊しゆ狙撃銃Barrett-M82に近いか。ただあれより軽いうえ全体的に小さい。

　そのくせ銃口が大きい。印象だけならピンポン球だまとか飛ばす玩具おもちやの銃に見える。発射における反動はあまりないので──非力な私にも何とか撃うてる。

　もちろん……私は狙撃の正式な訓練なんか受けちゃいないから、こんな市街地で撃っても当たるわけないんだけど──。

　腰かけ、ようやく笑いを収めて姿勢を戻もどした私の周囲に、ふわふわと浮うかぶ無数の光がある。

　青白く、冷たい輝かがやき。

「きゅるきゅろきゅるきゅろ」

　それはカセットテープを巻き戻すときのような鳴き声で、耳みみ障ざわりに囀さえずる無数の怪造モン生物スター──私がさきほど怪造した、下級二位の《風花タンポポ》である。

《風花タンポポ》は見た目、白い毛玉に眼球を生やした不気味な外見をしていて、あまり生き物というかんじはしない。重力に逆らって浮き、ひたすら鳴いているだけだし、可か愛わいくない。

　風花とは晴れた日に降る雪のこと。

　かなり下級の、雪を操あやつる怪造モン生物スターだ。私は体質的に、家系的に、こういった冷気を属性とする怪造モン生物スターとの相あい性しようがいい。《風花タンポポ》も私のそばが居い心ごこ地ちいいのか、くるくると周囲を粉雪のように舞まっている。

　その一匹ぴきを無造作に摑み、狙撃銃の尖せん端たんに押しつけて。

　唱える。

「呪じゆ具ぐ《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》──装そう弾だん」

　銃口に刻まれた白い紋もん様ように、毛玉みたいな《風花タンポポ》が光を煌きらめかせて吸いこまれる。

　呪具《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》。狙撃銃を基もとにした呪具。

　怪造モンス学者テイストも愚おろかではない。様々な日用品から乗り物に至るまで、怪造学と融ゆう合ごうさせ、独自の道具──呪具をつくりあげている。武器も例外ではない。悪事を潰つぶす執しつ行こう部ぶには、凡ぼん百ぴやくの怪造モンス学者テイストには触さわることも許されない高度な呪具が貸たい与よされる。

　まぁ借りるのは無料じゃないうえ、あんまり濫らん用ようすると叱しかられるんだけど。

　私はね、自分を格好よく見せるためならお金も労力も惜おしまない女なの。

「照準」

　スコープを覗のぞきこみ、狙撃姿勢として最悪な座ったままの姿勢で──私はお散歩にでも行くような気持ちで、鼻歌まじりに引き金をひく。

「発射」

　拡大された視界のなか、いくつも並んで走る怪あやしすぎる大型車両を確認する。

　私の所有物を盗ぬすみくさり、私の身体からだに風穴を空けくさり、謝罪も反省もしていないだろう馬鹿者どもに、正義の弾丸を解き放ってやる。

　呪具《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》に吸収された怪造モン生物スター《風花タンポポ》が、その存在を極限まで単純化され、弾丸と融合。着弾と同時に周囲を凍とう結けつさせる冷気弾と化して宙を滑かつ空くうする。

　爆音。

　私の命令に従い、弾丸と同化した《風花タンポポ》が勝手に軌き道どう修正。自動照準で狙ねらい違たがわず相手に直撃してくれるので、こんな姿勢でも余よ裕ゆうで当たる。空に向けて撃ったって百発百中なんだもの、まったくもって卑ひ怯きような話よね。

　笑いが止まらないわ。

「さぁ、どんどんいくわよ」

　私を怒おこらせたこと──死ぬほど後こう悔かいするがいい。
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　見覚えのある白い大型車両。ジグちゃんを誘ゆう拐かいした犯人どもが用いていたものと思おぼしきそれに、いくつもの冷凍弾が突つき刺ささる。

　つづいて同じイツキ派の車だろう数台の車がタイヤを凍結され、あるいは正面硝子ガラスを氷づけにされ、面おも白しろいように転てん倒とうし──また運転を誤って壁かべや誰だれかの車、道沿いの店てん舗ぽなんかに激げき突とつした。

　宇宙木ちゃんによる呪具《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》の狙撃である。弾丸に封ふう入にゆうする怪造モン生物スターを選べば車くらい吹ふっ飛ばす威い力りよくはだせるはずだが、今回の任務はあくまで危険なイツキ派の実験体たち──怪造モン生物スターを埋うめこまれた子供たちの保護と、研究員の逮たい捕ほである。問答無用で全ぜん滅めつさせるのは論外だし、移動手段を潰してから捕ほ縛ばくする予定である。

　間諜スパイ〝赤鼻〟の情報と、それまでに調べていた事実により、俺たち執行部はジグちゃんを誘拐した犯人をイツキ派と断定。その研究所で行われていた研究と実験の詳しよう細さいを摑つかみ、連中からジグちゃんを奪だつ還かんするためこうして襲しゆう撃げきを決行した。

　べつに倫りん理り観かんを振ふり回すつもりはねぇし、イツキ派の研究に思うところは何もねぇんだが──これも仕事だし、俺たちを敵に回したからには不幸になってもらう。

　大義名分としては、怪造学では許されていない人体実験を行っているイツキ派の断罪と、被ひ害がい者しやである実験体の子供たちの保護。そして俺たちが保護観察中だったジグちゃんを奪還すること。とくにいつもの仕事を逸いつ脱だつしてはいない、お給料のうちの毎度の任務だ。

　けれど今回は、個人的な怒いかりもある。

　宇宙木ちゃんは、自分から何かを奪うばうものを絶対に許さない。

　そして俺は──。

　俺は、なんだろうね。

　相変わらず誇ほこれる思想も何もない俺だが、とりあえず、俺の最優先事じ項こうは俺の周りの平和を守ることだ。そしてジグちゃんは、すでに俺の周りになくてはならない女の子になっていた。

　彼女は家族だ。娘むすめだ。

　娘に危害が加えられたら。

　お父さん怒るよ。

「さぁてと」

　俺は狙そ撃げきに晒さらされるイツキ派の車どもをその正面で眺ながめ、くわえていた煙草たばこを吐はきだすと──片手を空へと向けてぼやいた。

「覚かく悟ごしろよ。さすがの俺も今回はちょいとマジだぜ」

　俺の天高く振りあげた腕うでに、蛇へびのような動きで黒いものが這はいあがる。その不定形のどろどろした生き物は重力に逆らって伸のびて伸びて、俺の手と繫つながったまま、数十メートルほどの高みまでその身体からだを引き伸ばした。

　そしてみるみる硬こう質しつ化する。

　瞬しゆん時じに完成したのは──漆しつ黒こくの刃やいば。

「おまえは戦せん闘とう用じゃねぇが、まぁ、ほかの怪造モン生物スターを用意してる暇ひまがなかったもんでな。保護してやってる恩返しに、ちょいと働いてくれや」

　自在に姿を変える黒い生き物に呼びかけて、俺は正面を睨にらみつける。特別な処理でもしてあったのだろう、虚島慈樹が乗っているはずの白い大型車両のみが、狙撃の嵐あらしを抜ぬけて猛もう然ぜんと走っている。

　そこで道路の真ん中に立つ俺にようやく気づいたのか、速度をわずかにゆるめて。

「もう遅おせぇよ」

　俺は足を踏ふみしめると、刃と化した俺の怪造モン生物スター──怪造学においては何とも珍めずらしい、未分類──ランク付け不可能な謎なぞの怪造モン生物スター、《迷路カオス王コア》の刃を振りおろした。

　一いつ閃せん。

　鞭むちのようにしなった《迷路カオス王コア》は、恐おそるべき鋭するどさで大型車両の屋根に食いこんで、ほとんど抵てい抗こうもなくその車体を真っ二つに切り裂さいた！

　当然、車は慣性に従ってしばし直進し、けれどバランスを保てず、俺の正面で卵のように割れる。そして派手に左右に分かれ、くるくるスピンしながらぶっ倒たおれた。
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　これでイツキ派の移動手段──車は全すべて使用不能にできた。

　あとは乗ってる連中を捕縛するだけだ。

　あちこちの車から白衣姿の研究員と、なぜかメイド服姿の女の子たちがよろよろと這いだしてきて、けれど、ろくに抵抗もできず待機していたほかの執しつ行こう部ぶ員いんに捕ほ獲かくされる。第一班の非常勤たちから、近所の執行部に要よう請せいした助すけっ人とまで、総勢数十人で取り囲んでんだ。ひとりも逃にがしゃしねぇよ。

「な、なんだ貴様らは!?」

「執行部か──誰だれの許可があって!?　我々はイツキ派の……!!」

　死んだように無気力な表情で、地面にぺたりと座りこんでしまうメイド服たちとは対照的に、白衣姿の研究員は居い丈たけ高だかに叫さけび、抵抗しようと暴れる。だが執行部員も手慣れているのだ。素す早ばやく近づいては殴なぐり倒し、捕縛専用の怪造モン生物スターで動きを封ふうじている。

　イツキ派の全滅も時間の問題か。

　さて。俺も見てないで、主犯をさっさと退治しちまわねぇとな。

　半分になった大型車両、その運転席側の扉とびらをこじ開け、異形にして異い端たんの怪造モンス学者テイスト──虚島慈樹が転げでてくる。頭でもぶつけたか、その鉄仮面で覆おおわれた顔を抱かかえ、ふらふらと身体をよろめかせている。

《迷路カオス王コア》を手元に引き寄せ、腕輪のように手首にまとわりつかせて──警けい戒かいは解かず、俺はそんな虚島まで歩み寄っていく。相手もすぐに気づいたか、何歩かあとずさると、鉄仮面の奥の目を見開いた。

「君は──」

　俺のことを知っていやがったのか、虚島は嘆なげくように言った。

「なぜだ……なぜ、私の邪じや魔まをする──君ほどの男が、私の研究の意味がわからぬわけでもあるまい？　倫りん理りか？　正義か？　君ならばそんな下らぬ方便など踏みにじっても、果たさねばならない、崇すう高こうな目的があると理解できるだろう……？」

「…………」

　何言ってんのこいつ。

　鈍にぶい反応の俺に焦じれたように、虚島は周りの状じよう況きようを無視して腕を振ふりあげた。

「どうしてだ空井滅作くん──君は愚おろかだ、とても愚かだ！　賢けん者じやと呼ばれる才能があるのに、どうして愚ぐ者しやの行いをする？　君ほどの男が、どうして執行部なんかで燻くすぶっている──恐きよう怖ふか？　総長が怖こわいのか？　怪造学の真実が恐ろしいのか？」

　彼は首を振り、化け物でも見るように俺を凝ぎよう視しして。

「わからない。わからない。どうしてだ──君も、孤独ひとりくんも、どうしてその誇ほこるべき才能を無む駄だにして、下らぬ行こう為いに身をやつす？　君たちがそうして無駄にすごす時間の一秒一秒が、世界にとって、人類にとって、どれだけの損害か理解できないのか……!?」

「えぇい、うるせぇ」

　ごちゃごちゃ喧やかましいわい。

　俺は拳けん銃じゆうを取りだし、喚わめく虚島に向けて構えた。

「天使や神様じゃねぇんだから、人間に崇高なことができて堪たまるかよ」

　その鉄仮面に狙ねらいをつけて、俺は吐はき捨てる。

「人間に許されてんのは、毎日を一いつ生しよう懸けん命めいに生きることと、せめて他人に迷めい惑わくをかけないことの二つだけだ。世界のため？　人類のため？　そんな偉えらそうな御ご託たくで他人に迷惑をかける自分を正当化すんじゃねぇ」

　正義はひとを狂くるわせる。

　大義はひとを誤らせる。

　昔、何かができるんじゃないかと思って、怪造学の世界に踏みこんだ。

　魔法のようなその学問で、俺は何かでっかいことが成せるんだと勘かん違ちがいした。

　けれど──それは幻げん想そうだった。

　怪造学は魔法じゃねえ。そして人間にできることは数少ない。だいたい世界を良くする人類を進化させるって、そんな鼻息荒あららげなくても、世界も人類も今のままで悪くねぇもんだぜ。奇き跡せきのような必然で保たれているこの平和な世界を、まだ良くできるって、無理にねじ曲げるなんて、大きなお世話だっつうの。

　何がそんなに不満なんだ、虚島慈樹？

　世界を良くするなら簡単だろ。子供に怪造モン生物スターを埋うめこむ研究なんぞしなくても、気持ちの抱いだきかたを変えるだけで、おまえの見ている世界は良くなるはずだったのに。

　変革するべきなのは、周りよりも自分の気持ち。

　正義が、大義が、理想が、夢が、向上心が、その当たり前を見失わせた。

「馬鹿野郎が」

　ちょいとお灸きゆうを据すえてやろうと、まぁ貫かん通つうはしねぇだろうとその鉄仮面へ弾だん丸がんを叩たたきこむため、ぐっと銃の引き金に力をこめて──。

「否定しないで」

　誰かの声を、不意に聞いた。

　俺は素早くそちらへ視線を向ける。

「そんな簡単な言葉で否定しないでよ……！」

　真っ二つになった大型車両の、虚島慈樹が這はいだしてきた側の後部座席。その歪ゆがんだ扉をゆっくりと引き剝はがして、ひとりの少女が現れた。

　煉れん瓦が色いろの肌はだ。煌きらめく鱗うろこ。ほかの車の女の子たちと同じメイド服。

　ただほかの連中にはない、烈れつ火かのような怒いかりを瞳ひとみにこめて。

「何も知らないくせに！　このひとの哀かなしみも──苦しみも、何も知らないくせに！　そんな安全な位置で……偉そうに、このひとを否定しないでよぉ！」

　瞬しゆん間かん。

　少女の周囲、その空気がぐにゃりと歪んだ。
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　何よ。あの女の子は。

　私は強い熱気を伴ともなう嫌いやな予感に打たれ、狙そ撃げき銃じゆうのスコープで状況を覗のぞきこんだ。遠景。なかなか目的の光景は見つけられなかったが、やがて狭せまい視界に問題の女の子を捉とらえることに成功した。

　煉瓦色の肌。煌めく鱗。銅線のような色の髪かみの毛。

　その身体からだを飾かざるメイド服が──めらめらと燃えている。

「………？」

　私は異様な雰ふん囲い気きを察して、傍そばに置いたままの無線を摑つかんで呼びかけた。

「マイ上司？　その女の子はなによ？　怪造モン生物スターを身体に埋めこまれた女の子たちはみんな被ひ害がい者しやだから、イツキ派の連中とちがって抵てい抗こうはしないって言ったの君でしょ!?」

『あぁ、宇宙木ちゃんか、それがな──』

　うちの上司の声には、似合わない焦しよう燥そうが浮うかんでいた。

『こいつぁ事情がちがうらしい。この様子だと──どうも、洗脳でもされてんのか』

『洗脳なんかされてないもん！』

　甲かん高だかい、爬は虫ちゆう類るいの鳴き声みたいな女の子の怒ど号ごうが響ひびく。

『わたしの意思だもん！　ご主人様はわたしが守るのよ！』

　鈍にぶい音。

　少女が駆かけ、手を伸のばし、路上に植えられた街路樹を握にぎりしめた。瞬間、どういう原理か──その街路樹は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれて、ばちばちと爆はぜながら燃え盛さかる。

　何よ、あの現象？

『ご主人様を否定するひとはっ、邪じや魔まするひとはっ、みんなみんな嫌きらい嫌い嫌い！』

　子供が駄々をこねるように。

　少女はその炎の槍やりと化した樹木を引き抜ぬき、恐おそろしい勢いで放ほうり投げた。

『げ』

　うちの上司が変な声をあげる。

　慌あわてて反応したようだが、もう遅おそい。

　火の粉が舞まい、上司が振ふりかざした《迷路カオス王コア》が炎の槍を何とか打ち払はらうも、勢いと熱波に負けたか──そのまま上司が後ろにごろごろ転がっていく。

　何て威い力りよく。

　否いな。今は、彼らに注目している場合じゃない。

　私はスコープから目を離はなし、全体を俯ふ瞰かんする。そして最悪の事実に気づき、上司と連れん絡らくできる無線とは異なる、ほかの連中との会話に用いる無線へと叫さけんだ。

「虚島慈樹が逃げるわ！」

　そうだ。

　燃えあがる少女が時間を稼かせいでいる隙すきに、鉄仮面の怪造モンス学者テイストは脇わき目めもふらず逃とう走そうしていた。自分を命いのち懸がけで守る少女に感謝の言葉すらない。彼はそのまま通行人を突つき飛ばし、人混みにまぎれて消えていく。

「追いなさい！　そいつを逃がしたら何の解決にもならないわ！」

『了ヤ解ー！』

　何人かの執しつ行こう部ぶ員いんが唱和し、武器を片手に虚島を追った。

　間に合うか──？

　歯は嚙がみし、私はそちらを優ゆう秀しゆうな彼らに任せ、いまいち不安な上司の掩えん護ごに戻もどる。狙撃をしてもいいが、生身にぶつけるには《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》の威力が高すぎる。うっかり少女を殺してしまえば寝ね覚ざめが悪い。身体に怪造モン生物スターを埋うめこまれ、洗脳されて操あやつられているだけかもしれないのだから、死なせるような攻こう撃げきはできない。

　私は柵さくから飛び降り、屋上の床ゆかに置いたままだった自分の鞄かばんを摑む。そして急いで開き、中から情報屋〝赤鼻〟から買った資料の写しコピーを取りだした。

　それはイツキ派の研究所の総覧や、虚島慈樹の詳くわしい経歴や研究内容──そして夢追坂地下研究所で実験に晒さらされていた少女たちの素す性じようと、埋めこまれた怪造モン生物スターなどについてのまとめである。

　予断を許さぬ状じよう況きようだったので、実験体の少女たちについてまで資料を読みこめなかったのが悔くやまれる。

　調べによると、実験体の女の子たちはみんな誘ゆう拐かいされて無理に怪造モン生物スターを埋めこまれたようだし、兵隊として襲おそってくることはないと思っていたのだ。

　それに、イツキ派の研究がどこまで進んでいたかは知らないが、そもそも怪造モン生物スターなんかを埋めこんだら、身体が耐たえられず、まともに行動もできないはずなのよ。

　なのに。

　あの少女は──。

　資料をめくり、問題の、煉瓦色の肌をした少女の顔を見つける。

　顔写真。

　記された、彼女についての詳しよう細さい。

　イツキ派夢追坂地下研究所実験体、識別名〝オロチ〟。

　本名、駆かる原はら遥はるか。

　まだ物心もつかない幼児のころイツキ派により拉ら致ち。もともとの劣れつ悪あくな家庭環かん境きようの影えい響きようか、情じよう緒ちよ不安定、躁そう鬱うつの兆候あり。親から家か畜ちくのような扱あつかいを受けていたせいで、他人の命令に決して逆らわない悪あく癖へきがある。

　また、他者に依い存ぞんしたがる傾けい向こうあり。

　愛情の薄うすかった親の代わりに、己おのれを保護し、己が愛する対象を求めていたと推察される。

　その性質を利用して──。

　かりそめの愛情と、心理誘ゆう導どうと、薬物投とう与よによる洗脳に成功。

　虚島慈樹に絶対服従の、＊＊＊につづく怪造生物兵器として完成。

　＊＊＊と対ついをなす、＊＊＊研究の副産物。

「……＊＊＊？」

　何でここだけ削さく除じよされてるの？

　あの間諜スパイ〝赤鼻〟でも調べきれなかった──何か？　あるいは、すでに廃はい棄きされた研究で、資料が残っていなかったとか？

　まぁ──今は関係ない。

　しかし、洗脳ね。

　本人が自覚できない洗脳というのは恐おそろしい。軍隊や宗教団体で行われるそれと似たかんじか。自分の意思で考えているつもりでも、それは実際、誘導された心理でしかない場合も多い。人間の心は変質しやすく、染まりやすいものだ。本格的な洗脳が施ほどこされたならば、理性ある大人だって耐えられない。

　元より洗脳される素養があったならなおのこと。このオロチと名付けられた少女は、たぶん操作されている自覚もなく、イツキ派に都合のいい兵隊として歪ゆがめられたのだ。

　腸はらわたが煮にえるわね。

　私としては他ひ人と事ごととは思えないし──。

　たとえ洗脳された結果だとしても、あのオロチが虚島慈樹を愛しているのはほんとうなのだから。つくられた感情ではなく、彼女は導かれるがまま、自らの意思で虚島を愛したのだから。

　許せない。

　愛を利用し、幼い少女を兵器とし、命を懸けて戦わせる。

　お説教なんか似合わないし、私もそう褒ほめられた人間ではないのだけど。

　あえて言おう。

　……馬鹿野郎め。

「こんな事実を知っちゃあ、ますます狙そ撃げきで殺すことはできないわね」

　独白し、何気なく資料を最後まで眺ながめて。

　私は顔色を失う。

　夢追坂地下研究所では、人間に怪造モン生物スターを埋めこむ実験をしていた。

　そして、このオロチという少女に埋めこまれたモノは──。

「いけない」

　蒼そう白はくになって、私は資料を放ほうりだし、慌あわてて柵に戻もどって呪じゆ具ぐ《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》を構える。前言撤てつ回かい。同情なんかしていられない。手段を選んではいられない。一刻も早くあのオロチを止めなくては──焦しよう燥そうのまま、狙撃銃じゆうのスコープを覗のぞきこんだ私は見た。

　円形の視界。

　灼しやく熱ねつした太陽のごとき黄金こがね色を放ち、超ちよう高温で空気を歪める少女がいる。

　そんなオロチを捕ほ獲かくしようと、倒たおれ、まだ痛みに呻うめいている頼たよりない馬鹿上司に代わって、異状を感じて駆かけつけた執しつ行こう部ぶ員いんの何人かが襲いかかった。

　オロチの左右から、執行部専用の銃剣を握にぎりしめ、怯ひるみもせず──。

　だめだ。

　私は無線を握りしめ、でたらめに叫さけんだ。

「その女の子に近づいちゃいけない！」

　けれど、もう遅おそい。

　執行部員たちには勝算があったのだろう。彼らは百ひやく戦せん錬れん磨まの強つわ者ものだし、相手は小こ柄がらな少女だ。奇き妙みように煌きらめいてはいるものの、近づいただけで危あやうい相手ではたぶんない。多少は熱を感じるかもしれないが、近づくだけで炎ほのおや病原菌きんで相手を殺す怪造モン生物スターを相手どる仕事だし、彼らはきちんと防護服を着ている。多少のことなら耐たえられると、高をくくってしまったのだろう。

　だが甘い。

　彼女の能力はたぶん、目に見えて派手ではないけれど、威い力りよくは絶大である。

　気づかないのか。馬鹿な執行部員たち。炎をまとった身体からだと、燃やされた樹木を見て、彼女の能力を発火能力か何かと勘かん違ちがいしたのか。

　ちがう。あんな炎など副産物でしかない。

　皹ひび割われゆく道路。立ちのぼる蒸気。歪んでいく水銀灯。理解できないのか、歪む空気の意味が。彼女の黄金色の身体の本質が。彼女が触ふれただけで樹木が燃えてしまった、その理由が。

　雄お叫たけびを放ち、執行部員が足や手など、彼女を行動不能にする部位へ突つき刺さそうと恐るべき速度で銃剣を放つ。

　けれどオロチは動じない。真っ直すぐに、己の主あるじたる虚島慈樹を否定したうちの上司を殺すためか、一歩一歩、確実に進んで。

　低く、焼けるような声でつぶやいた。

『……邪じや魔まなのよ』

　無線越ごしに届くその声は、幼い少女のものとは思えないほど冷れい酷こくだった。

　刹せつ那な。

　少女の身体に少しだけ突き刺さった銃剣から、執行部員が手を放す。自分でもその行こう為いの意味がわからなかったのか、彼らは掌てのひらを見つめて狼ろう狽ばいしている。銃剣は少女の肌はだをわずかに傷つけただけで落下し、道路を弾はずむ。

　そんな彼らをとても退たい屈くつそうに眺めて、オロチはその両りよう腕うでを突きだして……。

　執行部員の屈くつ強きようなその手を、和なごやかなお子様みたいに、握りしめて……。

　花はな咲さくように微ほほ笑えんだ。

『煮えちゃえ』

　そして、その禍まが々まがしい能力が発はつ露ろする。

　怪造モン生物スター兵器オロチ。

　間諜スパイ〝赤鼻〟の資料によると、彼女に埋うめこまれたものは、正確には怪造モン生物スターではない。その断だん片ぺんだ。かつてこの世に怪造されたことがない強大にして無む双そう、ランク付け不可、解かい析せき不能、虚界アンダカを統すべる四柱の絶対者のひとつ──虚界アンダカ最強と謳うたわれる竜りゆう王おうの断片だ。

　憤ゲヘナ怒断ダイア片モンド。

　そう呼ばれる物体は、過去にいくつか発見されたことがある。虚界アンダカでは大きな戦いが何度か行われた形けい跡せきがあり、そのたびに好戦的な竜王はあちこちで破は壊かいを振ふりまいた。そんな最強の怪造モン生物スターでも強い相手との戦いで傷つくことがあり、その血が、剝はがれた鱗うろこが、肉の欠片かけらが、食われるなどしてほかの怪造モン生物スターに侵しん入にゆう──。

　その性質を激変させ、恐おそるべき怪造モン生物スターへと進化させる。

　真っ赤な真っ赤な、怪造モン生物スターを進化させる要素──紅あかい宝石のように見えるそれは、怪造学の特とく殊しゆな技術により摘てき出しゆつできる。

　それが憤ゲヘナ怒断ダイア片モンド。

　怪造学会本部を維い持じするエネルギーのひとつにもなっているそれを、虚島慈樹はひとりの少女に埋めこんだのだ。

　何てことを。

　絶ぜつ叫きようが聞こえた。

　私は、その光景を余すことなく目もく撃げきしてしまった。

　オロチにぎゅっと握られた、執行部員の掌。それが瞬しゆん時じに膨ふくれあがる。装そう甲こう服が紅く変色している。執行部員は何かを叫びながら逃のがれようと悶もだえている。けれどオロチは手を放さない。

　笑え顔がおのまま、歌を囀さえずって。

『お～手て繫つないで──かえりましょ♪』

　還りましょう。

　と、聞こえた。

　ぼこぼこぼこぼこぼこと執行部員の身体が膨れあがる。泡あわ立だち、でたらめに手足を突きだし、全身を暴れさせ、けれど抵てい抗こうは許されず──。

　ぼん。

『～～♪』

　執しつ行こう部ぶ員いんふたりの身体が、爆ばく発はつした。

　全身に火薬でも仕込まれていたかのように、無数の肉片と血ち飛沫しぶきと、卵の殻からのように無事だった装甲服の欠片を吹ふっ飛ばして、道路に飛び散っていく。鮮せん血けつがオロチの身体を一瞬だけ汚よごしたが、すぐにその赤色も蒸発して気化した。

　悪夢そのものの光景に、私は戦せん慄りつしつつ──確信する。

　彼女の能力は単純である。

　というか、能力とも呼べない。変なことは何もしていない。

　ただ異常に体温が高いのだ。

　炎ほのおと破壊と暴力の化け身しんたる竜王の断片を埋めこまれ、超ちよう高温を身体に宿し、適応した怪造生モンスタ物ー兵器──それがオロチ。

　イツキ派の研究の結果か、憤ゲヘナ怒断ダイア片モンドに適応して身体が進化したのか、彼女の煉れん瓦がのような身体からだは熱に恐るべき耐たい性せいをもっているのだろう。そうでなければすぐ肉体など蒸発する。石や金属のようなその身体の内側に、高温を封ふうじこめ──。

　ふだんは恣し意い的てきに抑おさえているのだろうその温度を、自らの意志で解き放つ。

　あとは簡単。

　ただ『熱い』というのは、それだけで暴力的だ。

　伝熱と呼ばれる現象がある。

　熱は、高温の物体から低温の物体に移動する性質をもっている。

　それがいわゆる──伝熱だ。

　熱は熱伝導、対流、熱放射の三種類により低温の物体へ移動する。

　オロチの触ふれている道路を熱は熱伝導で広がっていき。

　オロチの周りの空気は対流によって拡大していき。

　熱そのものが電磁波と化して、熱放射により迸ほとばしる……。

　結果、彼女の周囲は信じられない速度で熱せられていく。

　彼女ひとりの存在が、気温を上じよう昇しようさせていく。

　生きて動く灼しやく熱ねつ地じ獄ごく。それが怪造モン生物スター兵器、オロチの本ほん性しようだった。

　近づいてはいけない。熱せられた空気を吸いこむだけで肺が焦こがされる。

　触れてはいけない。人間の身体には多く液体がある。液体には沸ふつ点てんがあり、飽ほう和わ温度以上に熱せられると蒸じよう気き泡ほうを放ちながら沸ふつ騰とうする。

　沸騰、つまり気化し──爆散。

　そんな無む惨ざんな死にかたをすることになる。

『はぁ……はぁっ……はぁっ……』

　爆死した執行部員の誰だれかが落としたものか、無線をつうじてオロチの激しい息づかいが聞こえてくる。彼女も苦しいのだ。当たり前だ。動物は超高温を抱いだいては生きられない。オロチの身体がどの程度まで弄いじくられ、また進化しているかは知らないが、彼女が生物である以上──無限に熱に耐たえられるわけがない。

　筋肉は硬こう直ちよくし、血液は凝ぎよう固こし、内臓は機能停止し、脳が煮にえる。

　遠からぬうちに、オロチは限界を迎むかえて自じ滅めつする。

　無理に与あたえられた力など、進化など、自らを殺すだけなのだ。

　そんな当たり前のことが──なぜ理解できなかった、虚島慈樹。

　自らの運命がわからないでもないだろうに、オロチは熱を放ちながらも、決して歩みを止めなかった。目の前にはようやく立ちあがり、身構えた空井滅作がいる。同どう僚りようの死を目の前で見て、さすがの彼も表情を変えていた。

　だけどね。

　君はへらへら笑っているほうが君らしい。

　そんな君が──私は好き。

　…………。

　狙そ撃げき銃じゆうを構え、周囲をたゆたう《風花タンポポ》を摑つかみ、装そう弾だんする。

　こんな冷気弾じゃ、まさに焼け石に水かもしれないけど、今はほかの怪造モン生物スターを怪造している余よ裕ゆうがない。とりあえず、時間稼かせぎくらいにはなるはず。

　主犯──虚島慈樹はたぶん追走した執行部員が捕ほ獲かくしただろうし、もはや事件は解決したと言っていいのに。何でこんなことに。あぁもう、うちの馬鹿上司が虚島にいらんお説教をするから。あんな愚おろかな犯罪者のことすら救おうとしたのね。馬鹿め。

　苛いら々いらしながら《風花タンポポ》に命じ、狙ねらいをオロチに設定する。

　あとは自動照準で冷気弾を撃うちこめる。

　当たり所によっては殺してしまうかもしれないが──彼女は人を殺した。もはや温情をかけてやる余地はない。私はそこまで優やさしくできてはいない。

　けれど私の指先は、引き金に触れて止まる。

　スコープ越ごしに、意外な光景を見たのだ。

「ジグちゃん……」

　思わずその名をつぶやいた。

　私の可か愛わいい捨ジてヤらンれクたガ少ー女ルが、両手を広げてオロチの前に立っている。
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　ずっと考えていました。

　何が正解なのかって。

　どうすれば、誰も傷つかず、誰も失わない、完かん璧ぺきで安あん穏のんとした未来が選べるのかって。

　でもそれはたぶん、傲ごう慢まんなことでした。

　両断された車の片方で、オッサン──空井滅作と虚島慈樹の会話を聞いて、あたしはそんな何でもない理解を得たのでした。人間は神様じゃない。できることはかぎられていて、得られるものはほんのわずかで、みんなが幸せになれる解決を望むなんて傲慢なのだと。

　あたしはいつでも、敵か味方か、正義か悪か、白か黒かと周りの全すべてを色分けして、悪いものを排はい除じよしていけば、世界は幸せなものになるのだと、そう勘かん違ちがいしていました。

　けれど、世界はそんなに単純な仕組みにはなっていませんでした。

　オセロゲームじゃないんですから、色分けなんかされていなくて。

　誰もが正義であり、悪であり、統一された真理も正義もこの世にはないのでした。

　執しつ行こう部ぶは正しい。けれどその行動がオロチちゃんの平へい穏おんを打ち砕くだきました。

　イツキ派は悪い。けれど──オロチちゃんはたぶんそんなイツキ派を愛していました。

　どちらの立場を肯こう定ていしても、否定しても、誰かが必ず納なつ得とくしてくれません。

　人間の数だけ正義がある。たいせつなのはたぶん、その正義を他人に押おしつけないこと。

　執行部のみんなは、何度も自分は正義じゃないと、口くち癖ぐせのように繰くりかえしていました。身に振ふる火の粉を払はらうだけ。あるいはお仕事だから、世間的に正しいことだからと、そんな曖あい昧まいな物言いをして。

　だけどそれは、正しい態度ではあったんです。

　虚島慈樹のそれのように、誰かの価値観を侵しん蝕しよくし、こうして災わざわいを呼び寄せる正義なら──そんなものは要いりません。少なくとも、あたしは誰かの正義を侵略し、自らの目的のための道具とする彼の姿勢を嫌けん悪おしました。

　誰も所有物にはなれない。

　誰も飼い主にはなれない。

　自分の主人は自分だけ。

　自分だけは自分を捨てない。

　その当たり前を自覚すれば、もう誰も、誰からも、捨てられることはないはず。

　それがあたしの正義です。ようやく見つけた、正義です。

　他人の正義に飼い慣らされ、振り回され、そのたびに捨てられ、絶望してきたあたしは──これからは、あたしの正義にのみ従い、あたしを絶対に捨てません。

　あたしはもう、二度と捨てられない。

　あたしだけは、あたしを捨てない。

「……どいてジグちゃん」

　全身を燃え盛さからせたオロチちゃんが、煮に魚ざかなのように白はく濁だくした双そう眸ぼうで睨にらんできます。

「わたしはそいつを殺すのよ」

　彼女が指さす方向、あたしの背後には、戸と惑まどう表情のオッサンがいます。

「殺させません」

　あたしは怯ひるまず、周囲を焦こがす熱波に目を細めながら、両手を強く広げて言いました。

「このひとは──そりゃ意地悪ですし、生活能力ないし、よく殴なぐるし、口悪いし、優しくないし、甲か斐い性しよう無しだしお金もないし、すっごいだめ人間ですが」

　つい本音をぽろぽろ口にしつつ、あたしは断言します。

「あたしの、仲間です」

　飼い主ではありません。

　ともに歩く相棒でいることを、許してくれた空井滅作。

　彼が命の危機に晒さらされているなら、手を伸のばして助ける。彼があたしの所有物だからではなく、あたしが彼の所有物だからではなく、あたしの歩く人生の道みち程のりで、ともに笑いあう仲間だから。

　オロチちゃんは、糸のように目を細めました。

「……そのひとが、ジグちゃんの『ご主人様』なの？」

　あたしは首をふります。否定します。

　一歩、オロチちゃんが踏ふみだしてきました。

「よくわからないのよ、ジグちゃん。ねぇ、そんな怖こわい顔しないで？　わたしたちお友達でしょ？　そのひとを守るなら、わたしジグちゃんを殺さなくちゃいけないのよ？」

　物わかりの悪い妹を諭さとすような、優やさしい口調でした。

　あたしは動じません。

「誰だれにも、一いつ生しよう懸けん命めいに生きている人間を殺す権利はありません」

　あたしも一歩踏みだして、宣告します。

「他人に迷惑をかけないで、オロチちゃん」

「何よそれ」

　めらっ、とオロチちゃんの髪かみの毛が燃えあがりました。

「何よそれ。何よそれ。わたし迷惑かけてないもん。わたし良いい子にしてるもん。ご主人様の邪じや魔まをするやつは皆みな殺ごろしにする。ご主人様を否定するやつも皆殺しにする。そうしてご主人様の敵をみんな消していけば、ご主人様は喜ぶはずだもん……！」

「ご主人様ご主人様って」

　あたしはさらに、踏みだして。

「そんなに大した人間ですか？　あのひとは神様か何かなんですか？　あんな馬鹿げた鉄仮面の──よくわからない理想のために、殺されちゃ、誰だって堪たまりませんよ！」

「あなたも否定するのジグちゃん……!?」

　踏みだして。踏みだして。

　肉にく薄はくし。呼吸が届く距きよ離り。睨みあって、互たがいに怒ど号ごうを放ちます。

　オロチちゃんが目を見開き、その高熱の目元に、一いつ瞬しゆんだけ涙なみだを煌きらめかせて。

「あのひとを否定しないでよ！」

「否定します」

　友達と呼んでくれた少女を、真っ向から睨みつけ。

「自分の正義のために、他人の人生を消費する、虚島慈樹を否定します。他人の正義のために、夢のために、死ぬ必要はないんですよ……オロチちゃん」

　命いのち懸がけで他人に尽つくしても。

　いつか使いきられ、捨てられて、みじめな使ジ用ヤ済ンみクになるだけです。

　そんな人生、肯こう定ていしません。

　ほかの誰が肯定しても、あたしだけは否定します。

「オロチちゃんは──ほかの誰のためでもなく、オロチちゃんのために生きるべきです」

「わたしの命はあのひとのモノなのよ……！」

　絶ぜつ叫きようとともに、オロチちゃんの掌しよう底てい撃うちが放たれます。超ちよう高温といっても彼女は戦せん闘とう訓練を受けていないのか、あたしに避よけられない軌き道どうではありません。

　後方に跳ちよう躍やくし、くるっと回転して着地。

　猫ねこの耳と尻尾しつぽを発現させ、身体からだの機能を戦闘用に組み替かえます。視界が広がり、鮮せん明めいになって、身体に力が漲みなぎってきます。

　けれど、オロチちゃんに敵かなうでしょうか？

　戦闘形態になっていなかったとはいえ、オロチちゃんはあたしと同等か、あるいは凌りよう駕がする運動能力をもっていました。おまけにあの高熱──まともな戦闘ならば絶対に不利。がちんこの殴りあいだと殺されます。

　けれど。

　あたしに勝機があるとしたら。

　あたしに、オロチちゃんを止められる手段があるとしたら。

「オッサン」

　後退し、背後で待機している役立たずのお仲間に呼びかけます。彼はどこか感心したふうに溜ため息いきをつき、あたしの頭をぽんと撫なでてきました。

　あうあう。

「……宇宙木ちゃんから無線で連れん絡らくがきた。あのオロチちゃんとやらはイツキ派に洗脳されているだけだ。助けられる可能性はある」

「了りよう解かいです」

　応こたえつつ、猫耳を動かして撫で撫でを喜んでいるうちに、オロチちゃんが迫せまってきます。そうして行動し、命を涸からして戦っても、誰も褒ほめてくれないんですよオロチちゃん。道具としては評価されるかもしれませんが、人間としては──誰も褒めてくれません。

　オッサンに耳打ちされた情報をしっかり記き憶おくして、あたしは全力でオロチちゃんと相対します。まともな戦いなら、たぶん勝負にもなりません。けれど、あたしには仲間がいる。仲間ができたんです。

　独りぼっちで、誰かの背中を追いかけて歩くオロチちゃんに。

　みんなで支えあって、一生懸命に歩くあたしが負ける道理はないです。

「オロチちゃん」

　拳こぶしを握にぎり、覚かく悟ごを決めて。

「……『助けてあげる』なんて言いませんから」

　そして走ります。常人には視し認にんも難しい獣けものの速度。地を這はうように移動し、一瞬でオロチちゃんに接近します。

　オロチちゃんは目を見開き、けれど蛇へびのように異様な反応をすると──こちらを確認し、その拳こぶしを振ふりあげました。

　そのまま殴なぐれば、もしかしたら、あたしを殺せたかもしれないのに。

　なぜだか肩かたを震ふるわせ、悲痛な表情で──。

「どうして？　どうしてなの、ジグちゃん？」

　哀かなしそうに。

「わたし、何か悪いことしたかなぁ？」

　ほんとうに、理解できないようにつぶやいて、すぐに気化する涙を零こぼしました。

　ごめんなさい。

　命じられた言葉に従っただけかもしれませんが、あなたはたしかに、あたしに友情を感じてくれていたのかもしれませんね。殺せたのに、殺さなかった。その一瞬だけ抱いだいたあなたの優やさしさに──友情に、あたしの命は救われました。

　刹せつ那な。

　飛来した冷れい凍とう弾だんが、オロチちゃんの全身に突つき刺ささります。

　宇宙木ちゃんの掩えん護ご射しや撃げき。

　焼け石に水ではありますが。

「────」

　わずかな時間だけ、オロチちゃんの高熱が弱まります。

　あたしはそれを確認し、自分でも驚おどろくほどの反応速度を発揮します。次々と飛来する冷凍弾のひとつを鷲わし摑づかみにし──火事場にバケツの水をかぶって飛びこむように、こちらも体温を低下させて。

「なっ……!?」

　目を見開いたオロチちゃんの。

　その胸むな元もとに埋うまった、紅あかい宝石へ嚙かみつきました。

　彼女の身体からだを抱きしめ、獣の牙きばで喰くらいつき、憤ゲヘナ怒断ダイア片モンドと呼ばれているらしいその紅い宝石を引きずりだし、嚙み砕くだき、咀そ嚼しやくし、嚥えん下げしました。

　身体に満ちる鮮せん烈れつな温度。

　自分でも、自分の行こう為いが意外です。

　オロチちゃんも当然、呆あつ気けにとられた表情でした。彼女はイツキ派との繫つながりそのもののような、紅い宝石を探して胸元に触ふれ、そこに何もないのを確認して。

「あ。あ──」

　嗚お咽えつをあげると、全身から力をなくしてうなだれました。

　その身体から温度が消えていきます。

　服は燃えつき、一糸もまとわぬ裸ら身しん。

　あたしは彼女を抱だいたまま、不意に申し訳がなくなって、我ながら情けないことに──彼女の世界を、正義の全すべてを奪うばい破は壊かいした罪悪感から、ちいさく謝りました。

「ごめんなさい、オロチちゃん」

　その声に、放心しかけていたオロチちゃんは瞬まばたきをしました。そして徐じよ々じよにその独特の色や鱗うろこを失い、ふつうの人間に戻もどっていく身体で、顔で、微ほほ笑えみます。

「……どうして謝るの？」

　胸元から血を流し、紅いドレスをまとったように美しい彼女は。

「わたしね、満足してるのよ？　ご主人様を逃にがせたもん。時間を稼かせいで、じょうずに役目を果たせたもん──なんにも悪いことしてないもん。なんにも叱しかられることしてないもん。だから。だからね、ジグちゃん」

　今度は蒸発しない、真しん珠じゆのような涙なみだを零して。

「謝らないで。謝られると、不安になるの」

　あたしを力なく抱きかえして、オロチちゃんはつぶやきました。

「わたし──間ま違ちがったことしてないわよね？　悪いこと……してないわよね？　そうよね？　ふふ……んふふっ……だから、あなたは謝らなくていいし、わたしも満足してなくちゃいけないのよ──わたしは、ジグちゃんを怒おこらないし、責めないし、その理由もないし……だから。だから」

　最後に、自分に言い聞かせるように。
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「あなたのことを──ちっとも恨うらんではいないのよ……？」

　つぶやいて、その瞳ひとみから意思を失い、がくりと頭こうべを垂れてしまいました。

　抱きしめているはずなのに、彼女との距きよ離りは遠いまま。

　けれど。

　追いかける背中を失った彼女を、あたしはこれから捜さがして、見つけて、ともに歩もうと思いました。あたしのことを、友達と呼んでくれた彼女。

　彼女から主あるじを取りあげたのはあたし。ならば、彼女が独りでも歩けるようになるまで支えるのは、あたしの役目なのでしょう。

　謝りませんよ、オロチちゃん。

　だけど、その代わり──あたしだけは、あなたのことを見捨てません。
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　イツキ派との戦いから数日が経たった。

　全体的に見て、今回は痛み分けだったように思う。

　俺たちの失敗は大きくふたつ。

　まず、主犯である虚島慈樹を取り逃がしたこと。彼は逃げるための手段をいくつも用意していたらしく、執しつ行こう部ぶの追つい撃げきをまいてまんまと逃げのびた。そして責任を俺たちに捕ほ獲かくされた部下になすりつけ、無罪放ほう免めん。文句を言おうにも証しよう拠こはぜんぶ叩たたき潰つぶされていたし、俺たちにやつを断罪する方法はなかった。

　また懲こりずに同じような事件を繰くりかえすんだろうなぁ。次に何かやったら今度こそぶっちめてやるあの鉄仮面。いいかげん鼬いたちごっこも面めん倒どうだしな。

　そして──ふたつめの失敗は、とっても腥なまぐさい話なんだが、今回は金銭的に負担が多すぎた。間諜スパイ〝赤鼻〟を利用しイツキ派を嵌はめるため、ただでさえ高値の依い頼らい料の何倍も支し払はらっちまったし、調べ物の途と中ちゆうで渡わたした賄わい賂ろとか、あと宇宙木ちゃんが本部から借りてきた呪じゆ具ぐ《霊ＱＵ帝ＥＥＮ》のレンタル料とかで、えらい金額になってしまった。

　ただでさえ怪造学会は全体的に貧びん乏ぼうだし、めちゃくちゃお偉えらいさんに叱られた。

　いいけどな。べつに。

　たとえしばらく給料を完全カットされても。それを不満に思った宇宙木ちゃんにストレスの捌はけ口にされても。電話料金が払はらえず嫁ヨメさんに連れん絡らくできなくなるから、それを伝えたときの嫁さんの反応を考えると怖こわすぎたりするけど──あれ、意外と絶望的だぞ？

　けど。いいのだ。

　いいと思おう。

　うちの可か愛わいい扶ふ養よう家族が、ちょびっと成長してくれた。

　これに勝まさる戦果はない。

　そう思おう。ていうか思わなきゃやってられねぇー。

　そんなことを考えつつ、俺はとある病院の廊ろう下かで煙草たばこを吸っていた。

　もちろん院内は禁きん煙えんなんだが、まぁ見つからなきゃいいだろう。煙草でも吸わないと嫌いやな現実に打ちのめされてしまう。しばらく水だけで生きのびなくちゃいけない俺がニコチンに逃とう避ひするのを否定する権利は誰だれにもない。

　空腹に耐たえながら廊下の壁かべに背を預け、ぼんやり純白の天てん井じようを眺ながめていると。

「あらあらそこにいらっしゃるのは無能で愚おろかで甲か斐い性しようなしな我が愛いとしい上司様じゃございませんこと。誰かさんが採算無視した作戦立てるもんで部下の私まで迷惑被こうむって給料帳消し──この私がこの宇宙木氷蜜が貧びん乏ぼう暮ぐらしというたいへん素す晴ばらしい生活に従事しなくてはならないんですわよ素敵ですわねオホホホホホ」

「落ちつけ宇宙木ちゃん。なんかちがうひとになってるぞ。俺はな、意地悪でも残ざん虐ぎやくでも、いつでも冷静沈ちん着ちやくなおまえが大好きだぜ？」

　つかつか歩いてきて俺の隣となりで停とまり、お金ないはずなのにそれを感じさせない美しい立ち姿で──宇宙木ちゃんがそっと腕うでを組む。

　心なしか頰ほおが紅あかいような。

「そう……マイ上司は、意地悪な私が………好きなのね？」

[image: ]

「うん？」

　小声すぎて聞きとれなかった。視線で問いかけると、こいつ、つんと目を逸そらすし。

　何だよもう変なやつだな。

「…………」

　不可解な沈ちん黙もくに、俺が居い心ごこ地ちの悪さを感じていると、宇宙木ちゃんが尋たずねてきた。

「ところでマイ上司、どうしてこんなところに突つっ立ってるの？　君は無む駄だにでかい図ずう体たいしてるんだから通行の邪じや魔までしょ？」

「いや何──」

　こいつの毒どく舌ぜつはいつものことなので酷ひどい台詞せりふは聞かないふりで。

　俺はいちばんちかくの病室を指で示し、ぼやいた。

「あぁいう空気が苦手でなぁ」

　不思議そうな宇宙木ちゃんといっしょに、その病室のなかを覗のぞきこむ。

　設備の整った夢追坂の総合病院。ここにはイツキ派から救出した、実験体の女の子たちが入院している。かなり大量の投薬がされていたうえ、詳くわしい研究内容がわかるまで迂う闊かつに埋うめこまれた怪造モン生物スターを摘てき出しゆつもできないからと、今は治ち療りよう法を模も索さく中である。

　そんな入院患かん者じやのひとり。

　オロチと呼ばれていた少女が、この病室にはいた。

　彼女は暴れ、殺人を犯おかしたということで、ほかの少女たちより厳重な監かん視し下に置かれている。個室なのもそのせいだ。

　ただまぁ、俺が見るかぎり──警けい戒かいの必要はないと思うんだが。

　俺が手て渡わたしたオロチの資料を読んで、宇宙木ちゃんが溜ため息いきをつく。

「洗脳の後こう遺い症しようと、外的刺し激げきによる重度の記き憶おく障害、ね」

　そう。オロチはオロチである理由を失ったとき──すなわちイツキ派と隔かく離りされ、彼女がひたむきに追っていた虚島慈樹の背中が遠ざかったのと同時に、全すべてを忘れてしまった。イツキ派に拉ら致ちされる前の、まだ彼女が過か酷こくな家庭にいたころの記憶もないようで、ほとんど赤ん坊ぼうのようなものだ。

　病室をそっと眺める。

　大きなベッドで上体を起こし、パジャマ姿でぼうっとしている彼女には、オロチだったころの凶きよう悪あくさも、何も、残ってはいない。あの鉱物的な肌はだなども憤ゲヘナ怒断ダイア片モンドによる一時的な体組織の変質だったらしく、今は外見的にもふつうの少女だ。

　人にん参じん色の髪かみ。そばかす。和なごやかに微ほほ笑えむ彼女は、オロチとは別人のようだった。

　否いな、別人なんだろうな。

　憤ゲヘナ怒断ダイア片モンドをジグちゃんに引き抜ぬかれたあの瞬しゆん間かん、怪造モン生物スター兵器オロチは死んだのだ。

　それが彼女にとって幸福なのか不幸なのかは、わからない。

　これからの人生を、幸せな方向に導けるかどうかは、彼女自身と、そんな彼女から確実に世界の全てだったイツキ派を奪うばったジグちゃんが、考えて、模索していくべき問題だ。

　ジグちゃんは普ふ段だん着ぎで、ベッドの傍そばに用意された椅い子すに腰こしかけ、何やら緊きん張ちようの面おも持もちで相手と向きあっている。しばらく面会謝絶がつづいたので、オロチだった少女の容態はわからなかったのだ。外見上は元気そうだったんで、ジグちゃんも安あん堵どしているだろう。

　けれど、めでたしめでたし──ではない。

　ジグちゃんの戦いは、これから始まる。

　自分がした行こう為いの責任をとる。

　自分で考え、自分で決め、自分で成したことは、自分で最後まで見届ける。

　そうして失敗し、学習し、一いつ生しよう懸けん命めい、ちょっとずつ歩いていけばいい。

　人生初心者なうちは、俺や宇宙木ちゃんがこうして見守っていてやるからさ。

「あなた……は……？」

　困ったように微笑むオロチだった少女に、ジグちゃんは覚かく悟ごを決めたか、頷うなずいて。

　今朝から我が家のキッチンを占せん領りようし、がんばって作っていたお手製のアイスクリームを箱から取りだした。窓から差しこむ淡あわい光のなか。少女たちはその人生の途と中ちゆうで、偶ぐう然ぜんのように必然のように出会った相手に、そうして真しん剣けんに向きあっていく。

　躓つまずくことがあるだろう。すれちがい、傷つけあうこともあるだろう。

　でもみんな、そうやって生きているんだ。

　がんばれ、ジグちゃん。

　おまえの人生だ、好きなようにやれや。

「あたしはジグ」

　ジグちゃんは唾つばを飲みこみ、意を決したように言った。

「あなたの──友達です」

　宇宙木ちゃんと目配せをして、病室から離はなれ、お邪魔虫は去ることにする。

　過保護にあれこれ手助けしなくても、ジグちゃんはもう大だい丈じよう夫ぶだ。

　捨ジてヤらンれクたガ少ー女ルは、自分の人生を自分で拾いあげた。

　彼女はきっと、自分を捨てずに、だから誰だれにも捨てられずに──これからも、迷いながら惑まどいながら、それでも強く歩いていくことだろう。

　疲つかれたら、寄りかかってきてもいい。

　両親に甘えるようにな。

「……腹減ったなぁ。どっかで飯でも食ってくか、お母さん」

「誰がお母さんよ」

　宇宙木ちゃんは言葉とは裏腹に、どことなく満足そうに笑った。

「でも、そうね。お父さん、娘むすめの門かど出でのお祝いとでも洒落しやれこみましょうか？」

　うん。

　良し良し。

　今日も──平和だ。





第五話・papa,mama,ice cream（後編）〈完〉









　あとがき




　こんにちは。日あ日き日らです。

　怪かい奇きと倦けん怠たいのハードボイルド、『ジャンクガール・ジグ』を皆みなさまにお披ひ露ろ目めです。これは隔かく月げつ雑誌『ザ・スニーカー』に連れん載さいされた四つの短編に、書きおろし『Cupid's compound eyes?』を加えて一つにまとめたものです。08年10月現在、第二部も連載中ですので、続きに興味のあるかたはどうかご覧くださいませ。

　では短編集ですので、基本に則のつとり各話の制作秘話やら与よ太た話ばなしやらを。

【第一話／幸せ三百円】

　雑誌媒ばい体たいでの連載は初めてだったので、いろいろ悩なやみつつ始めたような記き憶おくがあります。変なオッサンとひねくれた女と壊こわれた少女、という日日日的にとっても書きやすいキャラが中心にいるので何とかなっておりますが（偏かたよりすぎ）、すごく毎回難しいです。

【第二話／あたしの飼い主】

　短編集のサブタイトルにもなっているお話です。この時期、犬を飼い始めたのでこういう話になった覚えが。どちらがどちらに飼われているのかという話。噴ふきあがる血の水柱の元ネタはあるホラー映画です。外国のホラー映画は怖こわいというよりスプラッタ。

【第三話／Cupid's compound eyes?】

　書きおろし。宇宙木ちゃんが他の短編では脇わき役やくに徹てつしていたので、彼女を中心にまとめてみました。もっと恰かつ好こういい女性に描えがいてあげたいのですが、つい可か愛わいくしてしまう。あと怪かい物ぶつの造形がグロいよと担当さんにお叱しかりを受けましたが、グロいから『怪』物なんですよ。

【第四話、第五話／papa, mama, ice cream】

　隔月雑誌で前後編だと、テンションを保つのが大変です。作風を広げようと思ってえっちな描びよう写しやに挑ちよう戦せんしていた時期ですが、僕ぼくが書くとどうしてもフェチっぽい方向にいくようなので最近は諦あきらめています。




　※以下、謝辞です。

　いつも多大な苦労をかけている担当さん、および変なものばかり描かせてしまっている絵師のエナミカツミさん、ならびに関係者の皆さまに感謝を。ありがとうございます。

　読者の皆さま。この話は同じレーベルから刊行されている『アンダカの怪造学』の姉妹編というか、同じ世界観を共有していますので、未読のかたも既き読のかたも読み比べてみると面おも白しろいかもしれません。

　ではでは、またどこかでお会いできたら光栄です。


日日日。　　
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